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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　春のまどろみは心ここ地ちいい。すやすやと眠ねむっていたみこは、両りよう頰ほほをつんつんとつつかれてぼんやりと意識を浮ふ上じようさせた。寝ねぼけ眼まなこで寝返りを打とうとしたが、両側から伸のびた四本の腕うでが抱だきしめているせいで動けない。身じろぐと、両頰にちゅっと口付けられる音がした。

「みこは寝顔も可か愛わいらしいな。食べてしまいたい。きっと甘くて美味おいしいだろう」

「いやいや、食べちゃ駄だ目めだって言われてるだろ。色んな意味で。それより俺の目を盗ぬすんで、みこの布ふ団とんに入り込もうなんていい度胸じゃねぇか。さっさと退どけよ」

「布団に入り込んでいるのはお前も同じだろう。お前こそ退け。みこを優やさしく起こすのは私の役目だ。……さあ、みこ。朝の着き替がえを手伝ってやろう。お前のその白い肌はだを見せてくれ」

「おいおい、ちょっと待て。勝手に着物を脱ぬがしてんじゃねぇよ！」

　両側で言い争う声。それが誰だれだか見なくても判わかってしまう。みこはがばっと起きあがり、乱れた襟えりをかき合わせつつ、慌あわてて布団から飛び出した。

「何やってるの、二人ともっ。勝手に布団に忍しのび込まないでっていつも言ってるでしょ！」

　怒いかりの声を上げても、布団に横たわった男たちは気にした様子もなく苦く笑しようしている。なぜこんな事になってしまったのかと、みこは頭を抱かかえた。始まりはそう、八年前の出来事だった。




　──百ひやく獣じゆう国こく江え戸ど、それは人と獣けもの、二つの姿を持つ化か妖よう達が住む世界。戦国の時代を駆かけ抜ぬけ天下を勝ちとった狼おおかみの一族、徳とく川がわ家。彼らによって、新たな時代の幕が開かれた──







　百獣国では桜が満開。強い風がびゅうっと吹ふけば、蝶ちようのように花びらが舞まう。

「よいしょ、よいしょ！　もう少し……」

　みこは木の幹をするすると登り、太めの枝に跨またがって辺りを見回した。ぎりぎりで手が届く所に桃もも色いろの花が咲さく枝がある。みこは顔を綻ほころばせて、小さな手を伸ばした。

「どうしてそんな高い所に登っているの？　危ないわよ」

　ふいに声が聞こえて見下ろすと、木の幹に手をかけた少女が首を傾かしげていた。赤毛を振ふり乱して枝にしがみついているみこの姿に、目を丸くしているようだ。それもそのはず、みこは少女の身長の倍はある枝に跨っているのだ。

「平気！　桜の枝が欲しいの。手が届く所にないんだもん」

「……花は自然に咲いているから美しいのよ。手た折おったら花の美しさはなくなってしまう」

　みこは枝に伸ばしかけた手を止めて、少女に目を向けた。八歳の自分より少しだけ年上のようで、白い肌と唇くちびるに薄うすく差した紅が、整った顔をより愛らしく見せていた。着ている桜色の振り袖そでには吉きつ祥しよう文様の一つ、扇おうぎが描えがかれている。幼いみこが見ても特別な仕立てだと判った。
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　みこは桃色の花びらに再び目をやる。ここまで桜の香かおりが漂ただよってきていた。どうしても欲しくて家を抜け出してきたのだが、少女が言う事も判る気がした。

「……それもそうかも。桜の木に咲いているから、きっとこんなに綺き麗れいなんだろうなぁ」

「そう、こうして眺ながめているのが一番よ。ねぇ、兄上」

　少女がふいに右手に顔を向けた。枝のせいで気づかなかったが、どうやら誰かいるらしい。

「そうか？　花はその美しさで人を喜ばせるもの。美しいなら手折ってもかまわないだろう」

　声とともに現れたのは、十四、五歳くらいの少年だ。黒い袴はかまに刀を差し、意志の強そうなきりりとした眉まゆをしていた。兄と呼ぶからには兄きよう妹だいなのだろう。二人とも黒い髪かみと瞳ひとみをしていて、顔立ちもよく似ていた。少年が苦笑しながら、こちらを見上げる。

「女の子が高い木に登っている所なんて初めて見たよ。ずいぶん元気がいいね。名前は？」

「わたしはみこ。あなた達は誰？　村の人じゃないよね。村にお侍さむらいさんはいないはずだもん」

「僕は……竹たけ次つぐ。妹は春はるだ。この村には旅の途と中ちゆうで立ち寄った。さあ、桜の枝を諦あきらめたのならそろそろ降りてきたらどうだ？　怖こわくて降りられないなら助けに……あっ！」

　少年が声を上げたのは、みこがぴょんっと枝から飛び降りたせいだろう。くるりと一回転して着地したみこに、二人が目を丸くした。

「見事！」

「何を感心しているのよ、兄上！　みこちゃん駄目よ。危ないわ」

「平気だよ。高い所大好きだから。だって見晴らしがいいでしょ。この桜の木だって、いつも家の屋根に登って眺めてるんだよ。遠いからよく見えないけど、でも桃色の花びらが木を被おおっているのが見えて、どうしても近くで見てみたかったから来たんだ！」

「遠くてよく見えないって……じゃあみこちゃんはこの村の子供じゃないの？」

　春が首を傾げたのを見て、みこは慌てて口を閉じる。みこ達が今いるのは、小さな小さな村だった。数えるほどしか民家もなく、広がっているのは田畑ばかり。民家から少し離はなれた所にあるこの桜の木の下では、お地蔵様が優しい顔をしてみこ達を見守っている。

「えっと……もっと山奥にある村に住んでるんだ。人も少なくて、子供はわたしだけ。わたし、同じ年とし頃ごろの子と会ったのも初めて！　ねぇ、春ちゃん達はいつもどんな遊びをしてるの？」

　みこはわくわくと声を弾はずませた。周りはいつも大きな人達ばかり。自分と同じように小さな身体からだの子供は、鏡でしか見た事がない。春が目を丸くしながらも、にこりと笑う。

「うーんと……私は羽子板とかよ。これでも結構うまいんだから」

「羽子板？　春ちゃん、それってどんなの？」

「え？　みこちゃん、羽子板も知らないの？　じゃあ、道具はあるからやってみる？」

　遊びの誘さそいなんて初めてだ。みこは嬉うれしくなってうんうんと頷うなずいた。竹次が肩かたを竦すくめる。

「羽子板じゃなくて、独楽こま遊びとかたこ揚あげがいいな」

「それも遊びなの？　楽しそう！　それもやりたい！」

「ようし、じゃあ全部やろう！」

　竹次のかけ声に、みこは大きな歓かん声せいを上げ、真っ青な空にむかって両手を振り上げた。実はみこは、生まれてこの方外で走り回って遊んだ事がない。それはある〝事情〟があったせいだ。だからこんな風に誰かと遊ぶのに、ずっと憧あこがれていた。

　袖をまくって始まった羽子板は、春を相手に小さな羽子を板で打ち合った。その後は独楽をくるくると回して遊び、たこを空に飛ばす為ために、生まれて初めて息が切れるほど駆け回った。昼時には、兄妹が持っていたおにぎりを分けてもらった。青空の下で食べるおにぎりは、格別に美味しかった。時間はあっという間に過ぎて、空には橙だいだい色いろの夕焼けが広がり始める。時間はどうして過ぎるのだろう。みこはそれが恨うらめしかった。

「みこ、そろそろ帰らないといけないんじゃないか。また、明日あした遊ぼう」

　竹次の声も心なしか寂さびしげだ。みこは少しだけ俯うつむいて首を振る。

「明日は……来られないと思う。本当は村に一人で行っちゃ駄目だって言われてるんだ。でも桜が見たくて黙だまって家を出てきたの。帰ったらしばらく外には出してもらえないと思う」

「お家うちの人は厳しいんだな。……みこ、僕達は江え戸どから来たんだ。多分もうすぐ帰らなくちゃならない。その前にまた会えないかな？　もっとみこと遊びたいんだ」

〝江戸〟という言葉に、みこは顔を上げた。話には聞いた事がある。とても大きな町なのだと。それがどれ程ほど大きいのか、小さな集落で育ったみこには想像がつかない。

「二人とも江戸に帰っちゃうの？　もう会えないの？　江戸って大きな町なんでしょ。子供もたくさんいるんでしょ。その子達と遊んだら、もうわたしの事なんて忘れちゃうよね……」

　話しながら、みこはひっくと嗚お咽えつを上げた。腹の底から何かが溢あふれ出しそうだ。それは身体を巡めぐって、目の辺りに集まってくる。堪こらえられずに溢れたのは涙なみだだった。

「ううっ、嫌いやだぁ！　そんなの嫌よぉぉぉぉ！」

　だがみこが泣き声を上げる前に、ぼろぼろと涙を流したのは春だった。先程までのおしとやかで優しい春はどこへやら。涙でぐしゃぐしゃの顔をしかめて、両手をぶんぶん振り回す。その手がごんっとみこの顔に当たった。

「いたっ！　ちょ、ちょっと春ちゃん。そんな大声で泣き叫さけばなくても……」

　何とか宥なだめようとしたが、それでも春は両手を振り回すのをやめなかった。村中に響ひびくほど号ごう泣きゆうしている春の姿に、思わずみこの涙が引っ込んだ。

「ご、ごめんなさい。みこちゃん。ひっく、でもね。わ、私、みこちゃんと離れたくないの。江戸になんて帰りたくないのっ！　うわぁぁぁん！」

　だだをこねたように地じ団だん駄だを踏ふむ春の肩に、竹次が優しく手を置いた。

「駄目だろう、春。泣くんじゃない」

「ううっ、だって楽しかったわ。もっともっとみこちゃんと遊びたい。江戸に帰ったら、ひっく、もう、みこちゃんと会えないわ。それに私、江戸に帰ったら殺されるかも……」

「こ、殺される？　春ちゃん、それってどういう事？　何か危ない事でもするの？　そんなの嫌。ねぇ、泣かないで。わたしに何かできる事ある？　何でも言って」

　ぎゅっと手を握にぎって目を見つめると、春が驚おどろいたような顔で、それでも手を握り返した。

「じゃ、じゃあみこちゃん、江戸まで会いに来てくれる？　私が生きているうちに」

「春っ。江戸に帰っても、僕が必ず守ってやるから大だい丈じよう夫ぶだ。縁えん起ぎでもないことを言うな！」

　竹次に叱しかられても、春は目に涙を浮うかべてじっとみこを見つめたままだ。みこは大きく頷く。

「うん、会いに行く！　江戸まで行くよ。だから泣かないで。あ、そうだ！　指切りしよう」

　小指を差しだすと、春がすんと鼻を鳴らして、小指を絡からめる。みこは竹次に目を向けた。

「竹次ちゃんも一いつ緒しよに指切りしよう。わたし、あんまり外には出られないけど、でも何とかして江戸まで会いに行く。そしたら江戸を案内してくれる？」

　江戸がどれほど遠いのか、そしてどんな所なのかも知らない。それでも春が泣きやんでくれるなら、そしてまた二人と会えるなら何としてでも江戸まで行こう。みこはそう決心していた。

「よし、じゃあ約束だ。みこが江戸に来たら、うんと楽しい所に連れていってやる。また三人でいっぱい遊ぼう。その時までこれを持っているといい」

　竹次が懐ふところから取り出して渡わたしたのは、小さなお守りだった。紺こん色いろのお守りには、何か漢字が刺し繡しゆうされていたが、幼いみこには読めなかった。

「次に会った時に返してくれ。それまで預けておくよ。必ず会おう、百ひやく獣じゆう国こく一大きな町江戸で」

　竹次は二人が絡めた小指をそっと両手で包み込む。そして三人で声を揃そろえた。

「指切りげんまん、噓うそついたら針千本のーます！　指きった！」

　夕日に照らされながら三人で交かわした約束を、みこはずっとずっと忘れる事はなかった。
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「江戸だ！　江戸だ！　苦節八年、やっと江戸にこられた～」

　叫んだみこを、道行くたくさんの人々がじろじろと見つめていた。それでも興奮しているみこは気にならない。憧れの地に立った喜びは、とても胸にしまっておけるものではなかった。小こ躍おどりしそうな勢いのみこを見て、目を丸くして立ち止まったのは商人風の男だった。

「お、お嬢じようちゃん、危ないよっ。そこは橋の欄らん干かんだから。人が乗る所じゃないよ！」

　みこは目をぱちくりする。ここは江戸の中心地である百獣国橋。みこが立っているのは、その朱しゆ塗ぬりの橋の両りよう脇わきにある、金で縁ふち取どりされた欄干の上だ。狭せまくはあるしすぐ後ろは川だ。だがこのくらいの高さはちっとも怖くない。

「でも見晴らしがいいよ。ずうっと先までみえるし」

　みこは辺りをぐるりと見回した。問屋街が並ぶ江戸の中心地は、驚くほどの人で溢れている。魚市が近くにあるらしく、棒の両りよう端はしに紐ひもで桶おけをつるした棒ぼ手て振ふりがせわしなさそうに橋を行き来していた。その他ほかにも黒塗りの箱を担かついでいる人や、商人風のいでたちの男たち。みんな歩くのがめっぽう速かった。橋の下の大きな川には、白い帆ほを掲かかげた何艘そうもの舟ふねが荷物を載のせて行き来している。川沿いには荷物を降ろす桟さん橋ばしがいくつもあるようだ。

「すっごい。話に聞いてたよりずっと大きいよ、江戸！　ずいぶん賑にぎわってるよ、江戸！　それに思ってたよりたくさん人がいるよ、江戸！　ちょっと人ひと酔よいしそうだよ、江戸！」

「姉ちゃん、それって江戸って言いたいだけちゃうか？」

「その通り……って、あれ、今の誰だれが言ったの？」

「わいや、わい！」

　聞き慣れない言葉は上方のものだろう。辺りを見回すと、商人風の男の後ろから、ぴょこんと誰かが飛び出てくる。みこはその姿を見て、首を傾かしげた。

「……猿さる？」

「猿言うなっ。わいはこれでも猿の化か妖ようや！　煙えん助すけって名前でよばんかい！」

　叫んだのは、みこの膝くらいの大きさの猿だった。いや、本人の言う通り、猿の化妖だ。

　百獣国に住むのは、化妖と呼ばれる人と獣けものの二つの姿を持つ者達だ。先程みこに話しかけた商人風の男も、頭には白い角が見え隠かくれしていた。角の形からすると山羊やぎの化妖だろう。周りを歩いているのも、でっぷりと太った豚ぶたの化妖。飛ひ脚きやく箱を担いで走っている鼻はな面づらが長い飛脚は、きっと馬の化妖だろう。本ほん性しようが獣である化妖は、肉にく食しよく獣じゆうと草食獣に分かれている。

　彼らを見分けるのは簡単だ。肉食獣は人の姿に化けるのがうまく、草食獣はどこかしら獣の時の特とく徴ちようが人の姿に出ている者が多い。さすがに江戸の中心地である百獣国橋は、色んな化妖達で賑わっていた。だが、目の前の男は縞しまの着物を着て帯を締しめてはいるが……。

「いや、本性ですぎでしょ。もう少しうまく化けられないの？　二足歩行して着物着て言葉を喋しやべってても、どう見ても猿だし。だって顔は真っ赤で手足に毛が生えてるよ」

　びしっと指さすと、煙助が真っ赤な顔を更さらに赤くした。

「うっさいわ。この田舎いなか娘むすめが！」

「な、何で田舎者だって判わかるの？」

「そんなん判るに決まってるやろっ。笠かさ持って、旅の荷物入れる手ごりを持って、草ぞう履りは歩きやすいように足にしっかり結びつけた結ゆわいつけの草履。そこらへんまでのお出かけにそんな恰かつ好こうせぇへんわ！　どうせド田舎から出てきて、江え戸どの町に圧あつ倒とうされてるんやろ」

「うっ、まったくその通り。なんて賢かしこい猿なの……」

「猿って言うなやーっ……って、あれ、ちょっと待てや。姉ちゃん、つっこみの才能あるな。今のつっこみの速さ半はん端ぱやないで」

　感心したように頷うなずいた煙助に、周りの人々がどっと笑い声を上げた。いつの間にか辺りに人だかりが出来ている。みんなみこと煙助のやりとりに大笑いしていた。大道芸だと思われたのか、懐から小こ銭ぜにを出す人までいる。それをありがたそうに煙助が受け取っていた。

「あれ？　わたしもしかして、目立ってる？　あんまり目立つの嫌なんだけど」

　みこはふと我に返り、思わず自分の顔を指さした。周りの人々が一いつ斉せいにうんうんと頷く。

「アホッ。そんな所に立ってたら目立つに決まってるやろ！　しかも悪目立ちやで！」

　やばいっと呟つぶやきつつ、欄干から飛び降り、人ひと混ごみをかき分けて橋を小走りに駆かけ抜ぬけた。江戸に無事についたのが嬉うれしくて、つい我を忘れるくらい興奮してしまった。だが目的までは忘れていない。そう、江戸にはある目的があってやってきたのだ。ぐずぐずしている暇ひまはない。

　橋を渡りきると、白い石いし畳だたみの道沿いに植えられた数本の桜が目に入った。桃もも色いろのつぼみは今にも開きそうだ。みこは足を止めて、桜を見上げる。桃色の花びらを見ると、ある事を思い出す。もう八年も前の出来事だ。あの時は桜が満開だった。

「……大丈夫、きっと竹次ちゃん達は見つかる。負けないよ、江戸！」

「あんた江戸と戦うつもりかいな。えらい根こん性じようやな」

「そうじゃないし。っていうか、何でついてくるのよ、猿……じゃなくて煙助」

　振ふり返ると、どうやら追いかけてきたらしい煙助が、ぜぇぜぇ息を切らしながら立っていた。

「ええやん。あんたおもろいし。なぁ、わいの相方にならへん？　さっきみたいに一緒に人前で喋ろうな。もっと小銭もらえるで！」

「嫌。江戸で知らない人に声をかけられても、絶対についていくなって言われてるから」

　きっぱり断ってずんずん歩いたが、煙助が小走りについてくる。

「待ってぇな。あんた足速いなぁ。馬の化妖か？　せやけど草食獣にしてはうまいこと本性隠しとるな。赤毛で目がすみれ色って事は、もしかして肉食系の化妖か？　肉食獣はド派手な髪かみや目の色の奴やつが多いし、本性隠すのもうまいしな。せやけどそれにしては迫はく力りよくないなぁ」

　煙助が首を捻ひねっている。彼の言う通り、町を歩く化妖達の半数は肉食獣のようで、見た目だけでは本性が何か見当もつかなかった。その光景が田舎から出てきたばかりのみこには不思議に映っていた。みこの故郷には草食系の化妖しかいない。それもそのはず、肉食系の化妖は攻こう撃げき的で侍さむらいに多いのだ。田舎も田舎、山奥で育ったみこの周りには、侍なんて一人もいなかった。

「なんや黙だまりこくって。あっ、そうやんな、かんにん。本性が何か聞くなんて野や暮ぼやったな。人前で本性をさらすんは恥はじやもんなぁ。まあ、わいみたいにうまく化けられへん化妖もおるけど。でもあんた袴はかまなんて穿はいてるんやから、どこぞのお武家さんのお嬢さんなんやろ？」

　みこは改めて自分の着物に目をやる。着ているのは、山やま吹ぶき色いろの生き地じに小こ菊ぎくをあしらった小こ袖そでと紺色の袴。髪は頭の頂上付近で一つに結んだ下げ髪。確かに武家娘のような恰好だ。

「あんたじゃない。わたしはみこ。ただの町人よ。なぎなたを習ってて、これが一番動きやすいから着てるだけ。あの、ごめんね。今ゆっくり話してる暇がないんだ。急いで神かん田だ明みよう神じんに行かないといけないから」

「そうなんか？……せやけど、神田明神やったら方向逆やで」

　みこはぴたりと足を止めた。振り向くと、煙助がにやにやしながら、みこが進む方とは反対の方角を指さしている。

「なぁ、教えてやった礼にわいと一いつ緒しよに……」

「教えてくれてありがとう。でもやらない」

　もう一度きっぱりと断って、ぐるりと方向転てん換かんすると、煙助が肩かたを竦すくめた。

「しゃあないな。ほな諦あきらめるか……おっと！」

　何かに躓つまずいたのか、煙助が前のめりになる。みこは思わず両手を差しだした。煙助はそのままみこの懐ふところに転がるようにして倒たおれ込んだが、すぐに起きあがる。

「いやぁ、かんにんな。助けてくれてありがと。あんたと話すの楽しかったからもっと一緒におりたかったけど、迷めい惑わくになったらあかんし、もう行くわ。ほな、さいなら」

　さすがにみこもお別れを言おうとしたが、まるで逃にげるかのように勢いよく走りだした煙助を見て、はっとした。江戸に行ったら気をつけろと言われていた事を思い出したのだ。

　慌あわてて懐に手をやると、旅をするのに一番大事な物がなくなっていた。

「さ、財さい布ふがないっ。すり、待て！」

　叫さけんで追いかけながら、みこは再び懐に手を入れ、財布と一緒に大事にしまっていたもう一つの物を握にぎりしめる。取り出したのは、小刀の形をした木の棒だ。だがただの作り物ではない。棒の端を思いっきり引っぱると、木の棒がびゅんっと音を立てて、みこの身の丈たけほどにのびた。

「こんな事もあろうかと、わたしだってちゃんと準備はしてるんだから！　旅をする時に邪じや魔まにならないよう改良したわたしの一番得意な武器。このなぎなたをくらえっ」

　みこはなぎなたを振り上げて、煙助に向かって思いっきり投げつけた。

「ええええっ！　なぎなたって投げるもんちゃうやろっ。ひゃぁぁっ！」

　なぎなたが見事足にぶつかり、煙助が情けない悲鳴を上げて盛大に転がった。みこはすぐさま駆け寄り、なぎなたを拾い上げて倒れている煙助の胸むな元もとに突つき付ける。

「ふふふ、神しん妙みような事を言うから油断した。このわたしから財布をすろうなんていい度胸じゃない」

「なんやねん、その不気味な笑い方！　いややぁ、みこ、若い娘がしていい顔じゃなくなってるで！　芝しば居いに出てくる悪代官の顔になってるで！」

「ふっふっふっ、おぬしも悪よのう……って違ちがうでしょ。悪党はあんたでしょ！　財布を返して。このなぎなたは木で出来ているけど、思いっきり叩たたくと結構痛いよ」

「か、かんにん、かんにんしてぇな！」

　煙助が慌ててみこの財布代わりの巾きん着ちやくを差しだした。取り戻もどしてすぐに懐にしまう。これにはお金だけじゃなくて、とても大事な物が入っているのだ。一安心してやっと息をついた。

「さあ、この落とし前をどうつける気？　かんにんですんだら役人はいらないよね」

「いややぁ、番屋に突き出すのだけはやめてぇな。わい、腹が減っててん。身体からだが小さいから仕事もようみつからんし。もう三日も満足に食べとらんのや……。ああっ、そうや。みこは神田明神に行くんやろ。だったらわいが案内したる。せやさかい、それで勘かん弁べんしてくれへん？」

　両手を合わせて拝む煙助に、みこは思わず呆あきれてしまう。

「そのくらいで勘弁してもらおうなんて、甘いんじゃない？」

「ええやんか。みこはあんまり江戸の事知らんのやろ。さっきもわいが方向教えてやったから迷わずにすんだんやで。この先もわいがばっちり案内したるわ。そうしたら神田明神まですぐやで。わいは上方生まれやけど、江戸に来て結構たつねん。この辺はわいの庭や！」

　どんっと胸を叩いた煙助を、じとっと見つめてしまう。

「うわぁ、怪あやしい。すっごく怪しいんですけど」

「そんな事ないって。わいはお役にたつでぇ。なんせ将来は侍になる男やからな」

「お侍？　草食獣がお侍さんになんてなれるの？　お侍さんは肉食獣ばっかりでしょ」

「いいや、信じとったら絶対なれるわっ。わいを甘くみるなや！　わいは侍になって、いつか偉えろうなってやるんやからっ」

　胸を張って宣言した煙助は、どうやら本気のようだ。その姿はなぜだか憎にくめない気がした。

「……もうっ、しょうがないな。じゃあ案内してもらう。その代わり、また悪さしたらすぐにお役人に突き出すからね。まったく、心優やさしくて清く正しいわたしだからこれぐらいで許してあげるんだよ。他ほかの人から財布すっちゃ駄だ目めだからね」

「うわっ、わい、自分で自分の事心優しいなんていう奴、初めてみたで」

「何か言った？　何だったらこのままお役人の所に行ってもいいんだけど」

「ち、違うがな。みこみたいに心優しい娘さんで助かったなぁって。……あ、もちろん約束するで。他の人から財布すったりなんかせぇへん」

　煙助の言葉を聞いて、みこはなぎなたを小さくして懐にいれた。かなり怪しいが、右も左も判らない江戸で道案内してくれるのは確かに助かる。正直な所、一人で辿り着ける自信もあまりない。口が裂さけても言いたくないが、実は百ひやく獣じゆう国こく橋ばしに来るまでも散々迷ったのだ。

「ではでは、気を取り直して神田明神に向かって、しゅっぱーつ！」

　片手を振り上げて勢いよく歩き出したみこに、煙助が慌てて声をかけた。

「いやいや、だから神田明神はそっちと違うって！　ほんまに何もしらん田舎者やな！」

　みこはまたまた方向転換しつつ、さすがに恥はずかしくなって俯うつむき、小走りに彼の後に続いた。




　百獣国橋から北に向かって大通りを歩き出したみこは、賑にぎやかな町並みに圧あつ倒とうされて目を丸くしていた。大おお店だならしき建物の壁かべにはきらきら光る金きん箔ぱくが張られ、商売繁はん盛じようを願う招き猫ねこや、空に高く飛び上がろうとするツバメなど縁えん起ぎのいい動物達が鮮あざやかな色使いで描えがかれている。

「綺き麗れいだなぁ。江え戸どはやっぱりすごい。田舎いなかではこんな豪ごう華かな建物見た事ないよ」

　感かん嘆たんの声を上げると、先を歩く煙助が呆れたようにこちらを向く。

「きょろきょろすんなや。田舎者丸出しやで。それより、みこ。神田明神へは何しに行くんや？　やっぱり祭り見物か？」

「えっ、お祭りがあるの？」

「なんや、祭りを見に来たと違うんか。今日から七日間、神田明神で祭りがあるやんか。江戸で一番大きな神社で、江戸で一番大きな祭りが始まる。江戸っ子はそら大おお騒さわぎや」

「あ、そういえば道を歩いている人がみんな同じ方角に向かってるね。お祭りに行くのかな」

「ほんまに知らんかったみたいやな。そしたら何で神田明神に行くねん」

　みこは戸と惑まどいつつ、先さき程ほどの財布代わりの巾着をとりだした。

「このお守り、神田明神のでしょ？　わたし、このお守りの持ち主を捜さがしに江戸に来たんだ」

　巾着から出した紺こん色いろのお守りには、金糸で神田明神の名が刺し繡しゆうされている。それは八年前、みこが竹次からもらったお守りだった。ずいぶん年月がたったから、布地もほころびができて、格こう子し柄がらも薄うすくなってきている。それでもみこにとっては大事な大事な宝物だ。

「そんなお守り、江戸中に出回ってるで。持ち主を捜すなんて無理に決まってるやろ」

「そんなの、やってみなきゃ判わからないでしょっ」

　大げさに片手を振ふる煙助にむっとして、つい声を荒あららげてしまう。煙助が目を丸くした。

「なんやねん。そない怒おこらんでもええやん。なんか事情でもあるんか？」

　話してもいいのかと一いつ瞬しゆん戸と惑まどう。だが今はわらにもすがりたい気分だった。

　みこが幼い頃ころに出会った兄きよう妹だいの話をすると、聞き終えた煙助が、うーんと唸うなって腕うで組ぐみした。

「……田舎でたった一日遊んだだけの兄妹を捜しに江戸まで来たっていうのかいな。なんや途と方ほうもない話やなぁ。それで、その兄妹の名前は？」

「……竹次ちゃんと春ちゃん」

「名字は？　話からすると、その二人お武家さんの子供みたいやん。身なりもよくて竹次ちゃんは刀差してたんやろ。名字もあったはずやで。それさえ判れば……」

「うーん、それがね。あはははははは……はぁぁぁぁぁ」

　微び妙みような笑い声に続いてため息をつくと、煙助が急に立ち止まって、顔をひくひくとさせた。

「ちょお待て！　まさか知らんのか？　名前もろくに判らんと江戸まではるばる捜しに来たのか。お前アホとちゃう？　どうやって捜すねん！　他に何か手がかりはないんか？」

「えっと……あっ、二人とも黒い髪かみで黒い目だった」

「江戸にどれだけ黒髪黒目の奴やつがおると思ってんねん！　それに、子供の頃の姿を頼たよりに捜しても無理かもしれへんで。化か妖ようは獣けものの姿で生まれて、成長するにつれて自然と人の姿に化けられるようになるやろ。せやけど、子供のうちはうまく化けられへんで、髪とか目の色が人の姿になるたんびに変わる事もあるんや。お前かてそのくらい知ってるやろ！」

「わ、判ってるよ。じゃあ、やっぱり手がかりは竹次ちゃんに貰もらったこのお守りだけ。……とりあえず神田明神に行ってみよう。そうしたら何か判るかもしれないし」

「せやけど、今は祭りが始まったばかりで、誰だれも人捜しなんか手伝ってくれへんで。祭りが終わってからにしたらどうや？」

「駄目。お祭りは七日間あるんでしょ。実はわたしも七日間しか江戸にいられないの」

　煙助が目をぱちくりした。みこはそんな煙助に目をやって少しだけ俯く。

「今、田舎であるお屋や敷しきに奉ほう公こうに出てるんだけど、初めて長いお休みをもらったんだ。だから江戸に出てきたの。こんなに長いお休みはもう一生ないと思うから、江戸に来られるのはこれが最初で最後だと思う。だから……無理かもしれないけど、二人を捜してみたい。そしてまた三人で遊ぼうって約束を叶かなえたい。二人があの後どうなったのか知りたいの。どうしても」

　その決意は八年間ずっとみこの心を占しめていた。みこはぐっと拳こぶしを握りしめる。

「わたしは絶対に二人に会う。だって約束したもん。願って行動すれば、きっと叶うはず。煙助が侍さむらいになるよりは、わたしが二人に会える確率の方が高い気がする！」

「アホッ。わいが侍になる方がずっと確率高いに決まってるやろ！……まったく、しゃあないな。無む駄だやと思うけどつき合ったるわ。さあ、神田明神はもうすぐやで」

　煙助は口ほど悪い男ではないようだ。みこはくすりと笑えみをこぼして煙助を追いかけた。




　神田明神を目指して半時ほど経たっただろうか。ふと煙助が立ち止まり、前方を指した。

「あれ、なんやろな？　ぎょうさん人が集まってるで。行ってみよう！」

　前方に目をやると、通りの先が四つ角になっていて、そこに黒山の人だかりができている。煙助に促うながされて、みこも何があるのだろうとわくわくしながら、人ひと混ごみに駆かけ寄った。

　四つ角までくると、左右にのびた通りにたくさんの人が集まっていた。みんな通りを行く何かを見ているようだが、みこには人の頭しか見えない。煙助がみこの腕うでを摑つかんであれよあれよという間に肩かたに乗る。そして前方を見て、声を上げた。

「うわぁ！　べっぴんさんばっかりやぁ。みこ、もっと近づいてぇな」

　どうやら肩に乗った煙助には見えるらしい。みこは何事かと背せ伸のびする。

「べっぴんさんって何？　煙助だけ見てずるい。わたし見えないんですけどっ」

　みこは少しだけ出来た隙すき間まに何とか入りこみ、通りに目をやってはっとした。

「みこは田舎者やからしらんやろ。これはな、江戸を守る生き神、炎えん守しゆ様いうお方の跡あと継つぎ、炎えん華か姫ひめの行列やでぇ！」

　黄金に輝かがやく輿こしが、ちょうどみこの目の前を通っていた。その輿の周りにいるのは、見み目め麗うるわしい女性達だ。縮ちり緬めんの着物をまとい、しゃなりしゃなりと歩く様は上級武士のお女中のようだった。その女性達を守るようにして、手てつ甲こうをつけ笠かさを被かぶり、脚きや絆はんを巻いた男達が歩いている。

　総勢三十人ほどの行列を、江戸っ子達がわいわいと騒ぎながら見つめていた。

「みこ、さっきも言うたけど、これは炎華姫の行列なんやで。炎華姫はゆくゆくは神しん獣じゆう鳳ほう凰おうと同化して、神通力を使うようになる炎守様になるお人や。炎守様っていうのは江戸の守り神なんやで！　神田明神かて祀まつっているのは神獣の鳳凰なんやから」

「その言葉、上方の者だろう？　なのに詳くわしいな」

　声をかけたのは、隣となりで行列を見ていた若い侍だ。みこは侍に目をやってどきりとした。女性なら誰でもうっとりするような整った顔をしているが、その頰ほおには大きな傷がある。黒に近い藍あい色いろの長い髪を一つにまとめた侍は、髪とよく似た藍色の瞳ひとみでこちらをじっと見つめていた。

「まあな。炎華姫の輿はべっぴんさんに囲まれてるって聞いてたけど、ほんまに眼福やな」

　うっとりと行列を見つめる煙助に、侍が苦く笑しようした。

「炎華姫も、この世の者ならぬ美しい女性らしいぞ」

「うわぁ、そんな話は初めて聞いたわ。そら、どうしても炎華姫の顔が見てみたいなぁ」

「そうだな。だが炎守様や炎華姫の顔を見るのは、たとえ将軍でも許されないそうだ。炎華姫は炎守様とともに、普ふ段だんは富ふ士じ山さんにある社に住まわれている。炎華姫も神通力を受け継ついで正式な炎守様になられたら、今の炎守様と同じように社からは一いつ切さい出なくなるらしい。そうなる前に将軍にご挨あい拶さつする為ため、江戸に来られたのだ。その時でも顔を見せないように、将軍とは御み簾す越ごしの対面となるらしい」

「そら残念な話やなぁ。みこ、よう輿を見ときや。きっと御ご利り益やくがあるで」

　周りを見ると、輿に向かって手を合わせて拝んでいる者が多かった。

「御利益なんて本当にあるのかな。炎華姫はまだ正式な炎守様じゃないんだもの。みんなと一いつ緒しよのただの化妖でしょ」

　思わず呟つぶやくと、肩に乗った煙助が首を伸のばしてみこの顔を覗のぞき込んだ。

「なんや、炎華姫の話知ってるんか。わいはまた、なんも知らん田舎者かと。じゃあ、これは知ってるか？　炎守様は江戸を色んな災害から守ってくれはるらしいで。戦国の時代、天下分け目の合戦の時かて、炎守様が家いえ安やす公の味方をしたから、徳川家が天下を獲とったってもっぱらの噂うわさや。その神通力は地を進む敵には地じ震しんを起こして追い払はらい、船でせめてくる敵には海を荒あれさせて沈しずめたらしいで。跡継ぎの炎華姫かて、正式な炎守様になったら同じ神通力をもつんや。ええなぁ、わいにもそんな力があったらなぁ」

「そうかな。わたしはあんまり欲しくない。地震を起こしたり、海を荒らしたりする力は、何かを破は壊かいしたり殺したりする力だよ。それに炎華姫は、炎守様から神通力を受け継いだら、その力を悪用されない為に一生富士山の社の結界の中で暮らすんでしょ。そんなの可か哀わい想そう」

「何言ってんねん。贅ぜい沢たく三ざん昧まいでみんなにかしずかれて暮らすんやで。ひょっとしたら、将軍様かて足元にひれ伏させられるかもしれへんのやで。それのどこが可哀想なんや」

　不思議そうに聞かれて、みこは苦笑した。そして煙助を肩に乗せたままきびすを返す。

「まあそれもそうかもね。それより時間がないんだから、さっさと神田明神に行こう！」

「神田明神に行かれるのか？　祭りが始まったばかりでかなり賑にぎわっているぞ。気をつけて」

　侍が微笑ほほえんで見送ってくれる。顔の傷は恐おそろしかったが、笑うと優やさしそうな印象になった。

「ありがとう。お侍さん！」

　にっこり笑って手を振りつつ、みこは小走りに人混みから抜ぬけ出した。




「うわぁ！　すごい人だっ。あれが神田明神？」

　大きな鳥居と黒山の人だかりが見えてきて、みこは思わず歓かん声せいを上げた。風に乗って聞こえてきたのは笛や太たい鼓この祭まつり囃ばや子しだ。道行く人々が、がやがやと楽しそうに赤い鳥居に吸いこまれていく。鳥居の向こうには、朱しゆ塗ぬりの門がでんと構えていた。門の向こうには御ご神しん殿でんらしき建物や、社務所が窺うかがえる。どうやら神田明神はかなり大きいらしい。

「そうやけど、こら近づくのも難しいで。鳥居から人が溢あふれとる。……ちょい待っとき」

　煙助が近くに並んでいる屋台に駆け寄った。屋台の主人と話してすぐに戻もどってくる。

「なんや、今日は祭りの初日で、社務所の裏手で歌か舞ぶ伎きをやってるんやて。江え戸どで有名な役者が来てるらしいわ。それでこんなに人が多いんや」

「歌舞伎って……えっと、確か男の人だけでやるお芝しば居いだよね」

「そうやで。見たことないんか？　歌舞伎も見た事ないなんて、みこはほんまに田舎いなか者やなぁ。……それより、しばらくは神田明神の人に話を聞くのは無理やで。こんだけの人で賑わってたら、話なんかゆっくり聞いてくれへんわ。……そこで相談なんやけど、あのな、わいお腹なかがすいてんねん。人が少なくなるまで待ってる間に、ご飯食べへんか？　みこのおごりで！」

「はあ？　おごりって何よ。財さい布ふすった上に、わたしにたかる気？」

「ええやんかぁ～。あそこの屋台そば屋なんやで。そらもうごっついいい香かおりがするんや！」

　見回すと、そばの他ほかにも鮨すしにうなぎに焼きいかに天ぷら、汁しる粉こに団子屋まで様々な屋台が並んでいる。その辺りから食べ物のいい香りも漂ただよってきて、みこのお腹もぐうっと鳴った。

「うーん、判わかった。最初は怪あやしかったけどちゃんと神田明神まで連れてきてくれたし、ご飯ぐらいおごるよ。じゃあおそばにする？　あ、でもおそばっていくら？　これで足りる？」

　みこが財布から金色の小判を取り出すと、煙助が啞あ然ぜんとして裏返った声で叫さけんだ。

「み、みこ。そそそ、それって一両やで!?」

「えっ、足りないの？　こんなにきんきんきらきら光ってるのに？」

「アホッ、多すぎや。そばが二百杯ぱい以上食えるで！　ぼけにしてもやりすぎや。お前、金つこうた事ないんか!!」

　頭ごなしに怒ど鳴なられて、みこは思わず首を竦すくめる。

「えっ、うん、あの、わたしお店もない田舎いなかに住んでたから、物ぶつ々ぶつ交こう換かんばっかりで……」

「店がないってどんだけ田舎やねん！　ええか、みこ。小判なんか簡単に他人に見せたらあかんで。悪い奴にとられてしまう」

「……それを煙助が言うの？　すりのくせに」

「うっさいわ。とにかくその巾きん着ちやくみせてみぃ！……わあっ、ぎょうさん金が入ってるな。ああ、これやこれ。この一朱しゆ銀が一枚あればええ。これでそばが腹はら一いつ杯ぱい食えるわ」

　煙助に手招きされ、みこは屋台ののれんを潜くぐった。屋台は小さくて、三人座れば一杯だ。浪ろう人にん風の男が一人いたので、その隣に煙助。端はじっこにみこが座った。

「いらっしゃい、何にします？」

「親父おやじ、天ぷらそば二つ。はようしてや。わい、腹減ってんねん～」

　はいはいと返事した主人が、地面に置いた持ち運びできる小さなかまどにそばを放ほうり込む。

「うわぁ、わたし屋台に入るの初めてなんだ。屋台でどうやっておそばを茹ゆでるんだろうって思ってたけど、こうやってるんだぁ。すごい、感動した～」

　目をきらきらとさせていると、煙助の隣に座った浪人が、人の良さそうな笑えみを浮うかべた。

「元気がいいお嬢じようさんだな。あなた達も木こ挽びき屋やの芝居を見にきたのかな？」

　みこは少しだけ緊きん張ちようする。侍とこうしてゆっくり話すのは初めてかもしれない。侍は肉にく食しよく獣じゆうに多く、田舎ではほとんど見み掛かけなかった。

「なんや、今日の芝居は木挽屋かいな。そらこんだけの人が集まるはずやな」

「木挽屋って？」

　聞き返すと、煙助が腕うで組ぐみして得意げに話し出した。

「ほんまにみこは物を知らんな。木挽屋は歌舞伎の屋号やで。木こ挽びき町ちように芝居小屋もっててな。それで木挽屋っていうねん。木挽屋には歌舞伎三人衆っちゅうのがいてな。わいも見た事はないけど、ごっつい色男ぞろいなんやて」

「ああ、拙せつ者しやは女形おやまの一いち陸りくの応おう援えんをしているんだ。一陸の藤ふじ娘むすめは、そりゃあ艶あでやかで美しい。とても男とは思えん。女形をやらせたら右に出るものはない」

「旦だん那な、あっしは空くう三ざをひいきにしてるんで。あのおどけた芝居はおもしろいったらないねぇ。三枚目役者としては江戸一番さ」

　浪人に話しかけたのは、茹でたそばを椀わんに放り込んでいた主人だ。みこは思わず首を傾かしげた。

「三枚目って？」

「歌舞伎をやる時には、似顔絵の看板を芝居小屋の正面に飾かざるんだ。人を笑わせる道どう化け役の看板は、大体三枚目に張ってある。だから道化役の事を三枚目っていうんだ」

　親切に教えてくれたのは浪人だ。やはり先さき程ほど会った侍さむらいと同じく、話してみれば優しそうな印象だった。みこはちょっとだけ安心して、再び首を傾げた。

「そういう意味があるんだぁ。じゃあ二枚目とかに張ってある看板にも意味があるの？」

　天ぷらを盛りつけつつ、主人が愛あい想そ良く答えてくれる。

「二枚目は、色男の役だよ。そうそう、特に木挽屋の二枚目役者の二に海かいは、とんでもない色男さ。お嬢さんみたいな若い娘むすめはみんなそいつに夢中さね。色んな美女と浮き名を流している羨うらやましい奴やつだよ。女ったらしだって評判だね」

　ふーんと相づちを打つ。みこは正直、美男にも女ったらしにも興味はない。だが、歌舞伎には少し興味がある。物語を演じる役者とは、一体どんな人達なのだろう。

「その歌舞伎三人衆がいる木挽屋の芝居は、今江戸で一番の人気でね。だから神田祭の初日と最終日にやる奉ほう納のう芝しば居いに選ばれたんでさぁ。……はい、そばができたよ。どうぞ！」

「うわぁ、江戸名物のおそばだ！　おいしそうっ」

　目の前に置かれたそばからは、湯気とともに出汁だしのいい香りがする。隣となりを見ると、煙助が小さな身体からだで台に乗り、しゃがんでそばを食べていた。ずるずる食べている様子がさも美味おいしそうだ。みこも早さつ速そくそばをたぐって口に運んでいると、煙助が呆あきれたように声を上げた。

「みこ、そばの食べ方下手やなぁ。そばはすすって食べるのが江戸っ子やで！」

　ずるずるずるといい音を立てて、煙助がそばをすすった。みこはじとっとそれを見つめる。

「すするの苦手なんだ。……でもそうやってると江戸っ子っぽいね。やってみようかな」

　郷ごうに入っては郷に従え。せっかく江戸にきたのだから、江戸っ子を気取ってみたかった。みこはそばをたぐって煙助のようにずるずるとすすってみる。

「げほっ、ごほっごほっ！」

　だが案の定むせてしまった。咳せき込んでいると、主人が苦く笑しようしながら湯飲みを差しだす。

「お嬢さん、無理しちゃ駄だ目めだよ。ほら、お茶飲みな」

　みこは慌あわてて湯飲みに手を伸ばした。だがその途と端たん、指先にぴりっとした痛みを感じる。

「いたっ！」

　みこはすぐさま湯飲みを放して指先に目をやる。どうやら湯飲みが欠けていたらしい。人差し指の先にうっすら血が滲にじんでいた。それを見て、みこは一気に青ざめる。

「まずいぃぃぃぃ！」

　叫んで勢いよく立ち上がったみこに、煙助がそばを口に入れたまま目を丸くした。

「なんでまずいねん。こんな美味しいそば……」

「違ちがうっ！　そのまずいじゃないっ。そうじゃなくて……」

「うううっ！」

　慌てふためくみこの耳に、ふいにうめき声が聞こえた。先程までにこやかに話していた浪人が、急に蹲うずくまったのだ。みこは喉のどの奥でひぃぃっと悲鳴を上げた。

「や、やばいっ。逃にげなきゃ！　おじさん。お金は後で払はらうから。必ず払うから……！」

　早く早く早く、心も身体も焦あせっていた。そうする理由はたった一つ。自分のある特別な体質のせいだった。幼い頃ころから言い聞かせられていた言葉が頭をよぎる。

〝大人のお侍に近づいてはいけない。近づけば……〟

「狐きつねだ！　肉食系の化か妖ようが本ほん性しようを出してるぞ！　気をつけろっ」

　その叫びにはっとした。屋台にいた浪人の本性は狐だったらしい。椅い子すから転げるように倒たおれ込んだ浪人が、あっという間に四つ足の狐の姿になり、どう猛もうな唸うなり声を上げた。

　まっすぐに睨にらみつけているのはみこだ。いや、怪け我がをして血を流しているみこの指だった。

「煙助！　走るよっ。食べられちゃう！」

「た、食べられるってなんやねん。いくら肉食獣でも、同じ化妖を食べるわけないやろ！」

「説明は後でする！　とにかく急いでっ」

　慌てて屋台を飛び出したが、その前に狐が立ちはだかった。狐はみこよりずっと大きかった。

　肉食獣である狐の化妖に、煙助がひぃぃっと震ふるえ上がって腰こしを抜ぬかしている。それもそのはず。草食系の煙助の本能が、肉食系の狐に逆らってはならないと悲鳴を上げているのだ。

　化妖には獣じゆう気きという目に見えない力がある。強い者ほど大きな獣気を持つという。化妖達はその獣気を本能でかぎ分け、自分より強い化妖の前ではみな、煙助のように震え上がるのだ。

　獣気の大きな化妖には逆らうな、それが百獣国に住む化妖たちの掟おきてだった。

　狐から発せられる獣気に圧あつ倒とうされつつも、みこは懐ふところに手をやって、なぎなたを取り出す。端はしを握にぎって伸のばし、狐に向かって構えた。

「正気に戻もどって！」

　四つ足で地を蹴けった狐が、みこにまっすぐ駆かけ寄る。みこは大きく目を見開いて、なぎなたを振ふり上げた。そして狐の頭めがけて振り下ろす。がつんっと手て応ごたえがあって、狐がそのままひっくり返った。ひくひくと空中でばたつかせていた手足が、やがてだらりと地面に落ちる。

「よ、よかった……。んんっ？」

　ほっと息をつきかけたが、すぐにまた、周りからどう猛な唸り声が聞こえ始めた。それも唸っているのは一人二人ではない。よく考えてみれば、ここは華はなのお江え戸どだ。田舎いなかと違ちがって肉食獣が山ほどいる。みこは辺りを見回すのも恐おそろしかった。

「こ、これじゃ、あの時の二の舞まいだ！　煙助、とりあえず逃げるよーっ」

　叫んだのを合図に、煙助の襟えりを摑つかんで走り出す。ドドドドドと背後で聞こえる足音が空耳であって欲しい。みこはそう願いつつ、心の中で八年前のあの時の事を思いだしていた。
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「指切りげんまん、噓うそついたら針千本のーます！　指切った！」

　幼いみこは、竹次と春と一いつ緒しよに指切りをした。三人で遊ぶのはすごく楽しかった。今度は江戸に行って一緒に遊ぼう、そう心に決めていた。

「若！」

　そこへ突とつ然ぜん、大人の声が聞こえた。振り向くと、袴はかま姿すがたで腰に刀を差した大おお柄がらな男が駆け寄ってくる所だった。みこは思わず身構える。いつも言い含ふくめられている言葉が頭をよぎった。

〝大人のお侍に近づいてはいけない。近づけば……〟

「大だい丈じよう夫ぶだよ、僕の供の者だから」

　怯おびえている様子に気づいたのか、竹次がそっと声をかけてくれる。それでもみこは彼の背に隠かくれた。侍が人のいい笑みを浮かべてこちらに近寄る。

「そろそろお戻りにならないと」

「判わかっている。そうだ、この子を家まで送ってくれ。この辺の子じゃないらしいから」

　竹次の声は先程と違い、命令しなれているように感じた。身なりも立派だし、やはりかなりの身分なのかもしれない。みこは慌てて両手を振った。

「ううん、一人で帰れる」

「いや、お家うちの方に遅おそくなった詫わびを入れなければ。そうすればまた明日あしたも会えるかも……」

「駄目だよ。ここに来た事は内ない緒しよにしないと。……絶対絶対、指切りした事忘れないでね！」

　それだけ言い残して、みこは駆けだした。大人のお侍には近づいてはならない。はやくはやく逃げなければ。だが焦ったあまり、桜の木の根にうっかりつまずいて転んでしまう。

「大丈夫かっ」

　駆け寄った竹次と春に頷うなずいて、すぐに立ち上がろうとしたが、ずきんと手の甲こうが痛んだ。どうやらすりむいてしまったようで赤い血が滲んでいる。それを見てさあっと血の気が引いた。まずい、それだけが頭を駆けめぐった。血を流すとどうなるかは嫌いやという程聞かされている。

「手当てしないと……」

　春が怪我したみこの手を取った。彼らは大丈夫。まだ子供だから。駄目なのは大人だ。特に大人のお侍。なぜなら、侍のほとんどが肉食獣だから。

　案の定、人のいい笑えみを浮うかべていた侍が、突然動きを止めた。その身体がみるみるうちに変わっていく。腕うでや足に茶色い毛が生え始め、鼻はな面づらが伸びて頭から尖とがった耳が現れる。四つん這ばいになった侍の着物が破れ、現れたのは牙きばを持った大型の犬。

「一いつ新しん！　なぜ本性になるっ。人の姿に戻れ！　主人の前で本性を出すなど無礼だぞ！」

　犬の化妖は一新というらしい。竹次の制止にも従わず、一新はどう猛な唸り声を上げている。鼻筋を寄せて白い牙をむき出し、今にもこちらに飛びかかりそうだった。

「一新、やめて！　兄上に何をするの。お前まで私達を裏切ったの？」

「いいや、一新は僕たちを狙ねらっていない！　狙っているのは……」

　みこは、震えながら怪我をした手をぎゅっと押さえた。

「ごめんなさいっ。わたしが狙われてるの！　来ちゃ駄目だって言われてたのに。大人のお侍さむらいに近づいたら〝食べられちゃう〟って言われてたのに！」

「食べられちゃうってどうして？　化妖が同じ化妖を食べるなんてあり得ないわ……！」

　春に聞かれても答えられなかった。本当の事は言ってはならないと固く口止めされていた。

「お前達、逃げろ！　ここは僕が抑おさえる。人前で本性を出すなど、感情を抑よく制せいできない未熟者だ。家来の不始末は主人である僕の罪。必ず僕が止めてみせる」

　叫さけんだ竹次に頷いて、春が戸と惑まどうみこの手をぎゅっと摑み、そのまま引きずるように走り出す。春の力は、見た目よりずっと強かった。走りながら振り向くと、竹次の身体にも変化が起こっていた。その光景に、こんな状じよう況きようだというのにみこは一いつ瞬しゆん見とれてしまう。

　竹次の身体が夕焼けを受けて、まばゆい程ほどの銀色の輝かがやきを辺りに放っている。四つん這いの姿は一新の身体よりも小さかったが、発する獣気は何倍も大きかった。だが、一新はまだ変身しきっていない竹次に襲おそいかかる。ぱっと飛び散った赤い血が、みこの目に焼き付いた。

「きゃぁぁぁぁぁ！」

　思わず上げた悲鳴と一緒に涙なみだが溢あふれ出た。心を覆おおったのは後こう悔かいだ。

「ごめんね、春ちゃん！　あの人、わたしがいなくなれば正気に戻ると思う。やっぱり来ちゃいけなかったんだ。わたしのせいだ！」

「……ううん、事情は判らないけど、私はあなたと会えてよかった。次に会う時は江戸よね？　きっときっと、私に会いに来てね。私、またあなたと遊ぶのを心の支えにして頑がん張ばるから。さ、この奥に山道がある。ここから逃げて。私は兄上の所に戻るから」

　頷いたみこは貰もらったお守りを握りしめて駆け出した。ここから早く遠ざかる事が、みんなの為ためになるのだ。必死に走りながら、一度だけ振り返る。春は優やさしくて愛らしくて、だけどどこか寂さみしげな表情で微笑ほほえんでいた。その顔が、みこの脳のう裏りに焼き付いて離はなれなかった。
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「なんやねん、なんやねん。なんであいつらみんな本性だしてんねん。あんなにたくさんの肉食獣が本性丸出しにしたん初めてみたで！　戦国の時代ならともかく、なんでこの泰たい平へいの世でみんなあんなに興奮すんねん。敵でもおったんかっちゅーねん！」

「しっ、大きな声だしちゃ駄だ目め。やっと巻いたんだから」

　みこは口元に指を当てる。今いるのは神田明神の境けい内だいにある小屋だ。追いかけてくる肉食獣達から逃げ回っているうちに入りこんだが、はっきりいって神田明神のどの辺りなのかも判らない。だがとりあえず小屋の外には誰だれもいないようだった。

　狭せまい小屋には、古い木箱がいくつも置かれていた。きっと物置かなにかだろう。窓一つなく、開き戸を閉めているせいで薄うす暗ぐらかった。ようやく一息ついたみこは、指先を見つめる。もう血は止まっていて、よく見ないと傷も判らなかった。

（また失敗した。気をつけてたのに。またあの時みたいに誰かに怪け我がをさせる所だった）

　しゃがみ込んで唇くちびるを嚙かんでいると、煙助がみこに近寄った。

「みこ、あいつらなんやねん。みんなお前を狙ねろうとったで。後で説明するって言うたやろ」

「……わたし、ちょっと特とく殊しゆな体質なんだ。さっき怪我して血が出たでしょ。わたしの血は、肉食系の化か妖ようには甘く感じられるんだって」

「甘い？　甘いってどういう事やねん」

「だから……判りやすくいうと、わたしの血は、肉食系の化妖には甘くて〝おいしそう〟に感じられるんだって。それでさっきみたいにわたしの血の匂においを嗅かぐと、肉食系の化妖は理性を失って本ほん性しようがむき出しになるの。ようするに、わたしの事を〝食べたく〟なっちゃうのよ」

「た、食べたくなるうぅぅ？……なんやねん、それ。そんな体質聞いた事ないで！」

「わたしの一族だけの特とく徴ちようなんだ。危険だから肉食獣の少ない田舎いなかに住んでて。実は八年前の幼なじみとの話にも続きがあって、あの時もわたしが怪我したせいで肉食獣に襲われて、竹次ちゃんに怪我させちゃったの。わたし、それを謝りたくて江戸に来たんだ」

〝大人のお侍に近づいてはいけない。近づけば食べられてしまうよ〟

　それはみこが幼い頃ころからずっと言い聞かせられてきた言葉だ。侍のほとんどが肉食獣だ。だから侍に近づくなという戒いましめなのだろう。化妖が同じ化妖を食べるなんて普ふ通つうではありえない。肉食獣といっても、食べるのは家か畜ちくの豚ぶたや鶏とりだ。それでもみこの血によって、肉食獣が本来持っている狩人かりゆうどの本能が目覚めてしまうらしい。煙助がぶるっと震えて、怖こわ々ごわと口を開いた。

「なら、みこは血を流したら、肉食系の化妖に頭からばりばりって食べられてしまうんか？」

「怖い事言わないで！　本当に食べられるのかは知らない。だってまだ食べられた事ないし」

　みこはがっくりと床ゆかに座り込んだ。必死に走ったせいでまだ心臓がどくどくと脈打っている。ようやく落ち着いて顔を上げると、煙助がふいに背を向けた。

「みこ、悪いけど、わいは帰らせてもらうわ。約束通り神田明神には連れてきたし。みこはつっこみが速くて気に入ってるけど、これ以上面めん倒どうには関かかわりたないねん」

　思わず呼び止めようと、みこは手を上げかける。だがすぐにその手をぎゅっと握にぎりしめた。

「……判った。連れて来てくれてありがとう。後はわたしだけでも何とかなると思う」

　さばさばした口調で肩かたを竦すくめると、煙助が少しだけこちらを向く。

「一人で心細いって顔に書いてあるで。……もうっ、しゃあないな、みこ……」

〝ドンドンドン！〟

　煙助が何か言おうとした時、突然外から誰かが戸を叩たたいた。みこは思わずびくっとする。煙助が頭を抱えて、ひぃぃっと悲鳴を上げた。

「ま、まさか、あの狐きつねの浪ろう人にんが追いかけてきたんか？　どないしよう。本性むき出しにした肉食獣なんか、わい一人くらいすぐにかみ殺してしまうで。いややぁ！　殺されるーっ」

　煙助の絶ぜつ叫きようが、みこの頭を余計に混乱させた。慌あわてて辺りを見回したが、開き戸の他ほかには外に出られる戸も窓もない。狭い小屋では隠れようもなかった。

「は、入ってはこられないって。戸が開かないように、中からつっかえ棒がしてあるし……」

〝ドンドンドン！　ガンガンガン！〟

「なぁ、この重い音。蹴けってるんと違ちがうか？」

「いや、でもつっかえ棒が……」

〝ゴンッゴンッゴンッ！〟

　音は段々重くなっている。どうやら体当たりしているようだ。戸だけでなく、小屋全体ががたがたと揺ゆれている。みこは小刻みに震ふるえながら、頼たよりのなぎなたを握りしめた。

「……あの戸が開いたら、わたしがなぎなたで入ってきた人を叩くから、その隙すきに逃にげて」

「そうさせてもらうわ！」

「ええーっ、本当に逃げるの！」

　叫んだ瞬しゆん間かん、がたんと戸がこちらに向かって倒たおれてきた。みこはすぐさまなぎなたを構えて振ふり下ろす。ガツンっと手て応ごたえがあったが、狙っていた頭ではないようだ。見ると、相手は右みぎ腕うでを上げてなぎなたを受けとめていた。見上げるほど大きな男で、白いざんばら髪がみに、着ているのは白地の着物と袴はかま。袖そでのない羽織には、金糸銀糸で渦うず巻まく火か炎えんのような刺し繡しゆうがしてあった。

　なぎなたを受けとめた右腕がゆっくりと下がって、顔が見え始める。その顔を見て、みこは目を見開いた。真っ白な顔には、おびただしい赤い血が流れ、しかも片目は潰つぶれて膨ふくれあがり、口は頰ほおまで裂さけていた。その口がにやりと不気味に笑う。

「ぎゃぁぁぁぁぁ！　顔が血だらけっ。お化けーっ」

　みこは声を限りに叫びながら、なぎなたを振り回し、がつんがつんと何度も叩く。だがお化けは一向に消えてくれない。

「お、おい、ちょっと待て……」

「ひぎゃぁぁぁ！　お化けが喋しやべったーっ」

「た、叩くんじゃねぇよ。いてーじゃねぇかっ。ちっとは大人しくしろ！」

　一いつ喝かつとともにお化けから圧あつ倒とう的な獣じゆう気きが放たれる。息もできないような強い獣気は、みこが初めて味わうものだった。思わず足が竦んでその場にしゃがみ込む。そして意識が遠くなった。

（お、お化けが……なんでこんな強い獣気を……）

　倒れ込もうとした身体からだを誰かが支えてくれた。みこの記き憶おくはそこでぷつっと途と切ぎれていた。
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〝みこ、血を流してはならないぞ〟

　ゆらゆらと漂ただようような意識の中で声が聞こえた。低くて威い厳げんがあるが、優しい声。物心ついた時から、みこはこの声を聞いて育った。

〝判わかってます〟

〝みこ、猶ゆう予よは七日。それを過ぎたら諦あきらめろ。一人で行動できるのは、これが最初で最後だ〟

　ぐっと唇を嚙みしめた。それも判っている。もうきっと江え戸どに行く機会なんてないだろう。

〝みこ、江戸には危険が多い。特にお前は色々と面倒な体質でもある。……そうだな、蜘蛛くもの糸に搦からめ捕とられぬよう気を付けるのだぞ。一度身体にまとわりついたら離れない蜘蛛の糸。捕つかまったら食べられてしまうぞ。罠わなにかからないよう注意するのだ〟

　特殊な体質のせいで、肉にく食しよく獣じゆうは自分の血を嗅ぐと興奮する。蜘蛛の糸に搦め捕られるなとは、彼らに捕まるなという意味だろう。自分は絶対に獲え物ものになんかならない。みこは大きく頷うなずいた。

〝みこ、これが一番大事な事だ。よく聞け〟

　声こわ色いろが急に真しん剣けんなものとなる。みこは気を引き締しめた。

〝よいか、絶対に絶対に江戸の土産みやげを忘れるな。もし忘れたら……〟

　声が段々低くなった。その先は十分判っている。みこは顔を引きつらせて叫さけび声を上げた。
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「絶対に忘れませんーっ」

　みこは叫んで飛び起きた。かけられていた布ふ団とんをはいで、額に流れる汗あせを拭ぬぐう。

「お、恐おそろしい夢だった。どうして夢でまで土産を催さい促そくするの。っていうか、土産が一番大事って何なのよ。少しはわたしの事も心配してよっ」

「……ずいぶんうなされてたぜ。どんな夢を見たんだ？」

　ぽつりと聞こえた声には聞き覚えがなかった。みこは慌てて声がした方に顔を向ける。

「だ、誰？」

　辺りは八畳じようほどの何もない部屋だった。畳たたみが新しいのか、いぐさの香かおりが漂っている。その部屋の隅すみで男が壁かべにもたれてあぐらをかいていた。みこの枕まくら元もとにある行燈あんどんの柔やわらかい明かりが、男のほりの深い顔に濃こい陰いん影えいを作っている。男はみこの顔を見つめて、薄うすく笑った。

「……俺の事が判らねぇのか？」

　みこは男をまじまじと見つめた。かなり大おお柄がらな男だ。男が着ている着物を見て、思わずあんぐりと口を開ける。薄い地の着物は白っぽい無地だが、その上から羽織っているのは、黒地に金糸で二匹ひきの登り竜りゆうが刺繡されている豪ごう華かな女性用の着物だった。普通ならこんな派手な物を着ると、着物だけが浮ういて見えてしまうだろう。だが青年の顔はそれよりもずっと目を引いた。
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　短い黒くろ髪かみを後ろに撫なでつけ、ほりが深くてはっきりとした目鼻立ち。鼻び梁りようはすっと通っていて、大きめの口がこちらを見て口角を上げると、みこですらぞくっとするほど色気がある。日焼けした手足は筋肉質でごつごつした印象を与あたえたが、それもまた男らしいと感じさせた。

「あの……どこかで会いましたっけ？　わたしあなたみたいな、どうみても普通じゃ……ううん、えっと派手な男の人とは会った事ないんですけど」

　こんなに目立つ男なら一度見たら忘れないだろう。特に人との出会いがほとんどない田舎いなかで育ったみこにとっては尚なお更さらだ。薄暗い部屋の中で、男の金目がきらりと光を放っている。その目でしばらくみこを見つめていた男が、やがて肩を竦めた。

「俺は二に海かい。驚おどろきだな、俺の事を知らない奴やつがまだこの江戸にいるなんて」

　ふんっと鼻を鳴らした二海が立ち上がる。やはり見上げるほど背が高い。大おお股またで近寄った二海が、布団の隣となりにしゃがみ込む。

「お前、覚えてないのか？　俺をなぎなたでぶっ叩いたの」

　思わず目を丸くする。何の事だろう。いや、その前にどうしてこんな所にいるのだろう。

（えっと……。煙助と神田明神に行って、狐の化か妖ように襲おそわれそうになって……あっ！）

「あの、お化けっ、神社の物置にお化けがいたの！　顔が血で真っ赤で口が裂けてて……」

　あたふたと話すと、首を傾かしげていた二海がぽんっと手を打った。

「それってもしかして、こんな顔か？」

　二海がどこからか取り出したのは、丸めた大きな紙だった。それを広げて見せてくれる。そこには、みこが見た恐ろしい顔が描えがかれていた。しかも歯を食いしばったような表情で、眼光鋭するどく睨にらむようにこちらを見み据すえている。みこは思わず悲鳴を上げた。

「それっ！　お化けぇ！」

「違う、これは俺だ」

　間かん髪はつ容いれず言い返されて、みこは目を丸くした。そして絵と二海を見比べる。

「噓うそっ。だって顔中血だらけだよ。これってお化けでしょ。もしくは幽ゆう霊れい！」

「そう、幽霊に見えるように化け粧しようしてるんだ。いいか、俺は役者なんだ。歌か舞ぶ伎き三人衆の二海っていったら、江戸では知らない奴なんていないんだぜ。大体お前は……」

「あっ、声が聞こえると思ったら、その子目を覚ましたんだね」

　がらっと障子が開いて、みこと変わらない年とし頃ごろの少年が顔を出した。くるくるの短い栗くり色いろの髪かみ。大きな青い目が印象的で、女性のように顎あごが細く色も白かった。

　部屋に入ってきた少年の着物を見て、みこはぎょっとする。縞しまの着物の上に着ている羽織の柄がらが見た事もない程ほどおかしな物だった。農作業に使う鎌かまと輪投げの輪のような絵、そして〝ぬ〟の文字が柄として入っている。見つめているのに気づいたのか、少年がにこっと笑った。

「これ気になる？　これはね、〝かまわぬ〟って読むんだよ。鎌と輪の絵と、ぬの文字でかまわぬ。かまわないでくれって意味。面おも白しろいでしょ」

　いたずらっぽく笑う少年に、みこは引きつった笑えみを浮かべた。

「いやいやいや、面白いけど、それを着物の柄にするなんて変じゃない!?」

「変じゃないよ。だって目立つでしょ。僕、目立つの大好きなんだ」

　にこやかな少年に、あんぐりと口を開けてしまう。だが何とか気を取り直して、とりあえず一番疑問に思っている事を口にした。

「あ、あの、ここはどこ？　わたし、どうしてここに……」

　二海があのお化けだったとか、彼が役者だとか、色々と気になる事はあるけれど、まずは自分が置かれている状じよう況きようを知りたかった。答えてくれたのは、二海の隣に座った少年だ。

「ここは木こ挽びき町ちようにある木挽芝しば居い小屋の裏の母おも屋やだよ。僕達役者はここに寝ね泊とまりしてるんだ。僕の名前は一いち陸りく、よろしくね。……どうしてここに君がいるかっていうと、えーと、どこから話そうか。あのね、君は神田明神の宝物庫に忍しのび込んでたんだよ。覚えてる？」

　少年に聞かれて、みこは思わず布団から飛び上がりそうになる。

「宝物庫!?　そんなはずない。狭せまくて暗くて汚きたない小屋だったよ。あれって物置でしょ？」

「それが、あの狭くて暗くて汚い小屋が宝物庫なんだよ。古くから伝わる神具を置いてあるんだって。普ふ段だんは見張りがいるけど、祭りと芝居で神社もてんてこまいでさ。少し目を離はなした隙につっかえ棒がかかってて、中に侵しん入にゆう者がいるって騒さわぎになって。それでうちの暴れん坊ぼう……いやいや、騒ぎ好き、いやいや、お節せつ介かい、いやいや、面めん倒どう大好き、いやいや……」

「さっさと座長って言え！」

　二海が嚙かみつくように一喝するが、少年はどこ吹ふく風でにっこり笑う。

「そうそう、座長がさ。ああ、座長ってこの二海さんなんだけどね。それで、この二海さんが、俺が退治してやるって嬉き々きとして宝物庫の戸を蹴け破やぶって……。そういえばあれって修理どうするのかな。修理代こっちに回ってきたら嫌いやだなぁ。二海さん、本当に乱暴なんだから」

「ずれてるずれてる。話がずれてる」

　二海に止められて、一陸がやっと話を元に戻もどした。

「あ、そうそう。戸を蹴破ったら中にいた女の子が……つまり君だよね。二海さんをなぎなたで散々ぶったたいて気絶して……。でも内ない緒しよの話だけど、女の子にぶったたかれるなんていい気味だよ、二海さん。座長だからって横暴なんだよねぇ」

　こっそりと耳打ちするような仕草をした一陸だが、声の大きさはそのままだ。二海がひくひくと頰ほおを引きつらせた。

「内緒話が丸聞こえじゃねぇか！　一陸、お前の話はどうしていつも違ちがう方向にいくんだ。そしてどうしていつも俺をちょっと馬ば鹿かにするんだ」

「二海さんがいらいらして仏ぶつ頂ちよう面づらするのが楽しいから！」

「ぶっ殺す！」

　叫んで立ち上がろうとした二海に、一陸が素す早ばやい身のこなしで障子まで飛びすさる。追い詰つめられた一陸がひぃぃと悲鳴を上げると、障子がすっと開いて静かな声が聞こえた。

「うるさいですよ」

　顔を出したのは、まっすぐな若草色の長い髪を結ばずに垂らして、丸眼鏡をかけた青年だ。年ねん齢れいは二海と変わらないようだが、体型はずっと細い。こちらは二人と違って普ふ通つうの黒い着流し姿だった。やっとまともな人がいたとほっとしたみこは、青年の顔を見て目をぱちぱちした。

　切れ長の赤い目と細い眉まゆ。薄い唇くちびるは口角がくっきりと上がっていて、それらが細ほそ面おもての顔に絶ぜつ妙みように配置されている。一陸が可か愛わいくて、二海が男前な顔立ちというならば、この青年は綺き麗れいだとしかいいようがない。まるで女性のように繊せん細さいな美しさだったが、睨まれるとぞっとするような鋭い眼光は、やはり男性のものだ。それにあまり表情が変わらないのが気になった。整いすぎた顔で表情が変わらなければ、人形のように冷たい印象を受けてしまう。

「空くう三ざ。二海さんがいじめるんだ」

　なぜだか怖こわいと感じているのはみこだけのようで、一陸が甘えるように空三の膝ひざにすがりつく。空三がやはり表情一つ変えずに、足を動かして一陸の身体からだを畳に転がした。大げさに倒たおれ込んだ一陸がよよと泣き崩くずれたが、空三は眉一つ動かさない。

「馬鹿相手に本気にならないでください、二海」

「馬鹿って言わないでよ。あ～あ、空三は冷たいよね。体温も冷たけりゃ心も冷たいんだね」

「……その娘むすめの目が覚めたならさっさと追い出しましょう。面倒はごめんです」

「ええっ、僕の渾こん身しんの悪口無視!?」

　ああいえばこういう一陸の口を止めるのは難しいようだ。黙だまって聞いていたみこだが、さすがにそろそろ話の続きが聞きたかった。

「……あ、あの～結局、わたしどうしてここにいるの……かな？」

　おずおずと質問すると、睨み合っていた一陸と空三。そしてそれを止めようとしていた二海がはっとしたように一いつ斉せいにみこを見つめた。二海がコホンと咳せき払ばらいする。

「つまり、俺は芝居が終わって着き替がえる前に、神かん主ぬしに挨あい拶さつに行ったんだ。そしたら宝物庫に誰だれかが忍び込んでるって聞いてさ。役人を呼ぶって言ってたが、それじゃあ間に合わねぇってんで、俺が様子を見にいったんだ。戸が開かねぇから、ちょっと撫でたら壊こわれちまってよ」

「撫でた？　ものすっごい蹴けってたじゃない。地じ震しんかと思うくらい小屋が揺ゆれてたしっ」

「あの程度は俺にとっては撫でたなんだよ！　それで中に入ったら棒っきれでぶっ叩たたかれて」

　二海がさっと袖そでをまくった。逞たくましい右みぎ腕うでには、真っ青な痣あざがいくつも出来ている。きっとあの時なぎなたを腕で受け止めたせいだろう。みこは慌あわてて頭を下げて平謝りした。

「ご、ごめんね。わたし、あの時ちょっと追われてて。それで……」

「ああ、判わかってるよ。お前が倒れた後、一いつ緒しよにいた猿さるが、浪ろう人にんに絡からまれて逃にげてるうちに小屋に入ったって言ってな。盗ぬすまれた物はないし、知らないで入ったってのも本当みたいだから、お咎とがめなしにしようってなって。だけどいつの間にか猿がいなくなっちまって。どこの誰かも判らないし、それに神田明神は祭りで大おお忙いそがしだから、お前が気がつくまで預かってくれって神主に頼たのまれてさ。まあ気絶したのは俺のせいだし、それでここに連れてきたんだ」

　みこはやっと納なつ得とくした。彼らはどうやら恩人のようだ。姿を消した煙助の事を思うと寂さみしい気もしたが、元々神田明神までの道案内が約束だったのだから仕方ないだろう。

「あの、ありがとう。助けてくれて。それから、本当にごめんね。痛む？」

　痣が出来た腕を見つめると、二海がくっと口角を上げた。

「男が女に暴力ふるうのはゆるせねぇが、女から受けた傷は男冥みよう利りにつきるね……お、これ、いい台詞せりふじゃねぇか。次の舞ぶ台たいで使おうぜ」

　二海が豪ごう快かいに笑う。みこは思わず首を傾かしげた。

「舞台って……さっきも言ってたけど、みんな役者なの？」

「君、僕達の事知らないの？　江え戸どで僕達の事を知らないのはもぐりだよ。結構有名なんだから。一陸、二海、空三は歌舞伎三人衆だって」

　得意げな一陸の話を聞いたみこは、先程も二海が同じような事を言っていたのを思い出す。

「あ、そういえば、おそば屋でお侍さむらいさん達が話してた。一陸は綺麗で女形おやまをやらせると右に出る者はいないって。それに空三は三枚目の道どう化け役ですごく面白いって。それで二海は……」

　うんうんと聞いていた二海を見つめて、みこは思わず聞いた事をそのまま話した。

「二海はすっごく女ったらしだって！」

　がっくりと肩かたを落とした二海を見て、みこは思わず口に手を当てた。

「ご、ごめん。わたしったら馬鹿正直に本当の事を……」

「本当の事じゃねぇよ。世間の噂うわさだろ！」

「まあまあ、二海さん。それより君は旅たび装しよう束ぞくだけど、江戸の人じゃないの？　どこから来たの？　ああ、そうそうまずは名前を教えてよ」

「わたし、みこ。あの、田舎いなかから知り合いを捜さがしに江戸に来て……」

　二海がひょいっと眉を上げた。何か言いたそうに口を開きかけたが、一度閉じて頭をかく。

「……知り合いって誰だ？　娘一人で田舎から出てくるからには、相当な理由があるんだろ」

「幼なじみを捜しに。あの、そうだ。あんまり長居しちゃ悪いし、もう帰ります。迷めい惑わくついでに、この辺りで今からでも泊とまれる宿を教えて欲しいなぁなんて」

　少しだけ開いた障子から外を見ると、もうすっかり夜が更ふけているようだ。今日はもう休んだ方がいいだろう。色々あってくたびれてしまっていた。一陸が腕うで組ぐみして首を捻ひねる。

「うーん、女の子一人で泊まれる宿ね。そこそこお金を出せば、あるにはあるけど」

「あ、お金なら大だい丈じよう夫ぶ。ここにちゃんともって……」

　懐ふところに手を入れたみこは、ふいに言葉を止めた。慌てて何度も探さぐってみるが、そこにあるはずのお金が入った巾きん着ちやくがない。代わりに触ふれたのは、ぐしゃぐしゃの紙だった。取り出して開いてみると、やっと読みとれるほど乱れた字が書かれていた。それを読んで、それでも信じられなくて、みこは思わず口にした。

「〝他ほかの人からとったらあかんって言われたし、みこのをもらうわ〟って……や、やられたっ。煙助の奴やつーっ！」

　江戸は華はなやかだけど恐おそろしい所、油断するなと散々言われていた言葉がみこの頭をよぎった。
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　夜明け前に目が覚めるのは、いつもの習慣だ。だが、目を開けて辺りを見回すと、いつもの自分の部屋ではなかった。みこは慌てて飛び起きる。

「……えっと。ああ、そうそう。江戸に来てるんだ。それで、財さい布ふを盗まれて」

　昨夜の事を思い出してため息をついた。あの後、結局そのまま芝しば居い小屋に泊めてもらったのだ。みこは布ふ団とんから起きあがって額に手を当てた。

「これからどうしようかなぁ。お金もないし、それに巾着にはお守りも入ってたのに……」

　みこはきょろきょろと辺りを見回して、誰もいない事を確かく認にんする。本当は昨日からずっと我が慢まんしていたのだ。顔を歪ゆがめると、涙なみだがぽろぽろと溢あふれ出す。

「ひぃっ、うっく、竹次ちゃん、春ちゃん。江戸は怖い所だよ。すりはいるし、肉にく食しよく獣じゆうはいっぱいだし。それにお守り盗とられちゃった……。ううぅぅ」

　人前で泣くのは嫌きらいだから、いつもこうして隠かくれて泣くのがくせになっている。ひとしきり泣いて泣いて、そしてみこは手ぬぐいでぐいっと涙を拭ふいた。

「……よしっ、すっきりした。やっぱり泣きたい時は我慢せずに泣かないと。一気に泣いて一気に笑う。それがわたしの信条よ！　次は笑う番。まずは煙助を捜して、お守りを取り戻そう。絶対に竹次ちゃんと春ちゃんに会うんだから！」

　みこは決意を口にした。何でもこうやって口にすると、現実になるような気がするから不思議だ。お金もないし、頼たよる人もいない。ないないづくしだが、根こん性じようだけはあるつもりだ。

「さあ、顔を洗おう。冷たい水で顔を洗って気合いを入れる。それからじっくり考えよう！」

　みこは布団を畳たたんでから障子を開けた。まだ夜が明けきっていなくて、廊ろう下かは薄うす暗ぐらかった。春とはいえ早朝は肌はだ寒ざむい。ぶるっと震ふるえて辺りを見回す。部屋を出て正面は中庭のようで、庭の向こうに塀へいがある。中庭の隅すみに井い戸どを見付け、置いてあった下げ駄たを履はき井戸に近づいた。

　冷たい井戸水を汲くみ上げて顔を洗う。すると身体がしゃきっと引き締しまる気がした。




〝ボンッ〟




　突とつ然ぜん聞こえた音に、手ぬぐいで顔を拭いていたみこはびくりとした。

「な、何！　今の音っ。まるで何かが爆ばく発はつでもしたみたいな……！」

　足早に音がした方に向かう。廊下に上がって曲がり角を折れると、右手に部屋があるようだ。そこからもうもうと黒い煙が上がっている。慌てて覗のぞくと、煙の中から一陸の声が聞こえた。

「んっ、この足音はみこちゃんかな。おはよう、驚おどろかせてごめんね。朝ご飯作ってたんだけど……玉子が爆発しちゃった」

　煙けむりが段々晴れてきて、てへ、と笑う一陸の姿が見え始める。みこは思わず顔を引きつらせた。

「た、玉子がどうやったらあんなに爆発するわけ!?」

　見回すと、どうやら台所のようだ。板の間から一段下がった土間には鉄のかまどが三つ。その右手にみこの身体の半分ほどもある水みず瓶がめと、木で出来た流しがあった。

「もうっ、玉子が飛び散ってるよ。食べ物を粗そ末まつにしたら、ばちがあたるんだから」

　床ゆかに飛び散った玉子（らしき）残ざん骸がいを手近にあった雑ぞう巾きんで拭ぬぐうと、一陸が頭をかいた。

「ごめんね。僕、料理が下手でよく失敗するんだ。でも今日はいい方だよ。この間なんて、台所の水瓶を壊しちゃったから」

　からからと笑う一陸に、みこは再び顔を引きつらせた。

「どうやったら料理してて水瓶が壊せるの!?　なぎなたで思いっきり叩いたって壊れないよ。調味料に火薬でも使ったわけ？」

「火薬が調味料か。いいね、それ。ご飯食べてて口の中が爆発したらみんな驚くよね！」

「……ねぇ、冗じよう談だんだよね。ここって笑っていい場面だよね？」

　一陸の目がきらきらしているのは気のせいだと思いたい。だがみこの呟つぶやきを無視して、一陸がそそくさと台所から出ていこうとする。

「どこに行くの？」

「確か前に芝居で使った花火があったはず……」

「わたしが作るーっ。お願いだから、わたしに作らせて。ご飯作るの得意なの！　すっごいごちそう作るから、お願いだから火薬はやめてーっ」

　思わず半泣きになって一陸の着物の裾すそにすがりつく。振ふり向いた一陸が口をへの字に曲げた。

「なんでさ、火薬入りご飯って面おも白しろいって。それにみこちゃんご飯なんて作れるの？　あんまり料理上手そうにみえないけど」

「どんな料理でも火薬入りよりはマシ！　何でも面白けりゃいいってもんじゃないんだから。はい、外に出てて！」

　みこは不満げな顔の一陸を台所から追い出した。そしてぴたりと戸を閉める。

「絶対に台所に入らないでね。こっそり料理に火薬を入れるのも駄だ目めだからね！」

「すごい、みこちゃん。昨日会ったばかりなのに、よく僕の行動を察知できるね」

　戸の向こうから聞こえた陽気な声に、みこはさあっと青ざめる。

（昨日も思ったけど、ここの人たちって変！　それともわたしが田舎者だからそう思うだけ？　江え戸どの人ってみんなこうなの？）

　心の中で呟いたみこは、一陸によってめちゃめちゃにされた台所を見つめ、ため息をついた。




〝バリーンバリーン！〟〝ガチャンガチャン！〟

『みこちゃん、何か割れてる音がするけど……一応確認するけど料理を作ってるんだよね？』

　戸の向こうから不安げな一陸の声が聞こえ、みこは包丁を持ったまま、うきうきと返事した。

「うん！　かなりいい感じにできてるよ。わたしお料理大好きなんだっ」

〝ゴンゴンゴン！〟〝ガンガンガン！〟

『みこちゃん、大工さんがかなづちで釘くぎを打ってるみたいな音がするけど……もう一度確認するけど、本当に本当に大丈夫？　僕が作るよりもっとやばい事になってない？』

　悲ひ愴そうな色を帯びた一陸の声が聞こえて、みこはがらりと戸を開けた。

「大丈夫だってば。さあ、朝ご飯できたよ。ごちそう作っちゃった」

「……一体あの音で、どんなごちそうを？」

「どうしたの？　顔が真っ青だよ。そういえば、わたしがご飯作る時はいつも、みんなそんな変な顔をするんだよね。なんでだろ？　普ふ通つうに作ってるだけなのに。あ、それよりどこでご飯食べるの。お膳ぜんを運ばなきゃ」

　すっかり夜が明けて、雀すずめがちゅんちゅんと鳴いていた。顔色の悪い一陸と一いつ緒しよに、みこは出来上がった膳を運ぶ。台所を出てすぐの襖ふすまの向こうがどうやら居間のようだ。

　襖を開けると、十畳じようほどの部屋で正座して本を読んでいる空三、そして壁かべに寄りかかって座っている二海がいる。二人は一いつ斉せいにこちらに目を向けた。口を開いたのは二海だ。

「朝飯作ってくれたんだってな。ありがとよ。でもここまで妙みような音が聞こえてたんだが……」

「ご飯作ってる音だって。わたし、動きが大きいからよくうるさいって言われるんだ」

　みこが上座にいる二海と空三に先に膳を置くと、一陸が持ってきた膳を下座に二つ並べてくれた。運ぶ時に埃ほこりが入らないよう茶ちや椀わんや皿にはふたがしてある。一陸が自分の前に置いた膳を見つめ、大きなため息をついて項うな垂だれた。

「……二海さん、僕は反省したよ。面白いからっていつも料理に変な物まぜてごめんね。みこちゃんの料理を作るおかしな音を聞いてたら、食べる物に妙な細工をされるのがどれだけ怖こわいかよく判わかったよ……」

「おおっ、一陸が反省した。それに謝ったのなんて初めて聞いたぞ！　傲ごう岸がん不ふ遜そんでいたずらの域を超こえたいやがらせをする一陸を謝らせるなんて、ある意味すごい、みこの料理！」

「どういう意味！　わたしは妙な細工なんてしてないし。とにかく食べてみてってば」

　勧すすめてみたが、誰だれもふたを取ろうともしない。むっとしていると、二海が大きく息を吸いこんで、やっとふたに手をかけた。

「みこがせっかく作ってくれたんだ。どんなにまずかろうと……いや、少しばかり見かけとか味とかがおかしくても……く、食おうじゃないか。それが江戸っ子だ！」

　決意の言葉とともに、二海が勢いよくふたを開けた。そのまま固まったように動きを止める。

「あれ……何だ、こりゃ！」

　二海の声に、一陸と空三が恐おそる恐る膳を見つめた。目を見開いて息を吞のんだのは一陸だ。

「うわぁ、意外！　まともなご飯だ。しかも料りよう亭ていみたいに綺き麗れいな盛りつけだっ。どうお世辞を言ってもがさつとしか言えないみこちゃんのどこに、こんな繊せん細さいな盛りつけをする才能が！」

「失礼でしょ！　料理得意だって言ったじゃない」

　みこはぷんぷんと怒おこりながら自分の膳のふたを取る。炊たきたてご飯はぴかぴかに光っていて鯖さばの塩焼きは生焼けでも黒こげでもなくてちょうどいい焼き加減。豆とう腐ふと葱ねぎのみそ汁しるからは出汁だしの良い香かおりがする。そして……。

「ねぇ、みこちゃん。これって玉子だよね？　椀わんの中で、汁に入った玉子がこんもり膨ふくらんでるよ。炒いり玉子でもないし、玉子焼きでもないよね？」

　一陸に聞かれてみこはぐっと胸を張り、にんまり笑う。

「ふっふっふっ、驚いたでしょ。これね、玉子ふわふわっていうんだ。だし汁を鍋なべで煮に立たてて、ようくかき混ぜて泡あわ立だてた玉子を汁に落としてふくらむようにするの。火加減が難しいし、ちょっとコツがいるんだけど、わたしの得意料理なんだ～」

　思わず自じ慢まんげに語ってしまう。隣となりに座っていた二海が、おおっと歓かん声せいを上げた。

「料理ができるなんて意外だ。どうしてあんな乱暴な作り方で、こんなに繊細な料理が出来上がるんだ。てっきり黒こげで炭になった料理が出てくるとばかり」

「だから失礼だって言ってるでしょ！　わたしはね、これでも料理を作るのが仕事なの。……田舎いなかであるお屋や敷しきに奉ほう公こうしてて、毎日毎日料理に洗せん濯たくに掃そう除じをやってるんだから」

「へえ、田舎ねぇ。じゃあ、帰ったらまた奉公先で働くのか？」

「うん、あと七日……ううん、もう一日過ぎたから、あと六日したら戻もどらないと。昨日も言ったけど、江戸には人ひと捜さがしに来たの。盗ぬすまれた巾きん着ちやくにはお金だけじゃなくて、その人捜しの手がかりも入ってて。まずは煙助を捜して巾着を取り戻さないと。まったく煙助の奴やつ、見付けたらぎたんぎたんにのしてやる！」

　煙助の真っ赤な顔を思いだして拳こぶしを握にぎりしめる。二海が渋しぶい顔をして、うーんと唸うなった。

「捜すって言ってもなぁ。江戸は広いぞ。あんな小こ猿ざる一匹ぴきみつかるか？」

「二海、お節せつ介かいしようなんて思わないでください。面めん倒どうはごめんだと昨日も言いましたよ。さっさと出ていって頂きましょう」

「そう言うなよ、空三。みこだって財さい布ふ盗まれて困ってるんだぜ」

　腕うで組ぐみして考えこんでいる二海に、一陸が目をきらきらさせて身を乗り出した。

「ねぇねぇ、みこちゃんが江戸にいる間、うちでご飯作ってもらったら？　その代わり泊とめてあげればいいじゃない。二海さん昨日、昼ご飯作ってくれるまかないのおばさんが、娘むすめさんのお産でしばらく休むからどうしようって言ってたじゃないか」

「ああ、そういやそうだった。しょうがねぇから、昼は近くの料亭に弁当を頼たのもうかと思ってたんだ。でもやっぱり温かい飯が食いてぇしなぁ」

「そうだよ。お昼以外でこんなまともなご飯食べるの久しぶりだよ。だってうちは誰一人ちゃんとしたご飯が作れないじゃないか。僕は料理の才能ないし、二海さんはせっかちだから魚なんていつも生焼けだし、空三の料理は見た目は綺麗だけど、味付けがおかしいしさ」

　一陸の言葉に、みこはきらりと目を光らせた。願ってもない話だ。昨日から話を聞いている限り、この芝しば居い小屋では座長である二海が決定権をもっているようだ。みこは、はいはいと片手を上げて、二海に向かって身を乗り出した。

「わたし、ご飯作るの得意も得意、大得意。掃除も洗濯もばっちり！　寝ねるのは台所でも物置でも平気だよ。だからお願い、しばらく置いて下さい！」

　お金もない泊まる所もない今の状じよう況きようでは、竹次たちどころか煙助を捜すのも無理な話だ。二人を捜す為ためならなんだってしよう、そう心に決めていたみこは、必死で頭を下げる。

「お願い、二海。何でもするから。下帯だって洗っちゃうよ」

「いや、下帯はいい。っていうか、若い娘が下帯って言うな」

「そんな恥はずかしがらなくてもいいじゃない。じゃあ、ふんどしって言おうか？」

「よけい恥ずかしい感じになってるじゃねぇか！……とにかく洗濯とかはいいよ。それぐらいは自分達でやるから。飯の支し度たくと掃除さえしてくれれば……」

「二海、話に乗せられてますよ。すっかりこの娘が住みつく前提で話をしているじゃありませんか。私は反対です。男ばかりの家に女性を住まわせる訳にはいきません」

　ぴしゃりと言い放ったのは空三だ。切れ長の赤い目で睨にらみつけられ、みこは内心舌打ちした。

（ううっ、もう少しだったのに……）

「何だよ、空三。いいじゃない。ご飯美味おいしそうだよ」

「一陸、お前は調子が良すぎます。どこの誰かも判らない人を家にいれる訳にはいきません。昨日だって宝物庫に忍しのび込んでいたんです。もし本当に泥どろ棒ぼうだったらどうするんです？」

「わたしは泥棒じゃないってば。それにあそこが宝物庫だなんて、本当に知らなくて……」

「口では何とでも言えます。あなたの言い分は確かにつじつまは合いますが、その話には色々とおかしな所もありますよ。なぜ神田明神で肉食系の化か妖ようが急に本ほん性しようを顕あらわしてあなたを襲おそったのですか？　それもあなたを襲ったのは一人や二人ではないと聞きましたよ。それに、あなたは田舎から出てきたと言いますが、故郷はどこなんですか？　人捜しをしていると言いましたが、一体誰を捜しているんですか？」

　矢や継つぎ早に聞かれて、みこはたじろいだ。何もかもをはっきりさせるまでは容よう赦しやしないと、空三の冷たい切れ長の目が語っていた。何と答えていいか戸と惑まどっていると、二海が肩かたを竦すくめる。

「おいおい、誰にでも一つや二つ言いたくない事はあるだろ。俺達だってそうだ、なぁ空三」

　やはり座長である二海の方が空三より立場が上らしい。空三が渋しぶ々しぶと頷うなずいた。

「……判りました。では根ほり葉ほり聞くのは控ひかえましょう。ですが、他人を家に置くのは反対です。今までだって、やたらに他人をいれたくないから、昼食以外は自分達で食事を作って家事も分担していたんでしょう？」

「でも僕は、たまには美味しいご飯が食べたい。祭りの最終日にある奉ほう納のう芝居の稽けい古こでしばらく忙いそがしいから、家事も料理もまともにできないよ。みこちゃんにやって貰えば助かるよ」

　一陸の言葉に、みこはうんうんと頷きながら、心の中でもっと言えーっと声せい援えんを送る。そんなみこと一陸に目をやった空三が、一つため息をつく。

「彼女に料理を作ってもらう……ですか。確かに見た目はいいようですが、美味しいかどうかは判りませんよ。まだ食べてないんですから。……そうですね。ではこうしましょう。私が食べて美味しいと言えば、彼女を雇やとう事に賛成します。ただし、まずいと言えばそれまでです」

　空三が箸はしをとって焼き魚の身を摘つまむと、一陸が眉まゆ根ねを寄せて口をへの字に曲げた。

「それはずるいよ。空三の味覚はおかしいじゃないか。料理作ったってすごく甘いかしょっぱいかだし。両国にある高級料亭の『亀かめ清せい』の料理にだって、一度もおいしいって言った事ないだろ。亀清の江え戸ど前まえ料理は絶品なのにっ」

　みこはがっくりと項垂れる。料理には自信があるが、さすがに高級料亭には敵かなわない。よく考えてみれば、空三はみこを雇う事に反対している。決して美味しいと言うはずがないのだ。

　空三は一陸を無視しつつ、焼き魚を口に運んだ。一嚙かみ、二嚙みして、ふいに口の動きが止まる。そのまま固まったように、身体からだの動きまでもが止まっていた。視線を前方に向けたまま、やがて唇くちびるがぶるぶると震ふるえだす。

「だ、駄だ目めなの？　やっぱり駄目なの？」

　慌あわてて聞いたが、空三は何の反応もしなかった。ただ、唇の震えは身体にまで広がっている。

　どうも空三の様子がおかしかった。みこはすぐに自分の膳ぜんの魚を食べてみる。だが塩加減もちょうどいいし、何より魚が新しん鮮せんで身も柔やわらかい。焼き加減もばっちりだ。まずいはずはないのに、空三の身体の震えはどんどんひどくなっていく。そして、みこの耳にぴりぴりぴりという音がかすかに聞こえ始めた。二海が慌てて自分の膳を抱かかえて立ち上がる。

「退たい避ひ！　すぐに部屋から出ろっ」

　突とつ然ぜん叫さけんだ二海に戸惑っていると、一陸が自分の膳とみこの膳を抱えた。

「外に出てっ。空三が本性を出すよ！　あのぴりぴりいってるのは皮ひ膚ふがうろこになっていってる時の音なんだ！」

　皮膚がうろこに、とはどういう事だろう。考えたみこは、はっとして顔を引きつらせた。

「うろこって事は、空三はもしかして……」

　魚の化妖なんて存在しない。だからうろこを持つ化妖はごくわずかな種類に限られている。

「そう！　蛇へびだよ。しかも、この部屋一いつ杯ぱいにとぐろをまく緑色の巨きよ大だい蛇！　早く逃にげないと、部屋にいたら押しつぶされちゃう！」

「へ、蛇？　蛇……ひぎゃぁぁぁぁぁ！」

　言葉にならない叫さけびを上げ、すぐさま一陸と一いつ緒しよに部屋を逃げだした。台所とは反対にある障子を開けると、みこが寝ていた部屋だった。最後に脱だつ出しゆつした二海がぴしゃりと障子を閉める。そっと振ふり向くと、障子に巨大な影かげが映っていた。うねりうねりと鎌かま首くびをもたげている影を見て、みこは背筋をぞっとさせた。

「へ、蛇とか、は虫類系の化妖って、すごく珍めずらしいって聞いてたんだけどっ。北の方にしかいないって聞いてたんだけどっ」

　裏返った声で叫ぶと、一陸がひくひくと頰ほおを引きつらせた。

「うん、江戸でもなかなか見ないね。でも空三は毒とか持ってないから大だい丈じよう夫ぶ。……ただ、でかいだけだから！　もしかしたら僕らも丸まる吞のみにしちゃうくらいでかいだけだから！」

　は虫類系からはまれに毒を持つ化妖が生まれる事があるという。その血がすべて毒だという化妖は、は虫類の親と似ても似つかない恐おそろしい姿で生まれると言われていた。どうやら空三は違ちがうらしいが、みこを丸吞みしてしまうぐらいの巨大な蛇とは想像しただけで震えが走る。

　二海が障子を背にして座り込み、目の前に置いた膳をじっと見つめた。

「……今、明らかに飯を食ったらおかしくなったな。急に本性を見せるなんて、よほど興奮したか驚おどろいたかだ。理性が飛ばないとああはならねぇ。本性を人前でさらしたら、感情を抑よく制せいできない未熟もんだって言われちまう。空三は俺達の中では一番理性が強いのに」

　障子のむこうからは、シャァァァという鳴き声がする。蛇が細い舌を伸のばしている姿が容易に想像できた。二海にちらりと視線を向けられて、みこは慌てて首を振る。

「そんなはずない。台所にあった材料で作ったんだよ。わたしも食べたけど、何ともないし」

「そうだよ。ご飯食べたくらいで本性出す訳ないでしょ。僕が食べてみるよ」

　持ち出した膳の前に座り込み、一陸が玉子ふわふわを盛りつけた椀わんを手に取った。

「これ気になってたんだよねぇ。どれどれ……」

　玉子を崩くずして口に含ふくんだ一陸が、ぴんっと身体を硬こう直ちよくさせた。頭から現れたのは尖とがった耳だ。

「……ふわふわ、玉子ふわふわ。この出汁だしの香かおり、玉子の甘み……フニャァァァァ！」

　叫んだ途と端たん、一陸の身体が急に縮んだ。着物の中から現れたのは、くるくるの栗くり色いろの毛並みを持つ青い目の猫ねこだ。尻しつ尾ぽを逆立て、膳の中に顔を突つっ込んで一心不乱に食べている。

「……確実に飯が原因だな。マタタビでも入れたのか？　だが、蛇の空三までおかしくなるのは合が点てんがいかねぇな」

　二海の呟つぶやきを聞いて、みこはふいにある事に気づいた。彼らはどうやら肉にく食しよく獣じゆうのようだ。実はそれには昨日から気づいていた。神田明神で二海に初めて会った時も、彼の圧あつ倒とう的な獣気を感じて気絶してしまった。あんなに強い獣気を放つのは肉食獣だけだ。それに肉食獣は本性を隠かくすのがうまい。どこにも獣の特とく徴ちようが出ていない彼らは、草食獣だとは考えにくかった。

　特とく殊しゆな体質のせいで、みこの血は肉食獣にとって甘く感じられるという。もしかしたら、自分の手で作った料理も、彼らに何かしらの影えい響きようを与あたえるのかもしれない。

「やっぱりここで働くのは無理かも……」

　さすがにこの状況はまずいだろう。数日だけなら血を流さずに何とかやりすごせないだろうかと考えていたが、食事を作るたびにこれでは……。

　そこへがらりと障子が開いた。びくっとして振り向くと、眼鏡を片手で握にぎりしめ、髪かみを振り乱した空三が息を荒あららげて立っている。一度本性になってしまったせいか、着物も乱れていた。さすがにみこも蛇は苦手だ。びくびくしていると、空三がみこの手をさっと取った。

「私、料理を美味しいと思ったのは生まれて初めてです！　感動しました」

　目に涙なみだをにじませ、空三が初めてみこに笑いかけた。そうすると冷たい印象がどこかに飛んでいく。眼鏡を外した空三はやはり顔立ちが整っていて、見み惚とれるほどいい男だった。

「私のような蛇の一族は、煮に炊たきした食事を好みません。食べ物は生に限ります。ですが、あなたの作った料理は素す晴ばらしいと感じました。今までは一陸が亀清の江戸前料理が美味しいだの、『扇おうぎ屋や』の玉子焼きは舌がとろけそうだの、『八や百お善ぜん』の会かい席せき料理は見た目も味も最高だのと、わざわざ味の判わからない私の前で自じ慢まんげに話すのを聞いて、少しだけ羨うらやましく、あ、いや、悔くやしく、いやいや、ねたましく思っていましたが」

「おい、空三。混乱してるぞ。言い直してるが、それ全部似たような意味だ」

　二海がつっこんだが、空三は完全に無視だ。みこの手を握ったまま、ぐいっと顔を近づける。

「みこ殿どの……いえ、師し匠しようと呼ばせてください。私にぜひ料理の手ほどきを！」

「ちょ、ちょっと顔が近すぎ！　鼻がぶつかってるってばっ」

　綺き麗れいな顔はうっとりする程ほどだが、表情一つ変えないで目の前まで寄られると、正直怖こわかった。

「あ、あのね、空三。わたしやっぱりここで働くのはちょっと無理かなぁなんて……」

　落ち着かせようとなるべく静かな声を出したが、間近にいる空三からぶわっと獣気が放たれた。空三の獣気はまるで、吹雪ふぶきが吹ふき荒あれる冬山で味わうような強きよう烈れつな冷気に似ていた。

「さ、寒いっ、寒いよぅ！　凍こごえるーっ」

「ああ、失礼。ひどい幻聴が聞こえて動揺してしまいました。私に料理の味を教えたくせに、ここで働くのは無理だと言う師匠の声がして。まさか師匠がそんな事言うはずないのに」

　やっと顔を離はなしてくれたが、微笑ほほえんだ空三からは有う無むを言わさない獣気が溢あふれていた。

「師匠、あなたほどの料理の達人に泊とまって頂くにはふさわしくないあばら屋ですが、いくらでも御ご滞たい在ざい下さい。そして私にその至高の料理の秘密をお教え下さい！」

「さっきと言ってる事、真逆なんですけどっ」

「江戸っ子は今を生きるのが信条。さっきはさっき。今は今」

　しれっと答えた空三に、みこは顔を引きつらせる。

「……わたし間ま違ちがってた。この芝しば居い小屋の中であなたが一番まともそうだと思ったけど、あなたが一番ずれてる！　恰かつ好こうはまともなのに、あなたが一番変よ！」

「変で結構です。変だと言われるのは私にとって一番の誉ほめ言葉です。私は道どう化け役の三枚目役者。〝変〟とは〝おかしい〟ということ。そのおかしい部分にお客は笑ってくださる」
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　綺麗な顔をしている空三が道化役だなんて信じられなかったが、今の話は納なつ得とくがいく。確かに空三は〝変〟で〝おかしい〟。どこがどうおかしいとつっこむ気にもならないおかしさだ。

「ああ、こりゃ確かにうまいな」

　声が聞こえてそちらを向くと、二海がぶるっと震えながらみそ汁しるを飲んでいた。

「大丈夫なの？　二海」

「ああ、何とかな。だけどこれはまじでうまい。こいつらうますぎて、うっかり理性が飛んだんだな。特に一陸、お前本ほん性しよう丸出しじゃねぇか。もっと精神力鍛きたえろ」

　これだけ騒さわがしいのに、一陸は猫の姿のまま、膳に顔を突っ込んで食べ続けていた。二海の言葉も完全に無視だ。

「あの、二海も肉食獣……だよね？」

　本性を尋たずねるのは野や暮ぼだと聞いていたが、二海は特に気にした様子もなく肩かたを竦すくめた。

「俺は犬だよ。お前は？」

　よく見ると、笑えんだ口元からわずかに尖った犬歯が出ている。二海の隣となりに座ったみこは、両手を広げて上下にぱたぱたと動かした。

「わたしは優ゆう雅がで華か麗れいな羽を持つ鶴つる」

「いや、優雅で華麗はいらねぇだろっ」

　間かん髪はつ容いれず言い返された時、ようやく料理を食べ終えた一陸がこちらにやってきた。甘えるようにごろごろと喉のどをならすので撫なでてやると、みこの膝ひざにぴょこんと飛び乗る。

「美味おいしかったよぅ、美味しかったよぅ。フニャァァ」

　小さな口からは、細い牙きばが見え隠れしている。どんなに可か愛わいくても肉食獣だ。一いつ瞬しゆん手が止まりかけたが、それでもみこは一陸の頭を撫でた。ふわふわの栗色の毛並みが気持ちいい。膝の上でひっくり返った一陸の腹を撫でてやると、宙をかくように手足を動かしている。

「うわぉ！　肉球がぷよぷよ～。ちょっとざらざらしてて弾だん力りよくがあって、殺人的に気持ちいい！　何でこんなに幸せな気持ちになれるぷよ～。ぷよぷよぷよ。至福の時間だぷよ～」

「どんだけぷよぷよ言う気だよ」

「だって肉食獣に触さわったの初めてなんだもん。あ、そういえば二海は犬なんだよね。肉球あるんだよね。触らせて！」

「嫌いやだ。お前の前では絶対本性ださねぇ」

　みこが口を尖らせると、嫌がる訳でもなくされるがままになっていた一陸が声を上げた。

「ねぇ、二海さん。みこちゃんに毎日ご飯作ってもらおうよぅ。空三も賛成してるし。っていうか、みこちゃんがいなくなったら暴れ出しそうな勢いだし。それにみこちゃんはお金もなくて困ってるんだよ。見捨てるなんて江え戸どっ子じゃないよ！」

　みこにしがみつくように抱だきついて頼たのむ一陸に、二海が一つ息をついた。

「しょうがねぇ、一文無しで追い出すのも気が引けらぁ。しばらくうちに置いてやるよ。だが、一陸、空三！　お前達はもっと精神力を鍛えろ。飯のたんびにこんな騒ぎはごめんだぜ」

　膳ぜんの料理を綺麗に片づけた二海が立ち上がる。見ると、みんなの膳もご飯はん粒つぶ一つ残っていなかった。好評だったのは何よりだ。

「あ、ありがとう！　じゃあ次のご飯はもっと美味しい物を作るね。今度は絶対に二海に本性を出させるんだから。ああ、犬の肉球ってどんなんだろ。右に一陸の肉球と左に二海の肉球！　それを両手で触ったら、きっと極ごく楽らくにいった気分になれるよ！　きゃぅぅぅ！」

「妙みような奇き声せいを上げて飛び跳はねるなっ。お前の料理ごときで俺が本性だすもんか。もし万が一、お前の料理を食って俺が理性をなくして本性出したら、肉球でも何でも触らせてやらぁ」

「ようし、勝負ね！　わたし勝負大好き。絶対に負けないからっ」

　二海とみこの様子を見ていた猫の一陸が、前足で顔を撫でながらぼそりと呟いた。

「二人ともちょっと似てるよね。どっちも単純でからかいがいがありそう。ふふっ」

　一陸がこっそりと笑う姿に気づいた者は、誰だれもいなかった。
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「神田明神の祭りが終わるまでは、芝居はお休みです～。あいすいません」

　芝居小屋の前には黒山の人だかり。みこは少し離れた所から、その光景を呆ぼう然ぜんとして見ていた。芝居小屋の正面に立って声を上げたのは、振ふり袖そでを着た美女だ。白い着物には桜の花びらがちりばめられたような柄がらがほどこしてあり、帯は黄こ金がね色いろに輝かがやいている。結ゆった髪には、べっこうや銀のかんざしがいくつもさしてあった。白い細ほそ面おもてに、赤い紅を塗ぬった唇くちびる。それにきりっとした眉まゆは、みこがこれまで見たどんな女性よりも美しい。

「あんなに綺麗で……あんなに色っぽいのに……。あれが一陸だなんて信じられないーっ」

　みこは頭を抱かかえて悲鳴混じりの声を上げた。どこからどう見ても麗うるわしい美女の一陸。ただ一つ惜おしいのは、その声が女性よりはやや低い事だ。

　朝食の片づけを終えた後、みこは木挽町を案内してくれるという一陸と一いつ緒しよに外に出た。母おも家やの塀へいをぐるりと回り込んだ先に芝居小屋の正面が見えたのだが、そこには朝だというのに、びっくりする程の人が集まっていた。一陸はちょっと待っててと言い置いてすぐに母屋に戻もどり、あっという間にこの美女となって現れたのだ。

「一陸可愛すぎ。男が百人いたらみんなわたしより一陸を選ぶよね。それって悔しい～」

　艶あでやかに微笑む一陸を見て、歯がみしてしまう。男の一陸相手に完敗した気分になっている自分が許せなかった。一陸がみこには絶対にできない優雅な物もの腰ごしで、客達に頭を下げる。

「神田明神で奉ほう納のう芝居をするのは、江戸の歌か舞ぶ伎き役者にとってはまことに名めい誉よな事。初日の舞ぶ台たいが終わって、今は最終日にやる演目を稽けい古こしております。申し訳ありませんが……」

「奉納芝居は荒あら事ごとの演目でしょ。二海さんは和事を演じるのが一番素す敵てきよ。色っぽいし恰かつ好こいいし本当に二枚目役者よね。お金ならいくらでも払はらうから和事の芝居を見せて！」

　よく見ると、集まっているのはほとんど女性だった。そして叫さけんでいるのも女性ばかりだ。

「ええ～、みんなそんなにあたしと二海さんが愛を囁ささやき合う所がみたいの？」

　身体からだをくねらせた一陸に、盛大な歓かん声せいが上がった。

「よっ、木こ挽びき屋や！」

　屋号を叫ぶ客に手を振った一陸が、にっこり笑う。それでもまだ客は帰ろうとしない。そこへ芝居小屋から二海が顔を見せた。

「せっかく来てくれたのに悪いな。今日は芝居はなしだ。稽古するから帰ってくんな。祭りが終わったら、また芝居小屋の幕を開けるからさ」

　鶴の一声とはまさにこのことかもしれない。集まった客達はぶつぶつ言いながらも、ちりぢりに去っていく。それでも残った女性客達が二海の周りに集まった。

「二海さん。一緒に花見に行く約束はどうなったの？」

「あら、それはあたしとの約束よ」

「違ちがうわ、私よ！」

「まあまあ、みんなで行きゃいいじゃねぇか。祭りが終わってからな。それまで稽古に専念するから、しばらく大人しくしててくれよ。……な、頼む」

　口角をくっと上げた笑みは、彫ほりの深い顔とあいまって、男の色気に満ちていた。そういう事に興味のないみこから見ても、どきりとする程ほどだ。

「無む駄だに色気を振りまくねぇ。でも二海さんは和事の二枚目役者の中じゃ江戸一番だし、当たり前か」

　ぼそりと呟つぶやいたのは、いつの間にか隣に来た一陸だ。みこは思わず首を傾かしげた。

「和事って何？　ああ、そういえば、さっきもお客さんが言ってたね。荒事とか、和事とか」

「和事っていうのは、ようするに恋れん愛あい物とかの色気のある演目だよ。女客には人気があるね。荒事は……そうだなぁ。すっごく悪い敵がいて、それを恰好いい勇者が退治して江戸の町を守るって、そういう荒っぽくて痛快なやつ。ほら、僕はこんなに綺き麗れいでしょ？　だからうちは和事の演目が多いんだ。相手役の二枚目が二海さん。それで恋こい敵がたきとか、恋の邪じや魔まをする道どう化け役が空三。それがうちの芝しば居いの基本になってるんだよ」

　自分の事を綺麗だと言ってはばからない一陸だが、その振り袖姿をみれば頷うなずくしかなかった。

「すごいね。わたし、歌舞伎どころかお芝居も見た事ないよ。そういえば、こんなに大きな芝居小屋なのに、役者は三人だけ？」

「基本は三人だよ。早変わりっていって、衣い装しようとか一瞬で着き替がえて一人何役もこなすんだ。それが歌舞伎の見所の一つ。だから木挽屋の役者は僕達だけ。人数が必要な演目をやる時は、二海さんがよその芝居小屋に頼んで役者さん連れて来たりもするけどね。でも二海さんが台本書くからさ。できるだけ僕達だけでできるように演出してくれるんだ。……そうだ、みこちゃん。もし興味があるなら、先に芝居小屋を案内してあげようか？」

「え、本当に？　やったぁ！　わたし芝居小屋に入ってみたいって思ってたんだ」

　改めて芝居小屋を正面から見つめた。みこが江戸に来て見た建物の中でも一、二を争う程大きい。屋根にはいくつもの提ちよう灯ちんが下げられ、二階部分には姿絵が並んでいた。屋根まである大きなのぼりが何本も立てられ、それぞれに一陸と二海と空三の名前が書かれている。入り口ののれんにはでかでかと大入りの文字が入っていた。

「あの屋根にぶらさがっている的は何？　矢が刺ささってるけど」

　みこが指さしたのは、屋根の中央にある櫓やぐらから紐ひもでぶら下げてある丸い的だ。ど真ん中を射い抜ぬいているのは真っ白な羽根つきの矢だった。

「あれは縁えん起ぎ担かつぎだよ。〝大当たり〟しますようにって」

「おおっ、なるほど！」

　みこは思わず感心した。色とりどりの姿絵に、大きなのぼりにたくさんの提灯。まるでここは祭りの会場のように華はなやかだ。見ているだけでも、うきうきとしてくる。

　一陸に続いて大入りの字が入ったのれんを潜くぐり、いよいよ芝居小屋に足を踏ふみ入れる。草ぞう履りを脱ぬいで綺麗に磨みがかれた廊ろう下かを行くと、見た事もないほど広い土間が現れた。土間にはござが敷しかれ、金塗りの枠わくで細かく仕切られている。天てん井じようは高くて、二海たちの名前が入った色とりどりの提灯がいくつもぶら下がっていた。奥の一段高い板の間が舞台だろう。舞台の上では、笛や鼓つづみを持った男たちが音を合わせているようだった。

「うわぁ、広いなぁ。かけっこできそう！」

　声が広い土間に響ひびいた。みこは初めて見る芝居小屋に興奮しすぎてはしゃいでしまう。

「ねえねえねえ、この土間にお客さんが座って芝居を見るんだよね？」

「そう、普ふ通つうの人達は、この土間を仕切った桝ます席せきに座って見るんだ。一つの桝席に七人だから、結構ぎゅうぎゅう。それで、ちょっとお金を持っている人とかは高土間で芝居を見るんだ」

　一陸が指さしたのは、桝席をぐるりと囲むように造られた壁かべ際ぎわの席だった。桝ます席せきよりも一段高い位置にあり、やはり金枠で仕切られている。

「それで、その高土間の上の階の席は、桟敷さじき席せき。お武家さんとか、お忍しのびで来た大名の奥方とかお姫ひめ様なんかが座る。大入り満員の時は、全部で千人ぐらいのお客さんが入るんだ」

　桟敷席は高戸間の上、舞台を見下ろせる一番高い場所にあった。あそこなら、きっと舞台の何もかもが見み渡わたせてさぞ気持ちいいだろう。みこはこの芝居小屋がお客さんで満員になる様子を想像して、わくわくした。

「ねえ、あの舞台からのびている道は何？」

　舞台の左手から桝席の間を貫つらぬくように、まっすぐに道が造られていた。みこがそれを指さすと、一陸が苦く笑しようする。

「本当に何も知らないんだね。舞台の下手……えっと、左手にあるまっすぐのびた道は、花道っていうんだよ。役者はあの花道を進んで、お客さんに近い所で見み得えを切ったりする。お客さんは大喜びで盛り上がるよ」

　みこは目をきらきらさせながら一陸の説明を聞いていた。一通り芝居小屋の説明を終えた一陸が、一冊の台本をみこに渡わたす。

「これ、今度の奉納芝居の台本。お芝居とか見たことないなら、まずはこれを読んでみてよ。それから奉納芝居を見た方が判わかりやすいと思う」

　紐でとじただけの簡易な台本だったが、みこはそれをしっかりと胸に抱だいた。一陸達の芝居を見てみたいと思った。江え戸どにはみこが知らない事がたくさんある。

「うん、奉納芝居って、五日後だよね。それだったら見られると……」

「おい、一陸、いつまで遊んでる！　さっさと着替えろ」

　みこの声に被かぶさるように、二海の怒ど鳴なり声が聞こえた。そちらに顔を向けて、思わず首を傾げる。相変わらず派手な登り竜りゆうの着物を羽織った二海の右みぎ腕うでに、女性がしがみついていた。

「あの女の人も舞台を手伝う人？」

　不思議に思って聞いたのは、笛や鼓を持っている人達も、舞台に使うのであろう板に色を塗ぬっている人達も、みんな男だったからだ。歌舞伎が男だけでやる芝居だという事くらいは知っている。男ばかりの中に、紫むらさき色いろの振ふり袖そでを着た女性の姿があるのは不自然な気がした。

「あれは口入れ屋の娘むすめさんで、お琴ことさん。二海さんのひいき客。でもおかしいなぁ。二海さんが稽古場にお客さんを入れるなんて。いつもならどんなに頼たのまれても稽古は見せないのに」

　口入れ屋は確か、仕事を求めてくる人に仕事場を紹しよう介かいする商売だ。その口入れ屋の娘だというお琴は、みこより少し年上のようだった。つり上がった目が印象的な美女で、結ゆった髪かみには銀色の鎖くさりがぶら下がったびらびらかんざしがさしてある。大おお柄がらな二海の腕にしがみつくようにして、お琴がこちらにやってくる。そしてみこを上から下までじろじろと見つめた。

「なによ、この野や暮ぼったい女！」

「や、野暮ったいって何よ！　派手な着物とかんざしできらきら着き飾かざってるのが粋いきだっていうなら、わたしだってそれなりの恰かつ好こうをすればできるしっ」

　思わず言い返すと、お琴がぎらっと目をつり上げ、再び口を開きかけた。

「お琴、やめとけ。ガキの言う事に一々反応するんじゃねぇよ。こいつは親しん戚せきの子だ」

　二海に微笑ほほえまれて、お琴は気を取り直したようだ。色っぽい流し目を送る。

「だったらいいけど。二海、浮うわ気きしたら許さないよ。あたし、あんたに本気なんだから」

「判ってるって。それより、頼みがあるからちょっと向こうで話そうぜ。二人だけで」

　優やさしく笑いかけられて、お琴がとろけそうな表情になった。

「何でも言っておくれよ。二海の頼みだったら、親だって売り飛ばすよ！」

　お琴を連れ、二海が舞ぶ台たいの左手にある開き戸に向かって歩き出す。一陸が慌あわてて声をかけた。

「ちょっと二海さん、稽けい古こは？」

「先に始めててくれ。ああ、それとみこ。約束通り昼飯作ってもらうぞ」

　お琴に野暮ったいと言われてむっとしていたみこは、渋しぶ々しぶと頷いた。言いたい事はまだまだあったが、一応世話になっているのだ。お琴が客なら、ここは堪こらえなければ。

「判ってる。二海が本ほん性しよう出すくらい、すっごいごちそう作ってやるんだから！」

　それでも怒いかりが収まらなくてぶっきらぼうに答えると、二海がにんまりと笑う。

「じゃあ頼むな。せいぜい頑がん張ばれよ。四十人分の食事作り」

「ええっ？　四十人!?　でも、お芝居は三人でやるんじゃ……」

「今度の奉ほう納のう芝居はさすがに三人じゃ無理だから、よそから役者を借りてくるんだ。それに笛や鼓の囃はや子し方かたに、大道具小道具。通いでくる奴やつらは山ほどいるさ。昼飯はそいつらの分もいるんだ。人数が多いからって手を抜くなよ。俺が本性出すくらいのうまい飯をよろしくな！」

　わっはっはっと笑いながら、二海はお琴と開き戸の向こうに消えてしまった。

「変なの。二海さん稽古の鬼おになのに。稽古ほったらかしで、お琴さんといちゃいちゃする気かな？　お琴さん、肉食系の女性だから押しが強くて苦手だって言ってたのに」

　一陸の呟つぶやきも、みこの耳には入っていなかった。四十人分の食事なんて作った事がない。今から用意しても、出来上がる頃ころにはきっと昼を過ぎてしまう。それから片づけをしてまた夕飯作り。合間に母おも屋やの掃そう除じもしなければ。みこは頭を抱かかえて、思わず叫さけんでいた。

「いつ？　いつ煙助を捜さがすのよ！　二海の馬ば鹿かーっ」
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　四十人分の食事作りは、やはり思っていたよりずっと大変だった。おにぎりを作るだけでも一苦労だ。食事を作り終え、今度は後片づけと母屋の掃除、そして夕食の支し度たくを終えた時にはもう日が暮れかけていた。みこは開け放していた勝手口の向こうに見える夕日が恨うらめしくて、じとっと見つめてしまう。そこへふいに耳元で囁ささやき声がした。

「師し匠しよう、昼食も美味おいしかったです。私はもう少しで本性を出して、部屋ごとみんなを丸まる吞のみにする所でした。さあ、夕食は何になさいますか？　やっと稽古も終わったので、私はここで師匠の食事作りを見学させて頂きます」

　いつのまにか、空三が背中にぴったりと寄り添そうように立ち、みこの手元を覗のぞき込んでいた。

「うわっ、気配殺してそばに来ないでよ！　それに何度も言うけど、顔が近すぎるっ。息がかかるぐらい近くで見なくてもいいでしょ！　大体、もう夕飯の支度は終わったの」

　後は膳ぜんに盛りつけるだけの料理を見て、空三が目を見開いて、更さらにぐいっと顔を近づけた。

「ひどいです。私はあなたの一番弟で子し。その私を待たずに食事作りを終えてしまうとは……」

「だから顔が近いんだってば！　どうしていつもそうなの？」

「ああ、すいません。芝しば居いの稽古をしていたので眼鏡を外したままでした。私は本性が蛇へびなもので、あまり目が発達していなくて。裸ら眼がんだと顔を近づけないとよく見えないのです。お気になさらぬよう」

「気になるに決まってるでしょーっ。もう食事作りは終わったんだから、そこの板の間に座ってなさい！　師匠の命令っ」

　びしっと板の間を指さすと、空三が渋々とそこに正座して、懐ふところから出した丸眼鏡をかけた。

「明日は必ず食事作りを見せて頂きます。師匠の食事作りには何か秘密があるはず。そうでなければ、本性を出すほど美味しいなどと私達が感じるはずがありません。ですが一つおかしな事がありました。昼食を一いつ緒しよに食べた大道具の者達は、美味しいが本性を出すほどではないと言うのです。師匠の料理は謎なぞです。一体どんな秘密が？」

「……体質のせいだよ。だってこの芝居小屋で空三達だけが肉にく食しよく獣じゆうなんだもん」

　ぼそりと呟くと、空三ががばっと身を乗り出した。

「何か仰おつしやいましたか！　もしや料理の秘密では？　まさか代々受け継つがれている一子相伝的な物でもあるのですか？」

「ないない。そんなたいそうな物はない。はい、盛りつけ終わり！」

　膳を空三に渡して、みこは再び勝手口の外を見つめた。

「ああっ、もう日が落ちかけてる。一日が終わっちゃったじゃないよぅ。大事な一日なのに、料理作って掃除して終わっちゃった……。ううん。今からでも遅おそくない。町に出てみよう！」

　身支度していると、二海が開き戸のかまちに頭をぶつけそうになりながら台所に入ってくる。

「ど、どうしたの、二海。夕飯はわたしを入れて四人分でいいんでしょ？　まさか……」

「ちげえよ。もう今日はみんな帰った。ちょっと来い」

　二海に促うながされて居間に入ると、空三がみこの作った料理の膳を並べている所だった。その隣となりでむっとした表情で座っていたのは、今朝会ったお琴だ。

「お琴は口入れ屋の娘だ。仕事を紹介するのが仕事だから、店には結構な人が集まる。ちょっと気が荒あらくて危ない連中もな」

　二海の話が見えなくて、みこは首を傾かしげる。お琴がこちらを見て、更に憮ぶ然ぜんとした表情になった。それでも二海が何か耳元で囁くと、ようやく表情を緩ゆるめて口を開く。

「……小こ猿ざるの化か妖ようを、浅草で見たっていう奴やつがいたよ。ずいぶん羽は振ぶりがよかったらしいよ」

「えっ！　小猿？　そ、その小猿って、もしかして、上方なまりじゃなかった？」

「ああ、確かそうだって聞いたよ。やたら調子がよくて、人の姿にも化けられないくせに、いつか絶対に侍さむらいになってやるんだってうそぶいてたってさ」

　その言葉でみこは確信を持つ。煙助の真っ赤な顔が頭に浮うかんだ。

「煙助ぇぇ！　あいつ～、羽振りがよかったって、それってわたしのお金じゃない！　絶対許さないんだから。えっと……浅草、浅草ってどっちかな」

　頭に江戸の地理を浮かべてあたふたしていると、二海がみこの肩かたをさっと摑つかんだ。

「もう時間がおせぇよ。お琴の所の若い衆しゆに上方なまりの小猿を見付けたら、連れてきてくれって言ってあるから、大人しく待ってろよ。お前右も左も判らない田舎いなか者だろ」

「えっ、でも……」

「一人で浅草に行く自信はあるのか？　お前、今日足らない料理の材料買いに目と鼻の先にある魚屋に行っただけで迷っただろ。半泣きでぐるぐる木こ挽びき町ちようを彷徨さまよってた所を金物屋のおばちゃんに助けてもらって、芝居小屋まで手を引いて連れてきてもらっただろ」

「ひぃぃぃっ。何で知ってるの!?　二海にだけは弱みを知られたくなかったのにぃぃ」

「何で俺だけなんだよ！」

　顔をひくつかせた二海を、みこはびしっと指さした。

「わたしの料理で二海の本性を出させるって勝負をしてるから。敵に弱みは見せない。これ、常識。お昼ご飯では負けたけど、今度こそ勝ってみせる！　覚かく悟ごしてね」

「だからお前の料理ごときで俺が本性出す訳ないだろ！　お前になんか負けるかっ」

「……二海、また話に乗せられてます。本題からずれすぎです」

　止めたのは冷静な声こわ色いろの空三だった。はっとした二海が、こほんと咳せき払ばらいする。

「まったく、どうもお前と話すと調子が狂くるう。とにかく大人しく待ってろ。お前みたいなガキでも女一人で夜の町を歩くのは危険だからな」

「ちょいと二海。ずいぶんその子の心配をするのね」

　仏ぶつ頂ちよう面づらのお琴に、二海はみこが見た事もないような色気たっぷりの笑えみを向ける。

「今朝言ったろ。こいつは親しん戚せきの子だよ。ここに来る前に財さい布ふを盗ぬすまれちまってよ。それでお前に協力してもらってるんだ。お前が気にする事ねぇよ。さ、もう帰りな。送っていってやる。お前みたいないい女は昼でも夜でも一人歩きは危険だ」

　その言葉でお琴の顔が一気に赤みを帯びた。満面の笑みでうんうんと頷うなずく。

「判わかったよ。あ、そうそう。二海、小猿の情報もってきたら、二人っきりで舟ふな遊あそびしてくれるって、今朝約束しただろ。ちゃんと守っておくれよ」

「判ってるって。祭りが終わったらな。さ、行くぞ」

　二海がお琴と腕うでを組んで部屋を出ていく。それを見送った空三がふっと笑みを浮かべた。

「師匠、二海は結構いい人でしょう？」

「……うん、そうだね。口では色々言ってても心配してくれてるんだよね」

　今朝、芝居小屋で一陸が不思議がっていた。いつも稽古の鬼なのに、お琴に頼たのみがあると言って出ていった二海を。あの時きっと、煙助を捜すよう頼んでくれたのだ。大事な稽古の時間を割さいて、二海はみこの事を気にかけてくれた。みこはゆっくりと笑みを浮かべる。

　江え戸どっ子は人情に厚いと聞いていたが、噓うそではなかったのだと。
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　百ひやく獣じゆう国こくを支配する将軍、徳とく川がわ家いえ密みつ。将軍となるにはまだ若い、傍ぼう若じやく無ぶ人じん、独裁者、それが自分が仕える三代将軍の噂うわさだった。江戸城の広大な庭に面した廊ろう下かを足早に歩きながら、老中松まつ平だいら信のぶ津つ名なは、先を行く青年に向かって声をかける。

「上様、あの、お願いですから、袴はかまを穿はいて頂けませんか？」

　声につい悲ひ愴そうな色が混じってしまった。なぜならどんなに頼んだとて、無む駄だだと判っているからだ。記き憶おくにある限り、一度でもこの年下の主人が言う事を聞いてくれた例ためしがない。

「動きにくいだろう。面めん倒どうだ」

　案の定断られ、信津名はがっくりと項うな垂だれる。自分のように、肩が張りだした肩かた衣ぎぬとずるずる引きずる長なが袴ばかまを着ろとまでは言わない。だがせめて、将軍に相応ふさわしい恰かつ好こうをしてほしかった。銀色の光こう沢たくのある着物は家密にとてもよく似合っているが、今日は特別な日なのだ。

「いや、ですがあの、今から炎華姫ひめとのご挨あい拶さつがございます。炎華姫は江戸の守り神である炎守様の跡あと継つぎ。いずれは神しん獣じゆう鳳ほう凰おうと同化されるお方。失礼があってはなりません」

　家密がぴたりと足を止めた。信津名はすぐさま首を竦すくませる。叱しつ責せきされるのはいつもの事。そう、怒ど鳴なられる前に首を竦ませてしまうのが条件反射になっているくらいに。

「……そうだな、袴を穿いた方がいいだろうか。この姿では失礼か？」

「ええっ、上様、どうなさいました？　私の言う事を聞いて下さるなんて！　もしや熱でもあるのですか？　悪い流行はやり病やまいにでも冒おかされたのですか？　それともまさか、上様の偽にせ者ものでは！」

　思わず家密をまじまじと見つめた。戦国の時代、獅し子しの一族豊とよ臣とみ家を滅ほろぼし、化妖達の頂点に立ったのが徳川家だ。狼おおかみの一族である徳川家は、最も強い者を主君にすると定めている。

　その掟おきて通り、三代将軍家密は最強だと言われていた。彼の強さは容姿からも窺うかがえる。獣じゆう気きが強い者ほどより美しい人の姿を持つと言われているが、家密はまさしくそれを体現していた。

　長い銀ぎん髪ぱつは結ばずに垂らしたまま。肉食獣に多い金色の瞳ひとみをしているが、その輝かがやきは江戸城にあまたいる侍達の中でも最も美しい。細ほそ面おもてに切れ長の眼まな差ざしで、薄うすめの唇くちびるは描えがいたように口角が上がっている。それらが寸分の狂いもなく絶ぜつ妙みように組み合わさった顔は一つの芸術のようだ。

　まとっている光沢のある白銀の着物と同じように、家密の顔や姿までもが輝いていた。

「いや、ですが相変わらず麗うるわしい顔をなさってますね。男の私でもうっとりしてしまいます。いくら偽者でも、そのお美しい姿を真似まねるのは到とう底てい無理な話。ではやはり、ご病気ですかっ」

　慌あわてて駆かけ寄ると、家密が描いたように整った眉まゆをぴくりと動かした。

「病気などではない。お前があまりうるさいから、着き替がえてやろうかと思っただけだ」

　家密がくっと口角を上げ、見事に手入れされた庭園に植えられた桜の大木に目を移す。

「春の陽気は心ここ地ちいい。桜ももうすぐ咲さくだろう。私はこの季節が一番好きだ。……信津名、今日の私は機き嫌げんがいい。頼み事をするなら今だぞ」

　家密が桜のつぼみを眺ながめて、ゆっくりと微笑ほほえむ。どうやら機嫌がいいのは本当のようだ。あまりの珍めずらしさに、信津名はあんぐりと口を開けた。

「で、では上様、お着替えを。髪かみも結ゆっては頂けないでしょうか」

「髪を結うのは嫌きらいだ。お前達にも月代さかやきを剃そったり髷まげを結う必要はないと言ってあるだろう。あれは戦国の時代に兜かぶとを被かぶりやすいようにするための髪型だ。この泰たい平へいの世ではもう必要ない。お前もいい加減に髷を結うのは止やめろ」

「ですが、正式な場では……」

「──うるさい。私を怒おこらせる気か？」

　鋭するどい視線を向けられ、ぶるりと身体からだが震ふるえた。化妖は発する獣気で相手の強さを知る事ができる。百獣国で最強の一族の長である家密は、どんな化妖よりも恐おそろしい獣気を持っていた。

〝私は生まれながらの将軍だ〟それは家密が将軍職を拝命した時に、老中達に言い放った言葉だ。最初は自信家だと陰かげ口ぐちをたたく者もいたが、家密と直接会った瞬しゆん間かんに誰だれも何も言わなくなった。その恐ろしいまでの獣気に、逆らう気力さえなくしたのだ。

　廊下の端はしに正座し頭を下げている者達も、みな身体が震えている。みると、みな人の姿をしているというのに、しっぽを出して垂れ下げ丸めていた。江戸城にいる侍の約半数は狼なのだが、その狼たちでさえ、家密は声を上げるだけで怯おびえさせてしまうのだ。

「わ、判りました。では上様。炎華姫の事ですが、決して顔を見てはなりません。それが掟です。守ってくださいね。破ると大変なんですから」

「だが、炎華姫は絶世の美女なのだろう？　顔を見て気に入ったら大奥にいれるぞ」

「やめて下さいーっ。それだけは！」

　頭を抱かかえて絶ぜつ叫きようする。本当なら将軍の前でこんな醜しゆう態たいをさらすなんてとんでもないことだ。家密が幼い時から小こ姓しようを務め、誠心誠意尽つくしてきた信津名だけが許される行動だった。

「ううっ、上様。私の苦労も察してくださいませ。江戸城では上様がどんなお振ふる舞まいをされても誰も何も言いません。ですが、炎華姫の顔を見るのは駄だ目めです。あの方はいわば神の眷けん属ぞくなのですよ。掟に逆らって天てん罰ばつでも下ったらどうするのです」

　必死で懇こん願がんしたが、家密は自信に満ちた表情を浮うかべて、くっと笑った。

「信津名、私は欲しい物は必ず手に入れる。炎華姫も気に入ったらこの腕に抱だく。もし神から天罰が下るなら下ればいい。そんなもの、はねのけてくれる！」

　ひいいっと悲鳴を上げて真っ青になった信津名を見て、家密は肩を竦めた。

「案ずるな、炎華姫は丁てい重ちように扱あつかう。私の腕の中で可か愛わいがってやる。それならいいだろう」

「よくありません！　そんな事を仰おつしやるなら、ご挨拶は取り止めに……」

「お待ち下さい！　上様は……」

　そこへ背後から慌てたような声が聞こえた。信津名はすぐさま振り返る。制止しようとする小姓を振り切って現れたのは、見覚えのある中年の侍さむらいだった。

「今日は絶対に、上様にお話を聞いて頂く！」

「若わか山やま様。上様の御おん前まえですぞ！」

　信津名は両手を広げて家密を庇かばいつつ、若山に向かって声を上げた。だが、厳しい顔つきで息を乱している若山は、信津名の後ろにいる家密を睨にらみつけている。

「いい、話を聞こう」

　状じよう況きようにそぐわぬ面おも白しろがるような声が背後から聞こえた。振り向くと、家密が腕うで組ぐみをして冷ややかな笑えみを浮かべている。若山が、その場で正座した。

「上様。それがし若山真しん之の介すけと申します。西は備び前ぜんの国くにを預かっておりまする。先に上様が発布された武ぶ家け諸しよ法はつ度との件でお話がございます。上様、一年おきに参勤交代をせよとのご命令ですが、それには莫ばく大だいな費用がかかります。あれでは我が藩はんは……いや、地方の藩は立ちゆかれませぬ。それに妻や子供を江戸に住まわせろとは一体……」

　怒いかりを抑おさえているのか、声が震えていた。その声に被かぶさるように、家密の春の風のように心地いい、けれどどこか冬の厳しさを残した声が響ひびく。

「妻や子供は人ひと質じちだ。それに参勤交代に金がかかるのは当たり前だ。お前達に金を使わせるのが目的だからな。金がなくば我らに逆らえないだろう？」

　家密の声に一いつ斉せいに辺りが静まりかえった。それはたとえて言うなら〝絶句した〟というのが正しいかもしれない。信津名は思わず顔をひくひくと引きつらせた。

「う、上様。もう少し言い方を……」

「遠回しに言っても同じ事だ。はっきり言った方が時間の無駄もない……若山とやら、お前のように私が改かい訂ていした武家諸法度に文句を言いに来る者は多い。一々相手にはしていられない。判わかったのなら、さっさと帰れ」

　だが若山はこちらを睨みつけたまま、立ち去る気配すらない。家密が大げさにため息をつく。

「いいか、お前達は地方を治める外と様ざま大名だ。外様大名は戦国の時代、敵である豊臣家に味方した者たちばかり。お前達は敗戦したんだ。勝った徳川家に服従するのは当然だ。武家諸法度とは、お前達が徳川家に逆らわぬよう、そして逆らう力をもたせないようにした制度だ。破るなら破ってもよいぞ。すぐに藩を取りつぶしてくれる」

　家密が話している事は本当の事ばかりだ。それでも信津名は心の中でひぃぃっと悲鳴を上げた。建前の名目ならいくらでもある。この場を何とか取り繕つくろって、若山にお帰り頂く事だってできる。それなのに、この将軍は一度として平和に事を推おし進めた事がなかった。

「わ、若山様！　駄目でございます！　殿でん中ちゆうで本ほん性しようを出すのは御ご法はつ度とですぞっ」

　信津名は怒りで全身を震ふるわせ始めた若山に向かって、慌てて声を上げた。若山の顔や手足に黒い毛が生え始めたのだ。ぎらりと怒りに満ちた目が家密を睨みつけている。家密がふふっと笑って信津名を押しのけた。

「ほう、若山とやら。私に逆らうか？　それも面白いな。私は徳川家で最も強いぞ。だから亡なき家安公から将軍にと指名されたんだ。私達徳川家は一番強い獣気を持つ者が主君だ。お前が私に勝てる程強ければ、武家諸法度の件、考えてやってもいい」

　その一言が若山の怒りを頂点へと導いたようだ。若山の顔にも手足同様黒い毛が生え、身体が急激に膨ふくれあがり、着ていた着物を引き裂さいた。

「おのれぇぇぇ！　噂通り傲ごう慢まんだな！　家密、覚かく悟ご！」

　声と同時に唸うなり声を上げたのは、腕うで一本が信津名の身体と変わらない大きさの熊くまだった。その腕が家密に向かって振り上げられる。巨きよ大だいな爪つめがきらりと光った。

「信津名、刀を貸りるぞ。こんな熊ごとき、本性を出すまでもない」

　涼すずしげな声が聞こえたと同時に、信津名が腰こしに差していた刀がすらりと抜かれた。

「う、上様っ。危のうございます！」

　だが声を上げた時にはもう遅おそかった。熊の巨大な腕を家密が刀で受けとめる。身体の大きさは何倍も違ちがうのに、力負けする気配はなかった。それどころか、家密は笑みを絶やさずに、易やす々やすと熊の身体を刀で押しのけた。体勢を崩くずした熊が、それでも家密に爪を突つき立てようとする。家密はそれを再び刀で振り払はらい、そのまま熊の頭に刀を振り下ろした。

「ぎゃぁぁぁ！」

　叫さけびとともに、巨大な身体が廊ろう下かに倒たおれ込む。頭から血を流した熊は、白目を剝むいたまま、ぴくりとも動かなくなった。

「峰みね打うちにしておいた。城の中で殺すと、また信津名の苦労が増えるからな」

　楽しそうな声の家密とは反対に、信津名は悲ひ愴そうな声を出してしまう。

「峰打ちでも苦労は一いつ緒しよです……。私の苦労を気にして下さるのなら、髪を結って下さい」

「それは嫌いやだ。ほら刀を返そう。余計な事に気をとられたな。炎華姫ひめの挨あい拶さつを受けるぞ」

　熊は駆けつけた侍達によって取り押さえられていた。牢ろうに入れておくよう指示を出していた信津名は、ふと家密の姿が見えなくなった事に気づいて、思わず叫び声を上げた。

「ああっ、しまった！」

　このすぐ先に炎華姫が待つ広間がある。顔を見てはならぬという掟おきて通り、御み簾すを用意してその中で待ってもらっていた。信津名は長なが袴ばかまをまくり上げ、全速力で広間へと走る。そして鶴つるが羽を広げた様が描えがかれた襖ふすまをがらりと開けた。六十畳じようほどの広間では、今まさに家密が上座にある御簾に手をかけている所だった。

「駄目です！　上様、気に入ったからって大奥になんて入れられませんよ。他ほかにたくさん女はいるんですから。上様が声をかければ、そりゃあ選びたい放題です。だから炎華姫は……」

　だが声をかけた時にはもう遅かった。家密が片手で御簾を引きちぎり中に視線を向けたのだ。

「ああっああっああっ」

　言葉にならない叫びを上げたものの、信津名もつい御簾に目をやってしまう。炎華姫の顔を見れば天罰が下るかもしれない。判ってはいたが、この世の者ならぬ美女らしい炎華姫が本当はどんな人物なのか、気にならないといえば噓うそになる。

「うわぁっ。なんて可愛らしい……」

　御簾の中で正座していた少女は、年の頃ころは十代半ば。金糸で鳳ほう凰おうの姿が縫ぬわれた白い打ち掛けをまとっている。小さな顔に小さな唇くちびるとこぼれそうな大きな目。一つに結んだ長い髪かみは艶つややかだった。正座していた炎華姫は家密を大きな目で見上げて、怯えたように袖そでで顔を隠かくした。近くにいた瘦やせた老ろう齢れいの侍じ女じよが慌あわてたように立ち上がる。

「家密公っ。たとえ将軍様でも炎華姫のお顔を見るなど……！」

　侍女の怒りの声に、炎華姫に見とれていた信津名は慌てて我に返る。

「も、申し訳ございませぬ。どうかお許しを……。上様、ここはお詫わびを」

　普ふ通つうなら何があっても将軍である家密に詫びを入れさせたりしない。だが相手は炎華姫だ。彼女の後ろには、神しん獣じゆう鳳ほう凰おうを身体からだに宿し神通力を使う炎守がいる。決して粗そ相そうがあってはならない。だが家密は持っていた御簾をぽんっとその場に投げ、くるりと炎華姫に背を向けた。

「う、上様……！」

　信津名は、部屋を出ようとする家密を慌てて追いかけた。立ち止まった家密が、ちらりとこちらを向く。その表情には失望の色が浮かんでいた。

「もういい。気が失うせた。部屋に戻もどる」

「で、ですが、ご挨拶は……？」

「いらぬ。炎華姫は食いたくなるほど美しい女性だと聞いていたが、そうでもないからな」

「ええっ、こんなに可愛らしい方ですよ。そんな言い方……！」

「だったら違う言い方をしよう。その娘むすめを寝ね屋やに引きずり込みたくはならない。引きずり込んだとしても、着物を脱ぬがせたくはならない。──この娘には興味がないんだ」

「ぶ、無礼なっ！」

　侍女が顔を真っ赤にして怒りを顕あらわにした。反対に信津名の顔は真っ青だ。だが、家密は気にした様子もなく、部屋を出ていく。信津名はがっくりとその場に両りよう膝ひざをついた。

「上様……どうしてそんなに俺様なんです。それは上様だから俺様でも何でもいいですけどね。ううっ、またこの事が瓦かわら版ばんに出る。どんなに箝かん口こう令れいを敷しいても出る。また上様の評判が……」

　こんな状況でも、口が裂けてもいいとは言えない家密の評判を気にしてしまう。そんな自分が何だか可か哀わい想そうに思えて、信津名は泣きたくなってしまった。
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「上様は、今日も我ら町人に楽しい話題を振ふりまいてくれるねぇ」

　台所で夕飯の支し度たくをしていたみこの背後で、一陸が瓦版を見ながら苦く笑しようした。

「ほんとよねぇ。さすがに上様はやる事が違うねぇ」

　相づちを打ったのは、一陸と一緒に板の間に座っているお琴だ。昨日の今日でまたやってきたのだが、さすがに稽けい古この邪じや魔まはするなと二海に言われたらしい。それでも帰るつもりはないようで、台所でみこの料理作りを手伝ってくれていた。お琴は気が強い印象を受ける美女だが、話してみると見た目ほど怖こわくはないようだ。料理の手も早くてずいぶん助かっている。

「上様って、将軍様？」

　みこが炊たいたご飯をおひつに入れながら聞くと、一陸がにっこり笑う。

「そう、三代将軍徳川家密様。いやぁ、なかなか面おも白しろいお人だよ。……おっ、うまそうだぁ」

　瓦版から目を離はなした一陸が、みこが板の間に並べた膳ぜんを見て歓かん声せいを上げた。

「今日の夕飯は、春だから筍しゆん羹かんにしてみたよ。筍たけのこって今が旬しゆんだもんね」

　筍羹は、小さめの筍を二つに割って、その中に魚やかまぼこや海老えびなどの具を詰つめて焼いた物だ。それを皿に盛ったみこは、最後の仕上げに木の芽をあしらう。

「あ、初はつ鰹がつおのお刺さし身みもあるね！　僕大好きなんだ。早く食べたい～」

　一陸の頭からぴょこんと耳が飛び出た。猫ねこらしく魚は大好物らしい。よだれをたらしそうな勢いの一陸にみこは苦笑した。

「初鰹もすっごく脂あぶらがのってて美味おいしいよ。江え戸どは新しん鮮せんなお魚が手に入るからいいよね。わたしの住んでる所じゃなかなか……」

「へぇ、そうなんだぁ。じゃあ、みこちゃんの田舎いなかは山なの？」

　聞かれて、みこは煮に物ものを盛りつける手をぴたりと止めた。そして一陸に振り返る。

「何で山だって思うの？」

「新鮮な魚が手に入らないんでしょ。だったら山育ちかなって。そういえば、田舎はどこ？」

「東の方。えーと、こっち！」

　勝手口の方を指さすと、お琴が眉まゆ根ねを寄せて呆あきれた声を上げる。

「そっち東じゃなくて西よ！　あんた方向も判らないの？　それでよく江戸まで来られたね」

「う、うん。途と中ちゆうまで田舎の友達と一緒だったんだ。友達は江戸見物に行っちゃったけど、わたしは人ひと捜さがしがしたかったから別行動になっちゃって」

「人捜し？　ああ、そういえば、あんた幼なじみを捜してるって二海が言ってたけど、本当にたったそれだけの為ために江戸まで出てきたのかい？」

「うん、そうだよ。……あっ、そうだ！　ちょっと二人に聞きたい事があったんだ」

　みこは懐ふところから一枚の紙を取り出し、彼らの目の前で広げて見せた。

「なにさ、これ。お守り？」

「そう、お守りの絵。これ、わたしが捜している人の物なんだけど、煙助に盗ぬすまれた巾きん着ちやくの中に入ってたから、今は手元になくて。神田明神の物だと思うんだけど……」

「神田明神のお守りなんて腐くさるほどあるわよ。持ち主なんて見つかる訳ないじゃない」

　みこは思わず項うな垂だれた。確かにお琴の言う通りだ。わらにもすがる思いで絵を描かいてはみたが、これで何か判わかるはずはなかった。みこは自分の記き憶おくを辿たどってみる。

（他に手がかり、手がかりは……あっ）

「そうだ。このお守りの裏に名前が刺し繡しゆうしてあったんだ。多分神かん主ぬし様の名前だと思うけど」

　みこが紙に名前を書くと、一陸とお琴が目を見あわせた。そして一いつ斉せいに笑い出す。

「あははははっ。それ先代の神田明神の神主様の名前だよ。神主様が直々に書いたお札を入れたお守りには、署名を入れるんだ。でも、それは偽にせ物ものだよ」

　一陸の言葉にお琴も頷うなずく。やはり顔は笑っていた。

「そうさ、本物の署名入りのお守りなんて、持っているのは大名旗本、いやさ、将軍家くらいさね。そうやって偽物の署名を入れて、さも本物のように高く売りつけるのさ。でも偽物だってそう簡単に手に入るもんじゃないからね。よしっ、あたしの所の若い衆しゆに調べさせるよ」

「おっ、お琴さん、やる気だね」

「あたりまえじゃないか、一陸。この子にさっさと出ていってほしいんだよ。あたしの二海が女と一緒に住んでるなんて許せないっ」

　お琴がいやに親切なのは、そんな本音があったからだろう。みこは苦笑しつつ、自分が描いたお守りの絵に目をやる。これはみんなの言うとおり偽物なのだろうか。本物を持っているのは、大名旗本、将軍家。そう考えて、みこはふっとある事が気になった。

「ねぇ、一陸。さっき瓦版見ながら上様はって言ってたでしょ？　ちょっと瓦版見せて」

　一陸から、達者な字と絵が描かれている瓦版を受け取って、みこは目を通した。

「えっと……上様は今日も傍ぼう若じやく無ぶ人じん。我が道をお行きになる上様は、立ちはだかった熊くまを一刀両断。美少女炎華姫ひめを……えっ！」

　思わず声を上げてしまう。瓦版には将軍が掟を破って御簾を引きちぎり、炎華姫の顔を見たと書いてある。着き飾かざった美少女が、筋骨隆りゆう々りゆうの将軍に襲おそわれそうになっている絵まで描かれていた。

「どうしたの？　みこちゃん」

「え、あの、将軍様が炎華姫の顔を見たって書いてあるから。炎華姫の行列を見た時に煙助に聞いたんだけど、炎華姫の顔は見ちゃいけないんでしょ？」

「そう言われてるね。顔を見ると天てん罰ばつが下るってさ。でも上様にも天罰は下るのかなぁ？」

　腕うで組ぐみした一陸に、お琴がふふっと笑って肩かたを竦すくめる。

「下らないんじゃない？　だって、天罰の方が避よけてひれ伏ふしそうじゃない。将軍様は政治の手しゆ腕わんはそりゃ見事だけど、荒あら々あらしい性格の自信家だって評判だよ。……ねぇ、でも知ってる？　徳川家って狼おおかみの一族でしょ。その中でも将軍家密公は特別なんだって。なんたって初代将軍家安公と同じ銀ぎん狼ろうで、そりゃあおったまげるほどのいい男だってさ」

「……銀狼？」

　ふいに、みこの脳のう裏りに幼い時の光景が蘇よみがえった。襲ってきた犬の化か妖ようを倒たおそうとして竹次が本ほん性しようを出した時、姿が銀色に輝かがやいたように見えた。遠くて本性が何だったのかは判らなかったが、夕焼けを受けて銀色の光が辺りに放たれたのは確かだ。お琴が相づちを打って話を続ける。

「そうさ。銀狼はこの世でただ一人。将軍家密公だけさ。将軍様は戦国の時代に自分達の味方をした大名達を江戸において、敵だった大名達を地方に追い出しちまってね。瓦版にはそれに文句を言った熊が将軍様に襲いかかったけど、返り討うちにあったって話も書いてあるのさ」

「可哀想にねぇ、お家は断絶かな」

　一陸が、みこが持っている瓦版を横目で見ながら呟つぶやくと、お琴がふんっと鼻を鳴らした。

「そうじゃないかい。将軍様は強ごう引いんだし、逆らう者には容よう赦しやしないって話だしねぇ」

「あの、あのね、将軍様は、年はいくつかな？」

　さりげなく聞いたつもりだったが、やや不自然だったかもしれない。みこはどきどきしていたが、お琴は気にした様子もなく答えてくれた。

「確か……二十三、四歳だったと思うよ。将軍になったのが五年前で、その時まだ十代だったはずだから。初の十代の将軍様だって噂うわさになったよねぇ」

（という事は……八年前は十五歳くらいだ。竹次ちゃんと同じくらい。でも……まさかね）

　そう思ってはみたものの、銀狼というのが気になった。あの時の銀色の輝きは、今も鮮せん明めいに記憶に残っている。銀の毛並みを持つ化妖なんて、他ほかにいるのだろうか。

「あの、お琴さん。将軍様には妹がいないかな？」

「いるんじゃない。兄も姉も妹も弟も。なにせ将軍家だからね。先代の将軍様にはたくさんの側室がいて、子供は多かったのよ。そのせいでかなり跡あと目め争あらそいでもめたらしいよ」

「十八か、十九歳くらいの妹は？」

　春の詳くわしい年は知らないが、自分より二つ三つ年上だったように思う。身を乗り出すと、お琴がぽんっと手を打った。

「ああ、そういえば、将軍様の妹君が今度お嫁よめに行くって話があったねぇ。その妹君がそのくらいの年だったような……。水戸藩はんのお殿との様さまに嫁とつぐとか何とか聞いたんだけどねぇ。確か名前は……。ああっ、思い出せないよ。将軍家にはたくさん子供がいるし、あたしら下々の者には関係ない話だからね。……それよりあんた、何でそんな事を聞くのさ」

　首を傾かしげたお琴に慌あわてて両手を振る。これ以上聞かない方がいいだろう。幼い頃ころ田舎で出会った竹次が将軍様かもしれないなんて、田舎者のみこでもさすがにあり得ないと判っている。

「あの、田舎じゃ将軍様の話とかなかなか聞けないから、珍めずらしくて。そうそう、将軍様は江戸城に住んでるんだよね。会ってみたいなぁ。将軍様の顔を見たりなんて……できないよね？」

　まさかまさかと思っているが、どうしても気になって聞いてみる。

「そんなの無理に決まってるだろ。江戸で生まれて江戸で育ったあたしが見た事ないんだよ」

　予想通りの答えにみこは肩を落とした。だが話を聞く限り、将軍は竹次ではないだろう。春と同じ年くらいの妹もいるようだが、将軍家にはたくさんの子供がいるらしい。きっと偶ぐう然ぜんだ。

（あんな田舎に徳川家の跡あと継つぎが来る訳ないし。それに竹次ちゃんはとっても優やさしかった。それに比べて将軍様は乱暴で怖こわい人みたい。竹次ちゃんは、そんな人じゃなかった）

　心の中で呟いていると、がらっと戸が開いて空三が顔を見せた。そして台所の様子を見つめ、かっと目を剝むく。

「ひどいです、師し匠しよう。料理を作るなら、どうして一番弟で子しである私を呼ばないんですか？」

「えっ、だって、空三はすっごく近くで見るから邪じや魔まなんだもん。わたし見られてると思いっきり料理できないんだよね。動きが小さくなっちゃう」

　一陸がぽんっと手を打って、腰こしを浮うかした。

「だから今日は変な音がしなかったんだ。よし、今度からみこちゃんの料理中は見張るようにしよう。どんなに美味しい物ができるって判ってても、あの気味悪い音は嫌いやだよ！」

「ええ～あれぐらい大きく動かないと、料理作った気がしないなぁ」

　ぼやいていると、空三が板の間を駆かけ下りて、みこにぐいっと顔を近づけた。

「大きく動く事がもしや料理の秘ひ訣けつなのですか？　でしたらそれを見せてください！」

「顔が近いって何度言えば判るのーっ。また稽けい古こが終わって眼鏡かけるの忘れてるでしょっ。……あのね、誰だれも台所にいない時じゃないと、思いっきり料理はできないの。いい、わたしが一人で料理している時は、絶対に台所を覗のぞいちゃ駄だ目め。もし覗いたら……」

　声を潜ひそめると、一陸が顔をひくつかせて乾かわいた笑い声を上げた。

「ははは、みこちゃんて本性は鶴つるだったよね。一人で働いている所を見ちゃいけないなんて、どこかのおとぎ話で聞いた事があるんだけど……」

「うん、そのおとぎ話知ってる。わたしは鶴になって出ていったりしないけど、他人が近くにいる時に思いっきり料理すると、けが人が出て台所が血だらけになる」

　あっさりと答えると、急に辺りがしーんと静まりかえった。

「恐るべし、師匠の料理……」

　珍しく怯おびえたような声を上げた空三に、みこ以外の台所にいた全員が頷いた。
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「おじさん、大根と小松菜下さーい。それから……」

　八百屋の店先で、みこは並べられた野菜をじっくりと吟ぎん味みした。江え戸どに来て四日目だというのに、お金もなく地理にも疎うといみこは、芝しば居い小屋の手伝いをしながらお琴の情報を待つしかなかった。買い物をすませて芝居小屋へと足を向けながら、みこは内心ため息をつく。

（はぁ、時間がないっていうのに、わたし一体何をやってるんだろ）

　野菜を入れた竹たけ籠かごはずっしりと重い。ある程度の食材は、芝居小屋にくる棒ぼ手て振ふりから買うが、足りない物はこうして近くの店まで買いに行く。おかげで芝居小屋がある木こ挽びき町ちようでは一人でも迷う事はなくなったし、お金の価値観も大分身に付いた。

「みこちゃん、魚いらないかい？」

「いやいや、みこちゃん、鶏とり肉にくはどうだい？」

「ううん、今日はいい。もう材料揃そろってるから」

　道に並んだ店先から次々に声をかけられる。みこは断ったが、肉屋の主人が大きな包みを持って出てきた。

「そう言わないで。いい軍鶏シヤモが入ったんだよ。お代はいいから持っていきな。この間二海に店先で暴れたごろつきを退治してもらった礼だよ。あいつ肉好きだからな」

　肉屋の主人に負けじと、魚屋の女将おかみが包みを片手にみこに駆け寄った。

「あら、二海は肉が好きだけど、一陸と空三は魚の方が好きさね。いいうなぎが入ったから、これも持っておいきよ。もうすぐ奉ほう納のう芝居だろ。精をつけて頑がん張ばってくれって言っておくれな。芝居がうまくいけば木挽町の名もあがるってもんだ。町のみんなは応おう援えんしてるんだよ！」

　買い物に出るといつもこの調子だ。お金を払はらわなくても、みんなが何かしら二海達に食べさせてくれと渡わたしてくれる。彼らはずいぶんと町のみんなに好かれているらしい。

「わぁっ。いつもありがとう」

「いいさ。……それより聞こうと思ってたんだが、みこちゃんは二海の嫁さんになるのかい？」

　肉屋の主人に耳元で囁ささやかれて、みこは思わず目を丸くした。

「えっ!?」

「だってよ、二海達の芝居小屋に誰かが住むなんて初めてなんだぜ。しかも女の子。二海の嫁さんになるんじゃないかって、もっぱらの噂だよ」

「ち、違ちがうよ。わたしは財さい布ふを盗ぬすまれて、住む所がないから置いてもらってるだけだし」

「まあまあ、二海をひいきにしてる女客の手前もあらぁな。そういう事にしておいてやるぜ」

　慌てて否定しようとしたが、肉屋の主人は魚屋の女将と、二海が嫁をもらうなら町をあげて祝わなければと相談しながら、さっさと店に戻もどっていく。

「……さすが江戸っ子、何て気が早い」

　思わず感心してしまう。江戸っ子は食事も歩くのもお風ふ呂ろも何でも早いらしいと聞いていた。誤解を解くべきだろうが、自分があと数日して姿を消せばそんな噂もなくなるだろう。みこは肩かたを竦すくめて、芝居小屋に向かって歩き出す。そしてゆっくりと町並みを見回した。

「江戸は広いなぁ。竹次ちゃん達どころか、煙助だって見つからないし……。煙助なんて、あんなに小さくて猿さるそのものの姿なんだから、目立つはずなのに。……ああ、そうそう、あそこにいる小猿みたいに……んんっ！」

　呟いていたみこの目の端はしに、見覚えのある姿が映った。小さな身体からだに縞しまの着物。しかも着物の裾すそから長い尻しつ尾ぽが出ている。顔は赤くて、手足には黒っぽい毛。

「ああーっ、煙助！」

　叫さけんですぐさま駆けだすと、煙助がびくりとしてこちらを向く。逃にがすものかと足を速めようとしたが、予想に反して煙助がその場で土下座した。

「か、かんにん！　みこ、かんにんっ」

　深々と頭を下げた煙助が、懐ふところに手をやってみこの巾きん着ちやくをとりだした。

「わい、これを返しにきてん。木挽町でわいの事捜さがしてる女の子がいるって聞いたから。ほんまにかんにんな。あの時腹が減ってたから、つい盗んでしもうて……」

　差しだされた巾着を慌てて受け取る。中をあらためるといくらかお金は減っているようだが、大切なお守りは無事だった。ほっとしてすぐに巾着を懐にしまい、煙助に目を向ける。

「煙助っ。これで二度目でしょ。かんにんですんだら、役人はいらないって言ったはずだよ」

　みこにとって大切な大切なお守り。子供の頃からのたった一つの宝物。これが手元になかったせいで夜も満足に眠ねむれなかった。寝ね不ぶ足そくと布ふ団とんの中で流した涙なみだの分、怒いかりは激しかった。

「ほ、ほんまに悪かったと思ってんねん。みこは最初にわいが財布すった時許してくれたのに。あの時もうせぇへんって約束したのに、それを破ってしもうて。わい、ちゃんと反省してるんやで。そりゃ、お金はちょっとばかしつこうたけど……」

「なんだ？　往来で女が男を土下座させるなんて、みっともねぇな」

　ふと聞こえた声に慌ててふり向くと、浪ろう人にん風の男が数人立っていた。酔よっているのか千鳥足の男が、みこにとろんとした目を向ける。

「これだから、泰たい平へいの世に慣れきった江戸は駄目なんだ。何があったかしらねぇが、お前みたいな女は、ちょっとこらしめねぇとな」

　足元がおぼつかないのは、後ろでへらへらと笑っている男達も同様だ。

「……事情があるの。おじさん達には関係ないでしょ」

「おじさんだと!?　じ、事情がどうあれ、見苦しくて仕方ないんだ。女、ちょっと来い」

　腕うでを握にぎられそうになったが、さっと後ずさって避よける。だがあっという間に浪人達に囲まれた。みこは懐から取り出したなぎなたを、するりと伸のばして身構える。

「一ひい、二ふう、三みい、四よう、五いつ、六むう……女一人を六人で囲むってひどくない？」

　一人一人数えて、みこはなぎなたを真ん中の男に向かって構えた。その男が他ほかの男たちより一歩前に出ていたのだ。おそらく彼がこの中では一番強いのだろう。

「抵てい抗こうするのか？　やめておけ。怪け我がをするぞ」

「ま、まってぇな。怪我させんといて。ゆるしたってぇな。わいが悪いねん！」

　みこの前に飛び出した煙助が、必死で浪人に向かって頭を下げた。

「いいや、お前はひっこんでろ！　酒の相手をさせたら帰してやる。多分な」

　下げ卑びた笑いが聞こえて、みこはなぎなたを握りしめた。相手は六人だ。さすがに分が悪い。周りにある店の人達が心配そうにこちらを見ている。だが、誰も出てこようとはしなかった。町人は草そう食しよく獣じゆうがほとんどだ。本能が肉食獣の侍さむらいに逆らうなと命じるのだろう。何より、侍に逆らって手討うちにされても、文句は言えないのが町人だ。

「あんた達とは行かない。女だからってなめないで！」

　みこはなぎなたをぶんっと下から上へ打ち払う。さっと避けた浪人が、みこに手を伸ばした。だがみこは逆にその手をぐっと摑つかんで、足あし払ばらいをかけて投げ飛ばす。どんっと地面に転がされた浪人を見て、辺りにいた町人達がおおっと歓かん声せいを上げた。

「残念でした。なぎなただけじゃなくて、護身術もばっちり身につけてるの。合気道は女の力でも、男を投げ飛ばす事だってできるんだから！」

　近寄ろうとする浪人に、声を張り上げた。そして間かん髪はつ容いれず、なぎなたを振ふり下ろす。がんっと音がして、真ん中にいた浪人の頭に見事命中した。そのままぐらりと倒たおれ込んだ浪人をぴょんっと身軽に飛び越こえて、立っている男達になぎなたを向ける。

　幼い時犬の化か妖ように襲おそわれ、ただ逃げることしかできなかった。そのせいで助けてくれた竹次に怪我をさせてしまったのだ。みこはそれから、自分の身は自分で守れるように必死で稽けい古こした。今がそれを活いかす時だ。

　なぎなたを振り回して威い嚇かくすると、浪人がぎらりと睨にらむ。煙助が慌あわててみこに駆かけ寄った。

「あかんて。いくらお前が強くてもまだ四人もいる。わいも一いつ緒しよに行くし言う通りにしよう」

　煙助はもう逃げ腰ごしになったようだ。それでも一人だけ逃げようとは思わないらしい。こんな状じよう況きようだが、みこは少しだけ煙助を見直した。

「そうだぞ、一緒に来た方が身のためだ。江え戸どは侍が支配している。侍に逆らったらどうなるか、俺達が教えてやる」

　くっと笑う浪人に、それでもみこは慌てなかった。心を支配したのは恐おそれではなく、怒りだ。

「侍が町を支配しているんじゃない。町の人々を守るのが侍の役目。あんた達のような人は、侍じゃない。侍の矜きよう持じを持たない者に侍を名乗る資格はないっ」

「なんだと！」

　叫んだ侍が刀を抜ぬいた。さすがに殺すつもりはないようで、峰みね打うちを狙ねらう為ためか刀を返した。振り下ろされた刀を、みこはなぎなたで受けとめる。〝ガツンッ〟と重い感かん触しよくが伝わった。さすがに力では敵かなわない。ぐぐっと押されて、思わず膝ひざをつく。

「女、少しはやるようだな。だが、多勢に無勢だろう？」

　刀を合わせた浪人がふんっと鼻を鳴らす。周りを囲んだ浪人達が一いつ斉せいに刀を抜いたのを見て、みこは悔くやしさのあまり唇くちびるを嚙かんだ。

「確かに多勢に無勢だ。お前ら卑ひ怯きよう者だな」

　そこへ声をかけた者がいる。低くてよく通る声は、聞き慣れたものだった。

「二海っ。一陸も空三も……」

　大おお柄がらな身体に、登り竜りゆうの着物を羽織って腕うで組ぐみした二海と、いつもの〝かまわぬ〟の柄の羽織を着た一陸。そして黒い着流し姿で刀を腰に差した空三が、いつの間にか近くに立っていた。

「なんだ、お前達。邪じや魔まする気か！」

「この辺りは俺達のなわばりなんでね。たとえ侍でも、面めん倒どう起こすなら容よう赦しやしねぇぞ」

　余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべている二海に、辺りから歓声が上がる。心配そうに見ていた町の人達だ。

「やっちまえーっ、二海」

「そうだ、そいつらみこちゃんに酒の相手させるって言ってたぞ！　嫁よめさん守れっ」

　町の人達の応おう援えんはありがたいが、どうやらみんなみこが二海の嫁になると勘かん違ちがいしているようだ。だが、二海はあえてその誤解を解くつもりはないらしい。無言で片手を上げ、声援に応こたえている。浪人が二海を睨みつけた。

「町人が、侍に逆らうのか！」

「侍？　さっきその子が言っただろ。矜持を持たない奴やつは侍じゃねぇって。まったくその通りだ。女一人によってたかって絡からんで刀抜く奴なんて、侍じゃねぇ。俺が相手してやらぁ！」

　怒ど声せいとともに、二海が大柄な身体に似合わず素す早ばやい動きで、みこと刀を合わせている侍に飛びかかった。そのまま下げ駄たを履はいた足で、頭を蹴けり上げる。もみ合いになった浪人と二海の隙すきをついて、みこの手を引いたのは一陸だ。そのままみこを二海と浪人達から引き離はなした。

「わ、わたしのせいだ。わたしも手伝う！」

「師し匠しよう、大だい丈じよう夫ぶですよ。あれぐらい二海一人で十分です。こんなのは日常茶さ飯はん事じですし」

　通りの脇わきで腕組みしていた空三に、一陸がうんうんと頷うなずいた。

「そうそう、僕たち元々これが仕事なんだよ。僕たち、木こ挽びき町ちように住み始めて五年くらい経たつんだけど、最初はこの町の用心棒をしてたんだ。見よう見まねで始めた歌か舞ぶ伎きが、今じゃ本職になってるけどね。肉食獣の侍には、草食獣の町人達はどうやったって逆らえないでしょ。獣じゆう気きに圧あつ倒とうされて怯おびえちゃうから。だから僕たちが代わりに町で暴れる奴らをやっつけるのさ」

　一陸の言葉に驚おどろきつつ、みこは通りに目をやった。もうすでに、四人の浪人のうち二人は地面に倒れている。刀を持った相手だというのに、二海は素す手でだ。斬きりかかってきた浪人をすんでのところでかわし、後ろから首筋に一いち撃げきを加える。うぐっと呻うめいた浪人が、ばたりと倒れ込んだ。最後に残った浪人が、舌打ちしてこちらに顔を向ける。

「用があるのはその女だ。渡わたせっ」

　駆け寄ってきた浪人に、みこがなぎなたを構えようとした、その時だった。

「着物、はだけてますよ」

　ふいに静かな声で呟つぶやいたのは空三だ。浪人がそのままがくっと倒れ込む。

「な、何だっ！　これはーっ」

　すぐさま起きあがった浪人が、叫さけび声を上げた。転んだのは、急にはだけた着物を踏ふんだせいだろう。みこは浪人からさっと目をそらす。なぜだか浪人の帯が何かに切られたように裂さけて、地面に落ちていた。そのせいで着物の前が開き、下帯が丸見えだ。

　浪人が目を丸くして、慌てて着物の前をかき合わせた。

「ど、どうして、帯が……」

「おい、おっさん。そろそろこいつら連れて帰れ！」

　二海が腕組みして、声を張り上げた。堂々と背筋を伸ばした二海は、芝しば居い小屋で稽古をしている時のように、自信に満ちて勇ましい。思わずほれぼれするような男ぶりだ。

「木挽町は俺達が預かってる。今度ここで悪さしたら、ただじゃおかねぇ！　覚えときなっ」

　二海の怒声に、びくっと浪人達が震ふるえる。二海はどうやら、肉食獣としてもかなり強いようだ。発している獣気が、浪人達とは格段に違ちがう。それを察したのか、倒れていた浪人達はよろよろと起きあがり、そのまま慌てて逃にげ出した。

「さすがだねぇ、二海！」

　店から出てきた町人達が、わっと二海の周りに集まった。

「いやぁ、それにしても、みこちゃんはやっぱり二海のお嫁さんになる人なんだねぇ」

　慌てて二海に駆け寄ろうとしたみこに、魚屋の女将おかみが近寄ってぽんぽんと背中を叩たたいた。

「だから、違うってば」

「照れなくていいよ。二海に、みこちゃんが一人で外に出た時は、気をつけて見といてくれって頼たのまれてるんだ。さっきそこの猿さると何かもめてたみたいだから、すぐに二海に知らせに行ったんだよ。二海ったら、稽古の途と中ちゆうなのに血相変えて出てきたんだ。愛されてるねぇ」

「ほんとに違うって。……二海は面めん倒どう見みがいいだけで、さすがに愛されてはいないと……」

　言いかけたが、女将は聞く耳を持たないようだ。にこにこしながらみこの肩かたに手を置いた。

「だけどみこちゃんも女の子なのに強いねぇ。恰かつ好こよかったよ！　ねぇ、ちょっと頼みがあるんだけど、なぎなたっていうの、それをあたし達にも教えてくれないかい？　あたしはまあ大丈夫だけどさ。若い娘むすめは変な男に絡まれる事が多くてさ」

　いつの間にか、女将の後ろに町の女達が十人以上集まっていた。みこは慌てて両手を振る。

「え……でも、なぎなたって一朝一いつ夕せきで覚えられるものじゃないし……」

「そうなのかい？　うーん、あっ、そうだ。さっき浪人を投げ飛ばしただろ。あれ、護身術ってやつだよね？　あれを教えておくれよ」

　女達に詰つめ寄られて、みこは思わず後ずさる。何とか断ろうとしたが、彼女達に尊敬の眼まな差ざしを向けられて、言葉に詰まった。何しろみんな食べ物をくれたり、みこが道に迷ったら芝居小屋に連れて帰ってくれたりと、いつも親切にしてくれる人達ばかりだ。

「えっと……じゃあ、簡単な護身術くらいなら……」

　詰め寄った女達に負けて、つい承しよう諾だくしてしまう。途と端たんにきゃぁぁっと歓かん声せいがあがった。

（わ、わたしのばかーっ。ばかばかばか！　また人ひと捜さがしする時間が減るじゃないよーっ）

　心の中で叫んだみこは、がっくりとその場に跪ひざまずいて、頭を抱かかえていた。
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「一陸、ちょっと頼まれてくれねぇか？」

　稽古を終えて母おも屋やに戻もどった二海は、風ふ呂ろ場ばに向かう一陸を部屋へと手招きした。

「なぁに？　面倒な頼みは嫌いやだよ。できる事は何でも自分でやるって決めたでしょ」

「そうじゃねぇ。……誠せい蔵ぞう、お前に頼みがあるんだ」

　どたどた駆け寄った一陸の顔から、ふいに笑みが消えた。誠蔵とは一陸の本名だ。この名で呼ぶ時がどんな時か、彼はよく知っている。耳元で頼み事を呟いて懐ふところから出した文ふみを渡すと、膝をついた一陸が無表情のまま頭を下げた。

「かしこまりました」

　声はいつもと違い、抑よく揚ようがなく小さかった。立ち去る時も、足音一つ立てない。一陸はそのまま母屋を囲む塀へいをぴょんっと飛び越え、夜の闇やみに消えていった。

「……猫ねこは相変わらず身が軽いな」

　呟くと、部屋の中で台本を読んでいた空三が、わずかに目線を上げた。

「よろしいのですか？」

「……ああ、このままでいいわけがねぇ。知らせとかねぇとな」

　誰だれに、とは言わなかった。言わずとも空三は知っている。空三がふっとほくそ笑んだ。

「なんで笑うんだよ。お前が笑うと、何か企たくらんでるみたいで気持ち悪わりぃよ」

「それはすみません。あなたの顔に不本意だと書いてあったので」

　二海は思わず苦にが虫むしを嚙み潰つぶしたような顔をした。だがすぐに気を取り直して口を開く。

「今日の騒さわぎ……何かおかしかったって、金物屋のおばちゃんが言ってた」

「おかしかった……とは？」

「あの浪人たち。通りすがりじゃないようだ。ずいぶん早くからあの辺りをうろついてたらしいぜ。それまで大人しかったのに、みこと猿が騒ぎ出したら急に絡んでいったって。酔よってたみたいだけど、最初はどうみても酔ってる風じゃなかったって。おばちゃんがさ」

　それが何を意味しているのか想像はついていた。二海はそっと声を潜ひそめる。

「みこは狙われているのかもしれない。……十分気をつけろ」

　空三がゆっくりと頭を下げる。そして〝御ぎよ意い〟と小さく呟いた。
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　まだ夜も明けきらぬ早朝、芝居小屋の母屋にある中庭には、町の女達がずらりと一列に並んでいた。みな、みこと同じように袴はかま姿すがただ。みこは彼女達と向き合い、拳こぶしを空に突つき上げた。

「男になんか負けるもんかーっ」

「「負けるもんかーっ」」

「浮うわ気きした旦だん那なを許すもんかーっ」

「「許すもんかーっ」」

「夜道で襲おそってくる男がいたらっ」

「「ケリを入れて、ぶっ飛ばして、投げ飛ばす！」」

　みこは満足して頷いた。昨日の騒ぎで護身術を教えると約束してしまい、日中は人捜しをしたいみこは、みんなも比ひ較かく的暇ひまがある早朝に母屋で稽けい古こする事にしたのだ。

「みんな、いい調子だよ！　今から護身術を教えるけど、まずは気合いが大事だよ。みんなで決めたこのかけ声を絶対に忘れないで！」

「「はいぃぃぃ！」」

「じゃあまずは基本。わたしが使う護身術は合気道なの。合気道は相手の力を利用するんだ。男相手だと力では勝てないでしょ。だから……」

　みこは隣となりにいた一陸の右みぎ腕うでを摑つかんだ。一陸がみこを押さえつけようとする力を利用して、ぐいっと腕を捻ひねる。すると、一陸がふわりと浮ういて、どすんっと音を立てて地面に転がった。

「痛いって！　どうして僕がやられ役なの？　僕、二海さんに頼まれてお使いに行ってて、今帰って来た所なんだよ。ちょっと休ませてよ～」

「はいはい、文句言わずにみんなの相手をしてね。みんな、一陸投げ飛ばしていいからね～」

「ようしっ、覚かく悟ごしなよ、一陸。あんたの女形おやま姿にうちの旦那が岡おか惚ぼれして、毎日毎日あんたの名前を呟いてはぼんやりしてるんだ。鬱うつ憤ぷん晴ばらしさせてもらうからね！」

「ええっ、それってただの逆さか恨うらみ……あいたっ」

　集まった女達に次々に投げ飛ばされる一陸を見て、みこは思わず苦く笑しようした。みんなの稽古の様子を見つつ縁えん側がわに座ると、腰こしに刀を差した黒い着流し姿の空三がお茶を持ってくる。

「私も手伝いましょうか？」

「ううん、一陸が一番適任。受け身がすごくうまいもん。……投げるより、投げられる方が難しいと思うんだけど」

　ぼそりと呟いてみたが、空三の表情は変わらない。

「猫は身が軽い。高い所から飛び降りても、見事に着地できますしね」

「……それだけかな。わたしも武道をやっているから判わかるよ。情けなさそうに投げられてても、一陸の受け身は完かん璧ぺき。そして倒たおれた後もすぐに攻こう撃げきできるよう腰を浮かせてる。あれは昨日今日でできる動きじゃない。何度も何度も繰くり返して、身体からだが勝手に覚えてしまってる動き。それって、そう訓練されてる人にしかできないと思うけど」

　空三が口元をすっとつり上げる。だが返事はなかった。みこは湯飲みを受け取り立ち上がる。

「根ほり葉ほり聞いちゃ駄だ目めだよね。そういうの野や暮ぼって言うんでしょ。そうそう、空三」

　二、三歩下がって縁側に立つ空三に向き直る。そして持っていた湯飲みをさっと投げつけた。突とつ然ぜんの事に空三が目を見開く。その途端、ぶんっと風が巻き起こり、みこの赤毛を揺ゆらした。

「……危ないじゃないですか、師し匠しよう。湯飲みが届かなかったからよかったものの」

　空三と自分の間に落ちて割れている茶ちや碗わんを見て、みこはにんまりと笑う。

「ごめんごめん、ちょっと確かめたかっただけ」

「そうですか……。師匠、お互たがいの事は根ほり葉ほり聞かないんですよね？」

　空三に確かく認にんするように聞かれて、みこは笑えみを浮かべて肩を竦すくめた。

「うん、聞かない。この湯飲みが……たとえば刀で切られたみたいに真っ二つに割れててもその理由は聞かない。昨日襲われた時、浪人の帯を目にも留まらぬ速さで切り裂さいたのは空三の仕し業わざでしょ？　なんて聞かない。そんなの刀を抜ぬいた瞬しゆん間かんさえ見せない居合の達人にしかできない芸当だとしても聞かない事にするよ。でも助けてくれてありがとうってだけ言わせて」

　二人で目を合わせて、ふふっと笑う。空三が腰の刀を撫なでながら一礼した。

「では、私はそろそろ二海を起こしてまいりましょう。稽古もほどほどに」

　きびすを返した空三の背中を、みこは見送る。彼らからは何やら秘密の匂においがしたが、あえて探さぐろうとは思わなかった。自分にだって知られたくない秘密の一つや二つはあるのだから。




「みこ、鶏とり肉にく持ってきたで。肉にく食しよく獣じゆうは気色悪いなぁ。こんなもん食べるんやから」

　稽古を終えて掃そう除じをすませ、みこが昼食を作っていると、台所の勝手口を開けて煙助が入ってきた。昨日の騒ぎの後、煙助を番屋に突き出すと息巻いた二海を止めたのはみこだった。

「しょうがないよ。お肉を食べるのは、肉食獣の特とく徴ちようなんだから。草食獣みたいに、魚と野菜しか食べないってわけにはいかないの。あ、そうだ。煙助、お仕事真面目まじめにやってる？　肉屋のおじさんがせっかく雇やとってくれたんだから、真面目に働かないと駄目だよ」

「わかってる。金はきっちり働いて返す。あの二海いう兄ちゃんとも約束したしな。それに番屋に突き出されたら困る。わいはそのうち侍さむらいになる男や。いつか偉えろうなってやるんやから」

　にかっと笑う煙助にみこは苦笑した。どうやら〝偉うなってやるんや〟は彼の口くち癖ぐせらしい。

　侍に襲われた時、煙助は逃にげなかった。その勇気にみこは感心したのだ。もちろん盗ぬすみはよくないが、ちゃんと反省して巾きん着ちやくを返しに来てくれた。だから働いて使ったお金を返す代わり、番屋には届けないと約束した。肉屋の主人に煙助を雇ってくれと頼たのんでくれたのは二海だ。

「二海ってやっぱり面めん倒どう見みいいよね。わたしの事も助けてくれたし」

「そうか？　わい、なんやあの兄ちゃん怖こわいわ。近寄ったら総毛立つねん」

「肉食獣だからでしょ。獣じゆう気きが強いんだよ。わたしもけんかしてる二海はちょっと怖かった」

　思い出すと背筋がぞっとした。同じ肉食獣の浪ろう人にん達よりも、二海の方がずっと怖いと感じた。おそらく相当な手て練だれだろう。一陸といい空三といい、この芝しば居い小屋の面々は謎なぞだらけだ。

　まだ届け物があるからと出ていく煙助を見送り、みこは四十人分の昼食を仕上げた。

「山やま芋いもと豆とう腐ふの煮に物もの。切り干し大根と、ゴボウのきんぴらに、ボラの塩焼きでしょ。しじみとわけぎの和あえ物に大根の粕かす漬づけに、昨日もらったうなぎの蒲かば焼やき。かまぼこに酢す蛸だこ。それから二海の好きな鶏肉の柚ゆず味み噌そ焼きでしょ。それとおにぎりが全部で百個。よしっ、完璧！」

　いつにもまして種類が多いのは、昨日助けてもらった礼だった。今日は稽古も午前中だけだという。昼食を食べたら、みんな久しぶりの休みをとるらしい。

「やっと終わったぁ！　二海に今日の夕飯は作らなくていいから休んでいいって言われたし、お守りも返ってきたし、今日こそ神田明神に行ってみよう！」

　みこは首から紐ひもをつけてぶら下げたお守りを握にぎりしめる。昨夜もう無くさないようにと工く夫ふうしたのだ。そこへ台所の戸が開いて、一陸が顔を見せた。

「あ、一陸。今朝は稽古の相手ありがとう。明日あしたも頼むね」

「ええっ、やだよ！　今度は空三にやってもらってよ！……あっ、そうじゃなくて、あのね、聞こうと思ってたんだけど、昨日財さい布ふ取り戻もどしたんでしょ。もしかして出ていっちゃうの？」

　しゅんとした様子の一陸に、みこは少しだけ微笑ほほえむ。

「うん。だって宿を取るぐらいのお金はあるし。みんなにこれ以上迷めい惑わくかけられないし。あ、でも護身術の稽古は、母おも屋やの中庭を借りてやらせてもらおうとは思ってるけど」

　そんなぁと情けない声を上げた一陸が、よろよろとみこに近寄った。

「みこちゃんが出ていったら寂さびしいよぅ。みこちゃんのご飯もっと食べたい～」

　すがりついて、おいおいと泣く一陸の頭から、ぴょこんと耳が飛び出ている。ぴくぴく動く耳は可か愛わいらしい。これが出たという事は、どうやら本気でそう思ってくれているようだ。

「わたしだって寂しい。一陸のぷよぷよの肉球に触さわれないかと思うと……」

「ええっ、僕の価値は肉球だけ!?　まあそれでもいいけどさ。みこちゃんがここにいて、おいしいご飯作ってくれるなら。……あっ、そうだ！　みこちゃんがここにいるって約束してくれたら、いい事教えてあげるよ」

　いい事とは何だろう。みこが首を傾かしげると、一陸が得意げに胸を張った。

「神田明神のお守りの事だけど。神かん主ぬしさんと話ができるかも」

「ほ、本当に？　でも神主様はお祭りで忙いそがしいんでしょ？」

「大だい丈じよう夫ぶ、任せてよ。近づくいい手があるんだ。聞きたい？」

　みこは何度も何度も頷うなずいた。そして一陸がみこの耳にそっと口を寄せ、ある計画を話し始めたのを、目を丸くして聞いていた。
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「みこちゃんの巫女みこ姿。……語ご呂ろがよくて面おも白しろいね」

　みこが身につけた白い着物と赤い袴はかまを見て、一陸がくすくすと笑う。これは芝居に使う衣い装しようらしい。赤い紅をさした一陸も、同じ巫女姿だ。神田明神の境けい内だいをしずしずと歩く一陸を、みこはじとっと見つめてしまう。

「そんな事より、男の一陸がわたしよりずっと綺き麗れいで似合ってる事の方が気になるんだけど」

「しょうがないじゃないか。だって僕は江え戸ど一番の女形で、僕の女装姿に江戸の男達がみーんな恋こいしてるんだよ。そんな僕が綺麗なのは当たり前でしょ」

「みんなって、どこからそんな自信が……」

　言葉を続けようとしたが、周りを歩く男達が一陸を見つめて頰ほおを染め、ぼうっとしているのに気づいて口を噤つぐんだ。生まれてこの方、みこは男にそんな顔をされて見つめられた事はない。

「負けた……。わたし本当の女なのに、男の一陸に負けた。く、悔くやしすぎる……！」

　がっくりと項うな垂だれたが、頭を振ふって何とか気を取り直す。今は落ち込んでいる場合ではない。

「ねぇ、それより一陸。巫女さんになりすましてるってばれたら、まずいんじゃない？」

「大丈夫。僕も一いつ緒しよに行くし。知り合いの巫女さんに話も通してあるから、新入りですって神主さんに挨あい拶さつすればいいよ。今日は山車だしを引いて町中を練り歩く日だから、山車が出発すれば神主さんもちょっと暇ひまができると思うんだ。そこをすかさず狙ねらおうね」

　どぎまぎしながら頷いて、みこは正面に目をやった。神しん獣じゆう鳳ほう凰おうを祀まつる神田明神の本ほん殿でんは、朱しゆ色いろを基調とした建物で、壁かべには翼つばさを広げた鳳凰の姿が描えがかれている。朱しゆ塗ぬりの柱に浮き彫ぼりにされているのは、金色に光を放つ渦うず巻まく火か炎えんの図ず柄がらだ。

　境内には赤い砂が敷しき詰つめられ、いくつもの大きな山車が所ところ狭せましと並んでいた。

「すごく大きな山車がたくさんあるね。わあっ、あの山車に乗ってる鶏にわとりのはりぼて、わたしの十倍くらいありそう！」

「あれは諫かん鼓こ鶏どりっていうんだよ。ほら、見て。あっちには大きな鬼おにの顔を載のせた山車がある」

「すごーい。これが町を練り歩いたら、きっと迫はく力りよくがあるんだろうなぁ」

　みこはわくわくと声を弾はずませつつ、きょろきょろと辺りを見回した。そしてふと気づく。

「……あれ、何だかお侍さんが多いね」

　山車の周りに、町人達にまじって侍の姿が目についた。それも奉ぶ行ぎよう所しよの役人ではないようで、随ずい分ぶんと立派な身なりをしている。

「祭り見物じゃない？　さ、いこいこ」

　一陸に手を引かれて、みこは慌あわててついていく。何だか気になったが、急がないと神主と話ができないよと言われては、先を急ぐしかなかった。

　本殿の右手にある社務所に入り、長い廊ろう下かを進むと、二十畳じようほどの広間に出た。そこには、みこ達と同じ恰かつ好こうをした十人ほどの巫女達が集まっている。その内の一人がこちらを見て手招きしていた。近寄ると、その女性がそっと一陸の耳元で囁ささやく。

「これっきりだからね。それと、二海さんと二人っきりで遊びに行けるって絶対よね？」

「大丈夫。二海さんがすっごく優やさしく、色んな所を案内してくれるよ」

　愛あい想そ良く頷いた一陸に、女性の顔がぽっと染まる。そして部屋にいる巫女達に声をかけた。

「祭りで人手が足りなくて、手伝いに来て貰もらいました。みなさん、仲良くね」

　よろしくお願いしますという声が方々で聞こえて、みこは慌てて一陸と一緒に頭を下げる。どうやら誰だれも不ふ審しんには思っていないようだ。みこはほっとして、一陸に小声で話しかけた。

「ねぇ、勝手に二海の名前使ってもいいの？」

「うん、だって二海さんに、みこちゃんの人ひと捜さがし手伝えって言われてるし」

「二海って本当に面倒見がいいよね……」

「誰にでもいいわけじゃないと思うよ……。あ、神主さんだ」

　呟つぶやきが気になったが、部屋に駆かけ込んできた神主の様子に目を奪うばわれた。神主はぜえぜえ息を切らして目を剝むいている。とてもこんな大きな神社の神主とは思えない取り乱しようだ。

「大変じゃ！　大変じゃ！　とにかく大変じゃ！」

　何が大変なのだろうと首を傾げていると、神主があたふたしながら巫女達を見回した。

「誰かついてきてくれ。ええと……」

「あ、この子が行きます！」

　みこの片手を取って上げさせたのは一陸だ。えっと声を上げそうになったみこに、一陸がそっと顔を寄せ、ふいに抑よく揚ようのない声で囁いた。

「みこちゃん、ここは覚かく悟ごを決めて。神主さんと二人になった方が話しやすいはず。あんまり長い間はいられないんだから。機会は逃のがしちゃ駄だ目めだ」

（ん？　一陸の声と顔つきが……）

　気のせいだろうか、一陸が一いつ瞬しゆん無表情になった気がした。目を瞬またたかせると、もういつもの可愛らしい笑えみを浮うかべた一陸がいる。やっぱり気のせいだろうと思いつつ、みこは慌てて頷いた。進み出ると、神主が泡あわを食った様子でみこを手招きする。

「こちらにおいで。私と一緒にご挨拶にいくんだ。さあ」

　みこは首を傾げつつ後に続く。神主はそのまま走るように、社務所の奥へと進んだ。

「あ、あの……神主様。お聞きしたい事が」

「後にしなさい。今は急ぐんだ。ご挨拶の間、無礼を働くでないぞ。いいな！」

　みこはまたしても首を傾げる。一体誰に挨拶に行くのだろう。

　聞こうと口を開きかけたが、ばたばたと走る神主が突とつ然ぜん立ち止まったので、そのまま噤んだ。みこも足を止めて前方に目をやる。そして思わず息を吞のんだ。

　立派な身なりの侍さむらいが十人ほど、ずらりと並んで廊下に正座していた。物々しい雰ふん囲い気きが辺りに漂ただよい、みこはその気配だけで、何か尋じん常じようでないことが起きているのだと悟さとった。

（何事？　そういえば、境内にも侍がいたよね）

「神主殿どの。突然の申し出であいすみませぬ。上様がどうしても、妹君の清きよ春はる姫ひめが水戸藩はんにお嫁よめ入いりされる前に、江戸名物である神田祭の山車を見せてやりたいと仰おつしやって……」

　こちらに膝ひざでにじり寄った侍の言葉に、みこは一瞬で蒼そう白はくになった。

（う、上様って将軍様？　も、もしかしてとんでもない時にとんでもない所にきたんじゃ？）

　みこはとりあえず神主に倣ならって廊下に正座する。神主が床ゆかにぶつかる勢いで頭を下げた。

「いいえ、神田祭は将軍様にご上覧頂けるので天下祭とも呼ばれております。上様が祭りに興味を示して下さるのはまことに光栄な事。早さつ速そくご挨拶に参りました。よろしいですか？」

（どどどどど、どうしようっ。わたし、本物の巫女さんでもないし、すっごくまずいよね。それに将軍様ってとっても怖こわいって……）

　突然の将軍のご来訪。神主が慌てていたはずだ。もしみこが神田明神の巫女ではないとばれたら、お手て討うちものだ。だからといって今いま更さら逃にげる訳にはいかない。

（だ、黙だまってれば大丈夫。挨拶するのはきっと神主様だけだし。静かにしてなくちゃ……ああっ、でもわたし静かにするのが一番苦手だった！　ひぃぃぃぃ、どうしよう!!）

「上様。神主殿がご挨拶にお見えになりました」

　みこが神主に倣って頭を下げると同時に、がらっと襖ふすまが中から開いた。頭を下げたまま、目だけで前方を窺うかがってみる。すぐ近くに着流しの裾すそと白い足袋たびが見えた。将軍様の家来にも、こんな気安い恰好をした人がいるのだろうか。

「上様！　どうして座っていてくださらないのです」

　侍の焦あせったような声に、みこは慌てて目を伏ふせる。背中にも額にもどばっと汗あせが噴ふき出ていた。どうやらこの着流しの人物が将軍らしい。

「信津名。妹がそろそろ到とう着ちやくするぞ。山車はまだなのか？　さっさと準備しろ」

　声は低く落ち着いたものだった。だが、端はし々ばしに冷たい響ひびきも窺える。みこは肉食系の化か妖ようが放つ獣じゆう気きに身体からだをぶるりと震ふるわせた。今まで会った化妖達の中でも、この将軍から発せられる獣気は格別に強いものだ。気が弱い者なら、すぐに本ほん性しようを出して逃げまどうだろう。

（百ひやく獣じゆう国こくの将軍。誰よりも強く、化妖の頂点に立つ狼おおかみ。この方が……）

　顔を見てみたいと思った。一陸達の話では、銀色の狼が本性だという。幼い頃ころに会った竹次も、本性を顕あらわした時に銀色の輝かがやきを放っていた。おそらく光の加減で見み間ま違ちがえただけだろう、みこはずっとそう思ってきたが、それでも銀ぎん狼ろうだという将軍の事が気になっていた。

（まさか、そんなはずはないとは思うけど……でも将軍様を近くで見られるなんて機会はきっともうない。どうにかして顔を……）

　だが将軍の前では、許可されなければ面おもても上げられない。どうするかと悩なやんでいると、急に顎あごの下に手を入れられた。何事かと考える暇もなく、ぐいっと顎を摑つかまれて顔が上を向く。

　すぐ近くにあった二つの金色の瞳ひとみが、みこを睨にらむように見つめていた。銀色の長い髪かみと、透すき通るような白い肌はだ。きりりとした眉まゆに細い鼻び梁りよう。細身だが鍛きたえているのだろう。みこの顎を捕とらえた腕うでは、しなやかな筋肉に覆おおわれていた。

　だがみこが目を見張ったのは、家密の美しさにではなかった。

（あれ、似てる？　凜り々りしい目元とか、口元だってまっすぐな鼻筋だって……え、でも！）

「……神社の巫女みこにも、可か愛わいいのがいるな」

　驚おどろいた顔に気づかないのか、家密がくっと笑みを浮かべた。その笑みがみこには冷たく感じられる。家密が空いている左手でみこの赤毛を一筋捕らえ、口もとに押し当てた。

　再び浮かべた笑みは先さき程ほどよりももっと冷たくて、みこの背筋を震えさせるものだった。

「……いい匂においがする。〝うまそう〟な匂いだ」

　目を伏せた家密の言葉に、みこはすぐさまその手を振りほどいた。

「これっ、何をする！」

　神かん主ぬしが叫さけんだが、みこは後ずさって家密から離はなれようとした。恐きよう怖ふが身体を支配していた。家密が自分を見る目は、みこの血の匂いを嗅かいで本性をむき出しにした時の肉にく食しよく獣じゆうの目だ。

　それはまさしく、獲え物ものを狙う狼の目。

　怯おびえているみこを見て、信津名と呼ばれた侍が慌てて家密の前に進み出る。

「上様。大人しくするって仰ったじゃないですか。だからお偉えらい方達を説得してお連れしたんですよ。私の心労をこれ以上増やさないで下さいませ。女の子ならたくさんたくさん大奥にいるでしょう。大奥の女の子にはちっとも関心を示さないくせに、どうして炎華姫ひめとか巫女さんとかにはちょっかいだすんです。見てください。私、最近髪が薄うすくなってきた気が……」

　茶色の髪で結ゆった髷まげを撫なでながら嘆なげく信津名に、家密の目線が移った。鋭するどい視線から逃れられて、みこは思わずほっとする。

「きゃんきゃん吠ほえるな。うるさいぞ、信津名。お前の泣き言は聞き飽あきた」

　家密がみこから離れ、上座に敷しかれた分厚い座ざ布ぶ団とんにあぐらをかく。みこはその姿をじっと見つめた。髪や瞳の色、それに雰囲気はまったく違ちがうが、将軍は〝竹次ちゃん〟と顔立ちがよく似ていた。それに銀色の狼で、年も同じくらいだ。みこはそう考えてはっとした。

（化妖は子供の時と大人になってからでは髪や瞳の色が違う場合がある……。それに将軍様の幼名は竹たけ千ち世よだったはず。まさかそんなはずないって思ってたから気にした事なかったけど、竹次ちゃんと名前も似てる。よし、一か八ばちか確かめてみよう！）

　偶ぐう然ぜんにしては重なりすぎていた。心で決意していると、信津名がさっとみこに向き直る。

「大変申し訳ない。勝手な話だがこの事は内密にして欲しいんだ。相応の見み舞まいはするから」

　それがお金を払はらうという意味だと、さすがのみこにも判わかった。みこはすぐさま首を振ふる。

「見舞いなんていりません。でも、一つお願いがあります。これを……上様に」

　首からお守りを外して差しだすと、信津名が顔を綻ほころばせる。

「ああ、お守りか。でもずいぶん古ぼけているね。御ご利り益やくでもあるのかい？」

「見覚えがあるな。見せてみろ」

　家密の言葉にどきりとした。もしかしてもしかして、と心の中で何度も呟く。

　お守りを受け取った信津名が、家密の前に進み出て渡わたそうとした。だが家密は手に取る事はしなかった。顎で傍かたわらに置くよう指示を出す。そして片手で信津名達を追い払う仕草をした。

「お前達、しばらく席を外せ」

「えっ、ですが……」

「いいから行け。この娘むすめに少し話がある」

　命令は絶対なのだろう。信津名が心配そうにこちらを見つつも、他ほかの侍と神主を連れて、その場を後にした。誰だれもいなくなると、家密がすっと立ち上がる。みこは期待で胸が高鳴った。

（やっぱり……やっぱり竹次ちゃんなのかも。きっとわたしの事を覚えててくれたんだ！）

　たった一日遊んだだけの友達に会うなんて、無理だ無む謀ぼうだと周りに言われ続けてきた。それでもみこは諦あきらめなかった。その努力がやっと報むくわれるのかもしれない。

　家密は廊ろう下かに座るみこに近づくと、そのまましゃがみこむ。何を言おうかと戸と惑まどっていたみこの目の前で、ふいに右の袖そでをまくりあげた。それに目をやったみこは、ひゅっと息を吞む。家密の二の腕には大きな傷きず跡あとがあった。それが何を意味しているかは、すぐに判った。

「その傷、あの時の……。こんなにひどい傷を？」

　会えたなら、何を言おうかとずっと考えていた。会えた喜びをどう表そうか、また会おうと言った約束を守って江え戸どまで来たと言ったら、喜んでくれるだろうか。

　だがみこはそのまま唇くちびるを嚙かんで頭を下げた。あの日の後こう悔かいだけが心で渦うずをまく。夕焼けの空に飛び散った赤い血が、今でも目に焼き付いていた。

「ご……めんなさい。わたしのせいで……」

「……泣けば許して貰もらえる。そう思う女が一番面めん倒どうだな」

　冷たい声に身体がびくんと震えた。知らず知らずのうちに溢あふれそうになっていた涙なみだをぐっとこらえて、畳たたみにこすりつけるように頭を下げる。

　家密が怒おこっているのだと判っていた。何とかその怒いかりを解きたい。あの時のように優やさしく笑って欲しい。……いや、もう笑いかけてくれなくてもいい。とにかく許しを請こいたかった。

　だが家密が浮うかべたのは、背筋が凍こおるような冷ややかな笑みだ。

「もういい。面倒だと言っただろう。……そうだな。本当に謝る気があるなら、私と一いつ緒しよに来るか？　大奥に入って私の側室になるなら許してやってもいい。……お前からは食いたくなるぐらい、うまそうな匂いがするからな」

　再び顎を摑まれ、顔を上げさせられた。目を見張っていると、家密の顔が近づいてくる。何かと思う前に、家密の表情と同じ冷たい唇が、みこのそれに重なった。

「何をっ……！」

　顔を背そむけて唇から逃のがれる。家密の胸を押し返そうとしたが、反対にぐいっと引き寄せられて再び口付けをされた。奪うばうような激しい口付けは、驚きや恥はずかしさよりも怖さを感じた。胸をどんどんと叩たたき、やめてくれと合図する。それでも放してはくれない。それどころか叩くたびに口付けは激しさを増す。家密の舌が深く入りこみ、怯えているみこの舌に絡からみついた。

「んっ……ううっ」

　強く吸い上げられて、舌が家密の硬かたい歯に当たる。息もできない苦しさと恥ずかしさで、みこの顔が赤く染まった。ふいに顔を離した家密が、満足げに笑えみを浮かべる。

「……頰ほおを染めた顔もいいな。女はそうやって恥じらっている姿が一番可愛らしい。もっと私好みの顔にさせてやろう」

　やっと口付けから逃れられたが、家密がそのままみこを廊下に押し倒たおした。身体をよじって逃れようとしたが、馬乗りになった家密はびくともしない。

「嫌いやだっ！　何で、何でこんな事するの……！」

「何でだと？　謝ってくれるのだろう。口だけの謝罪はいらん」

　家密が首筋に顔を寄せた。そして綺き麗れいに整った白い歯で、みこの首筋に軽く嚙みつく。

「あっ……！」

　ぴりっとした痛みの後に、そこを舐なめられる生暖かい感かん触しよくがみこを襲おそう。覆い被かぶさろうとする家密の身体を、みこは両りよう腕うでで押し返す。腕がぶるぶる震えるほど力を込めたが、家密はそれを片手で軽々と払いのけた。そのまま家密の足が、みこの両足の間にぐっと割って入る。

（に、逃げられない……！　食べられちゃう……本当に食べられちゃうよ！）

　怖こわかった。大人になってしまった〝竹次ちゃん〟が何よりも怖かった。目の前の男は、きっとみこが血を流せばそれに反応する。本性を顕して、みこを頭から食べてしまうかもしれない。それが大人の肉食獣の本能だ。だがみこは恐怖を堪こらえて、必死で声を上げた。

「や、やめて！　食べないでっ。謝りたくて江戸に来たの。お願いだから……っ」

　抵てい抗こうしようと振り回した腕が、家密の頰をかすめた。爪つめが当たったのか、頰からうっすら血が滲にじみ始める。頰をつうっと一筋流れた赤い血を見て、みこは思わず身を竦すくませた。

「ご、ごめんなさいっ。怪け我がをさせるつもりじゃ……あっ！」

　怯ひるんだみこの両手を、家密が器用に右手だけで押さえつけた。そしてみこの袴はかまの帯を慣れた手つきで抜ぬき取り、両手を縛しばり上げる。腕の自由を奪った家密が、今度は乱れた袴の裾すそをまくり上げて、左手を忍しのび込ませた。

「私に二度も怪我をさせた罰ばつだ。本当なら打ち首だが、この吸い付くような肌に免めんじて、このぐらいで許してやろう。……柔やわらかで絹のように心ここ地ちいい肌だ。これもうまそうだな」

　ほくそ笑んだ家密が、顕あらわになった白い足をゆっくりと撫でた。そして身を起こして太ふと股ももの内側に顔を寄せる。きゅっと吸い付かれて、みこは大きく身体からだを震ふるわせた。

「あっ……！　た、竹次ちゃん、こんなの嫌だ！　竹次ちゃんはこんな人じゃない……」

「私をどんな人だと思っていたんだ？　子供の頃ころの私と今の私は違うぞ。手放しで再会を喜ぶと思っていたのか？……今ならお前が襲われた訳が判る。本当にいい匂いがするな」

　何度も太股に顔を寄せられ、そのたびにみこは身震いした。つきりと軽い痛みとともに、白い肌にいくつもの赤い跡あとがついていく。それを直視する事さえできず、必死で首を振った。

「お、怒ってるなら、殴なぐればいいでしょ。だから……！」

「女を殴る趣しゆ味みはない。……そうだな、ここが嫌なら違う所を味わうとしよう」

　金色の瞳ひとみが、みこの顔を覗のぞき込む。それが腹を空すかせた肉にく食しよく獣じゆうの目だと本能が囁ささやいた。家密が着物の襟えりをぐいっと摑つかむと、下に着ていた襦じゆ袢ばんが丸見えになる。白くて長い指が襦袢をはぎ、細い肩かたがむき出しになった。かっと顔を赤く染めたみこを見て、家密が満足げに笑う。

「子供の頃、あんなに元気のよかったみこが恥はじらう姿は格別だ。この顔は私しか見た事がないのだろう？　少しくらい抵抗してもかまわんぞ。それを押さえつけるのもまた楽しい。狼おおかみは狙ねらった獲え物ものは逃にがさない。それがこんなにうまそうな匂いを放っているのなら尚なお更さらだ」

　肩に食いつくように口を寄せられ、落ちてきた銀色の髪かみがみこの顔をなぶる。

「いたっ！　んっ……！」

　すぐにまた嚙みつくような痛みに襲われたみこは、身体を震わせて呻うめいた。顔を上げた家密の口元には、少しだけ長くて尖とがった犬歯が見え隠かくれしている。それが鋭い狼の牙きばを連想させて、みこは堪えきれずに涙を滲ませた。だが泣いても何も解決しない事ぐらい判っている。みこは大きく息を吸いこんで、心を奮い立たせた。そしてすぐ近くにある家密の顔を見み据すえる。
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「……子供の頃のことは悪かったと思ってる。怒ってるのもよく判ってる。でも、こんなことしたら、二度と竹次ちゃんとは会えなくなる。そんなのわたしは嫌だ！」

　家密が少しだけ動きを止めた。だがすぐに苦く笑しようして、みこの滲んだ涙を赤い舌で舐め取った。

「嫌きらわれるのは慣れている。うんと嫌いになるがいい。今は嫌ってもこうして可か愛わいがればすぐに私を好きになる。一度私を受け入れたら、甘えた声を上げて抱だきついてくるようにな」

　白い手が、襦袢に入りこむ。胸むな元もとにじかに家密の手の熱さを感じた。ぴったりとくっついた家密の身体も息づかいも何もかもが熱くてたまらない。

「あっ、何でそんな所……！　いやっ、いやだってば。触さわらないでっ」

　縛られたうえ、家密が身体の上に乗って押さえ込んでいるせいで、身じろぐ事しかできない。それでも必死で抵抗していると、家密がまたみこのすぐ目の前に顔を近づけた。

「暴れてないで、口を開けて舌を出せ。舐めてやるから。みこの舌は温かくて小さくて可愛らしい、気に入ったぞ」

　そのまま何度目かの口付けが降りてきて、家密の舌がみこの口中をまさぐった。必死で首を振ふって家密の唇から逃れる。睨にらもうとすると、家密がふいに微笑ほほえんだ。その顔が一いつ瞬しゆん、幼かった時の竹次の顔と重なった。

「いい子だ。やっと大人しくなったな。じっとしているのだ。そうしたら優しくしてやる。気持ちよくて流す涙を、お前はまだ知らないのだろう？　私が教えてやる」

　先さき程ほどの乱暴な仕草とはうって変わって、家密の手が優しく頭を撫なでた。だがすぐにその手が降りて、胸元深く入りこむ。そしてむき出しになった肩には歯を当てられた。

　肌はだには嚙みつく痛み、それとは裏腹に優しい手。けれど金色の瞳は、どう猛もうな肉食獣の鋭するどさを持っている。みこは訳が判わけらず混乱していた。それでも微笑む顔が一緒に遊んでいた時の竹次のように優しくて、それが怪我をさせてしまった罪悪感をみこの心に渦うず巻まかせた。

「……わ、判った。わたしも覚かく悟ごを決める。わたし、竹次ちゃんが大好き。許してくれるなら何だってする。だからもう、変なことしないでひと思いに食べて。痛くても我が慢まんするから」

　唇くちびるを逃れて横を向くと、家密が動きを止め、みこをまじまじと見つめた。そしてふいに優しい仕草で頭を撫でる。みこの頰に頰を合わせて、甘い声で囁いた。

「……確かにみこは初めてだろうから痛いかもしれない。だが安心しろ。私は慣れている」

　満足そうな声にぎゅっと目を瞑つぶる。怖くて怖くて仕方ない。それでも、これは償つぐないだ。

「は、初めてでも二度目でも痛いと思う。だって……腕うでとか足とか食べちゃうんでしょ？」

　覚悟は決めていたが、瞳におびえの色が混じってしまった。見上げると、家密が一瞬眉まゆを顰ひそめた。しばらく無言でみこを見つめていた家密は、やがて大きく息をついた。

「……食べる、という意味が違ちがうぞ、みこ。まあいい。どう違うのか一から教えるのも、初めての男である私の特権だ。……ふっ、お前がまだ知らない世界を教えてやろう」

　ほくそ笑んだ家密に、てっきり食べられると思い込んでいたみこは、目を見開いた。

（ち、違う？　違うってどういうこと？　わ、わたし、何されるの？）

　白い手が、襦袢の襟えり元もとから胸元深く忍び込み、柔らかなふくらみに触ふれた。ぐっと力をこめられて、息もできないほどの恥ずかしさがみこを襲う。食べられてしまうのも怖いが、何をされるのか判らないのも怖かった。みこはとうとう堪えきれずに、大声を上げる。

「ちょ、ちょっと待って！　食べるんじゃないなら、何する気なのっ。だ、誰だれか助けて！」

　昼日中の社務所の廊ろう下か。大声を上げれば、誰かに聞こえるかもしれない。みこがもう一度助けを呼ぼうと口を開きかけると、部屋の中からがらりと襖ふすまが開く音がした。覆おおい被さっていた家密が、身を起こして部屋の中を見つめる。

「……もう来たのか、春。今取り込み中だ。しばらくどこかに行ってろ」

　はっとしたみこは、顔を部屋の方に向けた。廊下で家密に押さえつけられているせいで、部屋の中は見えない。だが、障子越ごしに誰かが部屋の中で座ったのが窺うかがえた。その証しよう拠こに、廊下と部屋を隔へだてる障子の端はしから、金糸の入った豪ごう華かな打ち掛かけが見えている。

「は、春？　春ちゃんが来たの？」

　何とか起きあがろうとしたが、家密にぐいっと肩を押し戻もどされる。

「妹はもうすぐ嫁よめに行く。その前に江え戸どの名物を見せてやりたくて呼んだんだ。……もう子供の時とは違う。身分をわきまえろ」

　そういえば、水戸藩はんにお嫁に行くという清春姫ひめに山車だしを見せてやる為ために来たと、先程信津名が言っていた。ではその妹が春だったのだ。みこは家密に向かって必死で声を上げた。

「お願い、会わせて！　江戸に帰ったら殺されるって言ってたでしょ。ずっと心配で」

「あの時は跡あと目め争あらそいでもめていたからな。命の危険があったからあの村に避ひ難なんしていたんだ。なのにまったく関係ないお前のせいで、私は怪我をした。いいか、妹はあの時の事を怒おこっている。妹は常々お前とまた会ったとしても、口もききたくないと言っていた。そうだろう、春」

　家密が声をかけると、障子に映った影かげが頷うなずくのが見えた。みこはその光景に愕がく然ぜんとする。

　抵抗をやめたみこと、障子の向こうにいる春を交こう互ごに見つめ、家密がふうっと息を吐はいた。

「……邪じや魔まが入ったな。もういい。さっさと帰れ。気が失うせた」

　家密がみこの手を縛っている帯を解ほどいて、身体の上から退どいてくれた。みこは呆ぼう然ぜんとしたまま、それでも立ち上がる。そしてぐっと唇を嚙かみしめて、家密と障子の向こうにいる春に頭を下げた。はだけた着物をかき合わせながら廊下を駆かけ出したみこは、混乱した頭でぐるぐると色んな事を考えていた。だが、一つだけはっきりしている事がある。

　会いたいと、もう一度三人で遊ぼうという約束を大事に思っていたのは自分だけだったのだ。
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　神田明神を出て、みこはひたすら走っていた。溢あふれそうになった涙なみだをぐっと堪こらえる。

「ううっ、判ってたはず！　会いに来たら迷めい惑わくかもしれないって。だから泣かない。泣かないったら泣かない……あっ！」

　何かに躓つまずいたのか、がくっと身体が前に傾かたむいた。最悪な事に転んだ先は水たまり。びしゃりと泥どろ水みずに顔を突つっ込んでしまう。泥だらけになった自分を見て、みこはまた情けなくなった。

「ううっ、今日は厄やく日びだ。もうわたしの人生はお先真っ暗。……子供の時の約束なんて後生大事にしてるのは、わたしだけなんだ。大人になったらみんな変わっちゃう。こんな大きな町で、たくさんの人に囲まれて生きてたら、田舎いなかで会ったちっぽけなわたしとの約束なんてどうだってよくなっちゃうんだ。しかもしかも……」

　泥だらけの顔を上げると、辺りにいる人々が何事かとこちらを見つめていた。だが周りを気にする余よ裕ゆうなんてこれっぽっちもない。みこはそっと唇に手を当てた。奪うばうように口付けた家密の冷たい唇の感かん触しよくが、まだ鮮せん明めいに残っている。

「初めてだったのにー!!」

「何が初めてなんだよ」

　ふいに声をかけられて、座り込んだままふり向くと、相変わらず派手な登り竜りゆうの着物を羽織った二海が立っていた。みこは慌あわてて袖そでで涙を拭ぬぐう。

「に、二海！　どうしてここに？」

「衣い装しようの相談をしに百ひやく獣じゆう国こく橋ばしの呉ご服ふく問屋に行く途と中ちゆうだ。お前こそ何だよ、その恰かつ好こうは。そういや、お前一陸と一いつ緒しよにこそこそ出かけただろ。何でこんな所にいるんだ？」

　必死で走っているうちに、いつのまにか百獣国橋の近くまで来ていたようだ。自分の姿を見ると、泥だらけの巫女みこ姿のままで、しかも草ぞう履りを履はき忘れていた。汚よごれた足袋たびに目をやると、急に足の裏がずきずきと痛み始める。

「こそこそなんてしてない。ちょっと用事があっただけで……」

「ふーん。それにしても泥だらけじゃねぇか。……おい、何で着物がはだけてるんだよ」

　二海が一瞬、視線を鋭くさせた。みこははっとして慌てて着物の襟をかき合わせる。

「な、何でもない。わたしと関かかわらない方がいいよ。今日は人生で最悪の日なんだから。最悪なわたしに関わると、二海にもその最悪が移っちゃう」

　膝ひざを抱かかえて答えると、二海が肩を竦すくめた。そして膝をつき、懐ふところから手ぬぐいを取り出す。

「ほら、上を向け。顔を拭ふいてやるから。まったくお前はもう少し身なりをかまえよ。いくら襦じゆ袢ばんを着てるからって着物をはだけたまま道を走ってるんじゃねぇ。……誰かに何かされたのか？　もしそうなら俺がそいつをぶっとばしてやる」

　二海の視線が鋭さを増した。顔を拭いてもらったみこは、慌てて両手と首を同時に振る。

「ううん。何でもないよ。何でもない……何でも……うっうっ」

　言いながら、先程の家密の冷たい顔が頭に浮うかんで、ふいに嗚お咽えつがこみ上げた。ひっくひっくとしゃくり上げると、二海がかっと目を剝むく。

「何なんだよ！　何をされたんだ。ちゃんと言え！」

「言えない事だよーっ」

　将軍に冷たくあしらわれ、口付けされたなんてとてもじゃないが話せない。二海がみこの答えを聞いて真っ青になった。

「い、言えない事？　言えない事って何だよ。まさかあんな事とかこんな事とかか？　もしかしてもしかして、着物全部剝かれたのかっ」

　いつも余裕の態度を崩くずさない二海が、辺り構わず大声を上げた事に、みこは目を丸くする。二海はそのまま頭を抱えて、独り言のように叫さけび続けた。

「着物剝かれて、よいではないかとか言われたのか？　くるくる独楽こまみたいに回されながら帯を解かれたのか？　一緒に風ふ呂ろに入れとか無む茶ちやな事言われたのか！」

「違うよ！　二海、妄もう想そうが暴走してるって。口付けされただけで……」

「口付けっ。口付けされたのか！　何だそりゃっ。ぶっ殺す。まじでぶっ殺す。あの野や郎ろう！」

「あの野郎ってどの野郎か判ってないでしょ。もういいよ。あれはわたしも悪かったんだから。あれは口付けじゃない。事故と一緒。だからもう落ち着いて」

　必死に宥なだめると、二海が憤ふん怒ぬの形相のまま、みこの両りよう脇わきにさっと腕を入れた。そのまま軽々と、みこの身体からだを肩かたに担かつぐ。

「な、何するの!?　降ろしてよ、二海っ」

「……その着物もそいつに触さわられてるだろ。とりあえず着き替がえるぞ。話はそれからだ」

　強ごう引いんな二海に逆らって身じろいだが、どうやら放してくれる気はないらしい。

（もういいや。どうなったって。これ以上最悪な事にはならないだろうし）

　ふうっと息をつく。息と一緒に肩の力も抜ぬけていく気がした。江戸でたった一人きり。頼たよれる人もいない旅は、みこを精神的にも肉体的にも追い詰つめていた。それでも兄きよう妹だいに会うまではと気を張っていたが、ここにきてその目的もみこの思いとは違う形で成じよう就じゆした。ただ、疲つかれだけが身体を支配している。みこは二海に担がれたまま目を瞑った。そうすると身体がゆらゆらと揺ゆれる感じが強くなる。それが心ここ地ちいいと感じた。

（いい匂においがするなぁ。何の匂いだろ。どこかで嗅かいだ気がする……）

　考えようとしたが、襲おそってくる睡すい魔まに勝てなかった。眠ねむるつもりはなかったのに、ついうとうとしてしまう。二海の大きな手が、みこの身体を支え直してくれたのが判わかった。




「おい、みこ。起きろ」

　みこは揺さぶられてはっとした。目を開けると、まだ二海に担がれたままだった。辺りを見回すと丁でつ稚ちや商人が出入りする大おお店だなが並んでいた。二海はそのまま、その一つに入っていく。

「二海、店の人達がすんごく変な目で見てる。そろそろ降ろして」

　背中を軽く叩たたいて降ろしてもらう。店の土間は綺き麗れいに掃そう除じされていて、足袋でも痛くなかった。ほっとしていると、店の奥から主人らしき男が愛あい想そのいい笑えみを浮かべて出てきた。

「おや、いらっしゃいませ、二海さん。衣装の事ですか？」

「ああ、その前にこいつに着る物見繕ってくれよ。襦袢も全部新しいのにしてくれ。今着てる着物は跡あと形かたもなく燃やしていいからな。それと新しい足袋と草履に、あと小物も置いてたよな。巾きん着ちやくの可か愛わいいのがあっただろ。それとかんざしと……」

「い、いらない。今日はお金も持ってないし」

　みこは慌てて両手を振ふった。お金の入った巾着は芝しば居い小屋に置いてきている。それにこんな大店で着物を買ったら高いだろう。そう思って断ったが、二海は取り合ってくれなかった。

「金なら心配するな。とにかく着物を着替えろ。……お前、今日は最悪な一日だって言ってたな。俺がその最悪を最高に変えてやる。うんと楽しい一日にしてやるからまず着替えろ」

　二海がぽんっと頭に手を置いてくれる。大きな手で撫なでて貰もらうのは気き恥はずかしかったが、何だか心地よくもあった。二海がみこをじっくりと眺ながめながら、店主に話しかける。

「着物は春の色にしてくれ。こいつに似合うのは、菜の花色とか萌もえ葱ぎ色いろだろう。細い帯はもう流りゆう行こう遅おくれだ。太い帯をびしっと締しめて、中に着ける半はん襟えりもうんと派手に」

「いい見立てですね。お嬢じようさんは可愛らしいから、菜の花色がいいでしょう。本当は注文を受けてから仕立てるから時間がかかるんですが、何とか都合致いたしましょう。さあ、こちらに」

　みこは店主に案内され、店の奥へと足を踏ふみ入れた。そして口を挟はさむ隙すきもなく、そこにいた女性に泥だらけの着物を脱ぬがされ、あれよあれよという間に着替えさせられる。

　着付けられたのは、菜の花色の地に大輪の牡ぼ丹たんの柄がらが入った着物だ。首くび許もとに覗のぞく着物の下に着ける半襟は藤ふじ色いろで、太めの朱色の帯には金糸で波がうねっているような柄が入っている。

「まあ、可愛らしい。いいわね、二海さんに着物を見立てて貰うなんて。うらやましいっ」

　女性に背中を押されるようにして店先に戻もどると、二海が着替えたみこを見て、ひょいっと眉まゆを上げた。

「馬ま子ごにも衣装だな」

「誉ほめたの？　貶けなしたの？　どっち？」

　口を尖とがらせると、二海が苦く笑しようしながら持っていた銀色のかんざしを頭にさしてくれた。
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「たまには女の子らしい恰好もしないとな。たんぽぽみてぇだな。似合うよ」

　手放しの誉め言葉に、みこは顔を赤らめる。二海がこういう言葉を惜おしまないのは、きっと二枚目役者だからだろう。判ってはいるが、面と向かって言われるとさすがに照れくさい。

　頭に手をやると、かんざしからぶら下がった鎖くさりのような物に触ふれた。いつもお琴がしているびらびらかんざしとよく似ているようだ。

「お琴が来るたんび、かんざし見てただろ。お前が欲しいなら、いくらでも買ってやる」

　二海に気づかれていたと知って、みこはまた顔を赤らめた。可愛いと思ってこっそり見ていたのは本当だ。だが人の物を欲しがるなんて不作法だということぐらいは判っていた。

「ほら、気をつけて降りろよ。いつもの袴はかまみたいに、がばっと足を広げられないんだから」

「ひどいっ、袴の時だって、足を広げたりしてないし」

　ぷうっと頰ほおを膨ふくらませると、二海が苦笑した。みこはすぐに同じように笑って、差しだされた二海の手を取り、土間に用意されていた赤い鼻はな緒おの草履を履いた。

「さあ、今日は休みだし、遊びに行こうぜ」

　二海がみこの手を握にぎったまま店を出る。大おお股またの二海についていくのは大変だ。小走りになっていると、いつのまにか二海が足を緩ゆるめてくれた。男の人と手を繫つなぐなんて初めてで、みこは少しだけ俯うつむいて、小声で話しかけた。

「あ、あの、二海。恥はずかしいし、手を放してほしいなぁなんて……」

「駄だ目めだ。はぐれたらどうする。お前方向音おん痴ちだから、一人で芝居小屋まで帰れないだろ」

　もっともな事を言われて、うっと言葉に詰まった。二海が握っていた手にぐっと力を込める。

「絶対に放すなよ。また転んで泥どろだらけになったら嫌いやだろ。……ちゃんと守ってやるからな」

　ほりの深い顔で微笑ほほえまれて、みこはまたしても顔を赤らめた。

「そ、そんな事言うなんて、いつもの二海じゃない」

「いつもの俺ってどんなだよ。いつもの俺も今日の俺も全部俺だよ。今日はみこと一緒に最高の一日を過ごすのが俺の役目だ。せっかくなんだから楽しもうぜ」

　二海はかなり機き嫌げんがいいようだ。鼻歌まで聞こえはじめて、みこは思わず首を傾かしげる。

　そのまましばらく歩いて、ようやく手を繫ぐのに慣れてきた頃ころ、ふいに二海が足を止めた。

「さあ、ついたぞ。隅すみ田だ川がわの名物、桜並木だ」

「わあっ、桜の木がいっぱい。もうすぐ咲さくね！」

　川の土手にずらりと並んだ桜の木に、みこは感かん嘆たんの声を上げた。桃もも色いろのつぼみは、五分ぶ咲ざきといった所。さわやかな春の風に吹ふかれて、桜の香かおりが辺りに漂ただよっている。土手は花見客でいっぱいだ。みんな酒や花見弁当に舌した鼓つづみを打ち、わいわいと楽しそうだった。

「見事だろう。お前に見せてやりたかったんだ。そうだ、俺達も舟ふねに乗って桜見物するか？」

　二海が川に浮かんだ舟を顎あごで示す。舟で桜見物も楽しそうだが、みこは首を振った。

「ううん、歩きたい。この桜がどこまで続いているのか見てみたい」

　桜並木は永遠に続いているように思えた。こんなにたくさんの桜を見たのは初めてだ。

「わたし桜が一番好き。あ、みてみて。子供達が羽子板やってる。わたし羽子板も大好き」

「やってみるか？　俺も得意だぜ」

　二海の言葉に目を丸くする。二海が羽子板をしている姿なんて、あんまり想像がつかない。

「いいよ。羽子板って女の子の遊びでしょ。二海が小さな羽子板を振り回してる姿なんて、ごひいきの女性客が見たらびっくりしちゃうよ」

「そうか……。じゃあ、歩いてみるか。屋台も出てるから、食べたいものがあったら言え」

　少しだけ残念そうに肩を竦すくめた二海が、道沿いに並んでいるいくつもの屋台を顎で示した。いつもなら珍めずらしくて目を奪うばわれるが、今のみこの目は桜のつぼみに釘くぎ付づけだ。それに気づいたのか、二海が桜の枝を指さした。

「桜が欲しいなら、一枝折ってやろうか？」

「ううん。花は自然に咲いてるから綺麗なんだよ。だから手た折おっちゃ駄目」

　幼い頃、春に同じ事を言われてたしなめられた。花が可か哀わい想そうだと言った春の優やさしさが今でも忘れられない。だからみこもそれ以来、桜だけでなく自然に咲いている草花を手折らないようにしていた。みこの言葉に目を丸くした二海が、すぐに苦笑する。

「……そうだな、確かにそうだ。じゃあ、花より団子って事で、茶屋で一休みしようぜ。ずいぶん歩いたから疲れただろ」

　確かにちょうど歩き疲れた頃だった。それに実は少々お腹なかも空すき始めている。みこは二海に手を引かれて茶屋に入り、店先の長なが椅い子すに腰こし掛かけた。すぐに茶屋娘むすめが奥から飛び出してくる。

「わあっ、二海さんだっ。本物だ！　あたし、二海さんの舞ぶ台たいをこの間見に行って……」

「おうっ、ありがとよ。ええっと、せっかくの花見だから桜づくしといくかな。桜湯とさくら餅もちを頼たのむ。二つな」

　茶屋娘が何度も頷うなずいて店の奥に入る。息をつく間もなく、すぐに桜湯とさくら餅が出てきた。

「どうぞっ。ゆっくりしていって下さい！」

　茶屋娘がおじぎして、店の奥に引っ込んだ。だがこっそりとこちらを見ているようで、突つき刺ささるような視線を背中に感じる。それでも二海は気にした様子もなかった。

「二海って堂々としてるよね。目立つのって嫌じゃないの？　さっき歩いてた時も、二海に見み惚とれてぼうっとして立ちつくしてた女の人がたくさんいたでしょ」

「別に。俺達の商売は目立ってなんぼだからな。道を歩くだけで注目が集まるなんて結構な事じゃねぇか。注目されるのは、華はながある証しよう拠こだ。華ってのは役者に一番必要なもんなんだよ」

　長椅子に腰掛けて足を組んだ二海が、湯飲みを持ってぐびりと飲んだ。その姿さえさまになっていて、まるで浮うき世よ絵えのようだった。きっと華があるとはこういう事なのだろう。舞台に立てば、その華は大きく咲き誇ほこるに違ちがいない。

「役者ってすごいね。でも、自分の生活まで他人に見られているようで嫌じゃない？　だって、隠かくし事一つできない気がする」

　毎日毎日ひいき客達の目にさらされて、二海は息苦しいとは思わないのだろうか。みこは田舎いなかでの生活をちらりと思いだした。同じ人とばかり顔を合わせ、目立つ事をすればすぐに噂うわさになってしまう。そんな生活にうんざりしていないといえば噓うそになる。

「いいや。……そうだなぁ、たとえば俺が、何かすごい秘密を持ってるとするだろ。そうそう、俺が実は大おお泥どろ棒ぼうだったとする。だけど、こそこそして隠れてたら余計目立つんだよ。逆に堂々としていれば、案外誰だれも気づかないもんさ。俺にだって、本当は誰にも言えない隠し事の一つや二つはあるけど、それに気づいた奴やつは今まで一人だっていやしない」

　自信に満ちた二海の顔を見て、みこは思わず感心した。

「やっぱり二海はすごいね、その度ど胸きようは羨うらやましい」

「お前だって度胸は相当あると思うぞ。なんたって侍さむらい六人相手になぎなた振るうくらいだ」

「うっ……あれはあのおじさん達が、あんまり無む茶ちやな事を言うからさ……。でもあの時は助けてくれてありがとう」

「何だよ、改まって。そんなに素す直なおに礼を言われると、こっちが驚おどろくだろ」

「だってずっとお礼を言いたかったんだ。本当は……あの時ちょっと怖こわかったから」

　俯いて呟つぶやくと、二海がぽんぽんと頭を撫なでてくれた。

「女の子らしい事言うじゃねぇか。大だい丈じよう夫ぶ、お前は何にも心配いらねぇ」

　そのまま二海が、みこの頭をぐいっと引き寄せた。二海の胸に顔を埋うずめる形になって、みこは驚いて身じろぐ。だが、二海は反対の手で口元に指を当てて、静かにするよう合図した。

「いいか、困ったり怖い事があったら、俺に必ず言えよ。お前は元気はいいけど、肝かん心じんな時に他人に弱音を吐かねぇだろ。……一人で布ふ団とんで泣いたりするなよ」

　まさか、一人で泣くくせを二海は知っているのだろうか。驚いて目線を上げると、すぐ近くに二海の顔があった。じっと見つめられて、みこは思わずどきどきしてしまう。

「俺はお前の力になる。何でも相談しろ。俺に隠し事はなしだ。泣きたいような事があったら、必ず俺の所に来い。俺の胸で泣けよ。それを約束するまで放してやらねぇ」

　本気なのか冗じよう談だんなのか、二海がみこの身体からだを両りよう腕うでで抱だいて、あやすように揺ゆさぶった。

「は、放してよ、二海。みんなが見てるって」

「他人が気になるのか？　俺は全然平気だぞ。目立ってなんぼの役者だからな。それより、約束しろって」

　どうやら、うんと言うまで放してくれそうにない。みこは何度も何度も頷いた。

「判わかった。約束するって。だから放して」

　二海が満足げに頷いて、やっと腕を解ほどいてくれる。だが、すぐにみこの左手を握った。

「何で手を握るわけ？」

「握りたいから。お前、普ふ段だんは男みたいに荒あらっぽいけど、やっぱり女の子だな。柔やわらかくて気持ちいい。お前からはいい匂においがするよ。何かこう……酔よっちまうような匂いだ」

　目を細めた二海に愛いとしげに見つめられ、みこはどきりとする。うまそうな匂いだと家密に言われたのを思いだしたのだ。

（も、もしかして、わたしの体たい臭しゆうも、血や料理みたいに肉にく食しよく獣じゆうの理性を狂くるわせる何かがあるとか？　だから竹次ちゃんも変な事したり、二海もおかしくなってるのかも。だってこれじゃまるで恋こい人びとみたいだし。どう考えたって変よね）

　みこは慌あわてて自分の腕をくんくんと嗅かいでみる。特別何も匂いはしないが、もしかしたら肉食獣だけにしか判らない何かがあるのかもしれない。

「何やってるんだよ。自分の腕より、この桜湯の匂いを嗅いでみな」

　二海が湯飲みを渡わたしてくれる。みこはあいている右手で、湯気が立つ湯飲みを受け取った。二海に見つめられつつ、熱々の桜湯にふうふう息を吹きかけて、一口飲む。

「おいしいっ。桜湯って桜の香りがほんのりするね」

「桜の花びらが一枚浮うかんでるのが風流だな。みこ、さくら餅も食えよ」

　差しだされた皿には、緑の葉を被かぶせた桃色のさくら餅が二つ載のせられていた。

「可か愛わいい。食べるのがもったいないな。でも食べないと味が判らないし……」

　悩なやんだ末に、みこは添そえてある竹たけ串ぐしでさくら餅を小さく分けて口にした。もっちりとしていて、口中にあんこの甘さが広がる。じっくりとそれを味わうと、自然と顔が綻ほころんだ。

「おいしい～。雅みやび様にも食べさせてあげたいなぁ」

「雅って誰だ？　様なんて敬けい称しようつけて呼ぶって事は、奉ほう公こう先の主人か？」

　ふいに二海に聞かれ、どきりとした。みこは俯うつむいて小さく頷く。

「う、うん。そう」

　あまり聞かれたくない話だ。二海にも隠し事の一つや二つがあるように、みこにも知られたくない事はある。何でも話すと約束したが、これは言う訳にはいかない。黙だまっていると、二海が少し間をおいてゆっくりと口を開いた。

「……なぁ、お前、人ひと捜さがししてるんだろ。それで今日は出かけたのか？」

　二海の言葉で、みこは神田明神での事を思いだした。あまりにも衝しよう撃げき的な出来事で、考えることを頭が拒きよ否ひしていた。だが辛つらいからといって、このままではいけない。みこは自分の気持ちを整理する為ためにも、ゆっくりと話し出した。

「うん。捜してる人には会えた。謝りたい事があったんだけど、それもちゃんと伝えてきた」

　なるべく明るく声を上げようとしたのに、やはり小声になってしまう。

「そいつに、ひどい事されたのか？」

「……ひどい事っていうか、子供の頃ころの事をまだ怒おこってるみたいで。あ、でもそれはわたしが悪いんだ。わたしのせいで怪け我がさせちゃったから。でも一ついい事もあった。捜してたのは幼なじみの兄きよう妹だいなんだけど、一番気になってた妹の春ちゃんにも会えたんだ」

　ふいに眉まゆ根ねを寄せた二海が、口元に手を当て首を傾かしげる。

「春ちゃんに会えたのか……。そうか、良かったな、会えて」

「うん、春ちゃんてね、すごい美少女なんだ。初めて会った時、桜の木の下にいたの。わたし、最初は桜の精なのかって思っちゃった。春ちゃん……あの時、江え戸どに帰りたくないって泣いてた。帰ったら殺されるかもって。わたしそれが気になってて。竹次ちゃんに会って謝って、春ちゃんが無事なのかって聞きたかった。でも二人とも無事だったし、それは安心した。そうそう、春ちゃんって今度お嫁よめに行くんだって。幸せになってくれるといいなぁ」

　竹次達に会いたくて江戸に来た。三人でもう一度遊ぶと約束したから。それは噓うそ偽いつわりない気持ちだ。だけど、それだけだったらみこは、一人で江戸に来ようとは思わなかったかもしれない。本当はみこが江戸に来たせいで、たくさんの人達に迷めい惑わくをかけているのだ。

「わたしね、春ちゃんが本当に危ない目にあってるんだったら、田舎に連れて帰ろうって思ってたんだ。春ちゃんは泣き虫だしか弱いし、守ってあげなくっちゃって。だからわたし、なぎなたも護身術も習ったんだよ。うんと強くなって、春ちゃんを助けたかった。……でも、わたしがそんな事心配しなくてもよかったみたい」

　もうすぐ水戸藩はんにお嫁よめ入いりするという春。成長した姿は見られなかったけれど、きっと綺き麗れいになっているに違いない。将軍家密の妹なら、誰も粗そ末まつには扱あつかわないだろう。みこの助けなんて、毛ほどもいらないはずだ。二海が考えこんでいるみこを見つめて、ふいに頭をかいた。

「まあ……お前の人捜しが無事にすんでよかった。それより、その兄貴の方にひどい事されたんだろ？　本当に大丈夫だったのか？」

「うん、大丈夫。ちょっとびっくりしたけど」

「口付けされたんだろ。いやにあっさり許すんだな。……そいつに惚ほれてたのか？」

　二海の顔が、ちょうど通りの向こうにある桜を見つめていた。顔は涼すずしげだが、みこの手を握にぎっている手がずいぶんと熱かった。

　みこは二海の横顔を見つめて首を傾げる。〝惚れてる〟とは、好きという意味だろうか。

「うん、好きだよ」

　あっさりと頷うなずくと、二海が勢いよくこちらに顔を向けた。

「ええっ、やっぱり好きなのか！　そ、そうか、やっぱり好きなのか……そうか。そうだよな、好きじゃなかったら、わざわざ江戸まで来て捜すはずないもんな」

　がっくりと肩かたを落とした二海に、みこはにっこり笑いかけた。

「うん、大好きだよ。竹次ちゃんも春ちゃんも！」

「んんっ？　ちょっと待て。何で春ちゃんが出てくる。好きなのは竹次って兄貴の方だろ？」

　すぐさま顔を上げた二海が、慌ててみこに詰つめ寄る。二海が何を焦あせっているのかよく判らなかったが、みこは笑えみを浮かべて大きく頷いた。

「だから、竹次ちゃんも好きだけど、春ちゃんも同じくらい好きなの。わたし、子供の頃から事情があって、人ひと里ざと離はなれた小さな村で暮らしてて、同じ年とし頃ごろの友達もいなかった。二人は初めて出来た友達。色んな遊びを教えてもらったよ。たった一日だったけど、すごくすごく楽しかった。走り回って遊んだのなんて、あれ一回きり。もう一度遊びたかったな。三人で……」

　二海の表情が、何やら戸と惑まどっているようにみえる。喉のどが渇かわいているのか、しきりに湯飲みを持って桜湯を飲んでいた。

「わからねぇな。それは惚れてるとは違ちがうだろ。ただの友達の好きだろ」

「友達の好きと〝惚れてる〟は違うの？」

　真面目まじめに聞いたのに、二海がぶっとお茶を吹ふきだした。そしてまじまじとみこを見つめる。

「そ、そりゃ、違うんじゃないかな？」

　ふーんとみこは頷いた。二海の言っている意味がよく判らない。友達の好き以上の好きなんてあるのだろうか。みこにとっては竹次と春の兄妹が、この世で一番〝好き〟なのだ。

　首を傾げているみこを見て、二海がぼそっと呟いた。

「お前は相変わらず浮うき世よ離ばなれしてるな」

　またしてもみこは首を傾げた。浮世離れとはなんだろう。知らない言葉だった。そんなみこの様子に気づいたのか、二海がこほんと咳せき払ばらいする。

「それより、人捜しが終わったなら、お前は田舎いなかに帰るのか？」

「うん。明日あした帰ろうと思う。用事がすんだらすぐに帰って来いって言われてるし。……でもみんなと別れるの寂さみしいな……」

　呟つぶやくと、二海がみこの肩に手をやり、自分の方へと身体からだを向かせた。すぐ間近にある二海の顔がふいに真しん剣けんなものとなる。二海はみこの目を見つめ、何かを思いきったように口を開いた。

「……なぁ、このまま、江戸にいたらどうだ」

　突とつ然ぜんの言葉に目を見開くと、二海がゆっくりと微笑ほほえんだ。

「お前の飯、うまいからさ。俺が正式に雇やとうよ。住む所だって俺達と一いつ緒しよじゃやだって言うなら、木こ挽びき町ちようの中で安全な所を見付けてやるし。ちゃんと給料も出すしよ。田舎の奉公よりずっといい金になるはずだぜ。そうしたら、一陸や空三や木挽町のみんなも喜ぶ。みんなお前の事を気に入ってるからさ。……俺もお前がいてくれると嬉うれしいし」

　二海の顔がやや朱しゆに染まっている。そうしてみると、二海が可愛らしく思えた。かなり年上だろうと思っていたが、本当はそんなにかわらないのかもしれない。

　みこも笑みを返した。だが、二海のように優やさしくは笑えなかった。

「……ありがと。でも帰らなくっちゃ。田舎で待っている人がいるんだ」

　申し出は何より嬉しい。短い間だったが、二海も木挽町のみんなもうんと親切にしてくれた。それでも帰らなければならない理由がある。みこの決意は固かった。二海はそうか……とだけ呟いて俯く。だがすぐに顔を上げ、みこのすみれ色の瞳ひとみを覗のぞき込んだ。

「じゃあ、明後日あさつての祭りの最終日にある奉ほう納のう芝しば居い。あれは見ていってくれよ。神田明神の奉納芝居に出るのは、江戸一番の役者だって認められた証しよう拠こだ。俺はな、それが嬉しいんだ。……俺、肉食系だろ。気づいてるかもしれないけど、侍さむらいの家の出なんだ。ガキの頃はそこそこ裕ゆう福ふくな暮らしをしてた。でも色々あって……。大人達の思おも惑わくってやつに巻き込まれて、結構辛い子供時代だったんだぜ。まあ、今の世の中、よくある話だけどよ」

　二海の生おい立ちを聞くなんて初めてだ。みこは黙ったまま耳を傾かたむける。

「今だったら笑っちゃうような話だけど、家にいた時は、何の為に生まれてきたのかってよく考えてた。自分のやりたい事一つ言えなくてさ。この俺がだぜ、大人の顔色見て、びくびくしながら暮らしてた」

　今の二海からは想像もできない話だ。見つめると、二海がふっと微笑んだ。

「何もかも嫌いやになって家を飛び出て、その時俺についてきた一陸と空三と一緒に木挽町に住みついて。最初は用心棒みたいな事してさ。その時、初めて歌か舞ぶ伎き芝居を見たんだ。荒あら事ごとの演目で、主人公が悪人をやっつけるんだ。すげぇかっこよくて、俺もやってみたいって思った。何かをやりたいなんて、自分から思ったのは初めてだったよ。それから見よう見まねで稽けい古こして、木挽町のみんなも協力してくれて。やっとここまで来た。明後日の奉納芝居は俺が……いや、俺だけじゃなくて、一陸や空三や協力してくれた木挽町のみんなが今まで頑がん張ばってきた集大成だ。だからみこにも見て欲しい。明後日の芝居は、俺が今まで生きてきた証あかしなんだ」

　二海の真剣な表情にみこの胸がかっと熱くなった。この情熱に、この真剣な想おもいに応こたえたい。

「……判った。明後日まではお世話になるよ。わたし、まだ二海たちのお芝居ちゃんと見た事ないし。それに……」

　みこはそこで言葉を句切り、二海を見つめてにんまり笑った。

「よく考えたら、わたしの料理で二海の本ほん性しようを出させるって勝負が、まだ決着ついてないもんね。残り時間は少ないけど、絶対に負けないんだから！」

　びしっと指を突つき付けると、一いつ瞬しゆんきょとんとした二海が、声を上げて笑った。

「あっははは。まだその勝負続いてたのか。ようし、じゃあ俺は絶対にお前に負けたりなんかしない。せいぜいうまい物作ってくれよ」

　美味おいしい料理を作る。それがきっと、みんなの為ためにみこができるただ一つの事。みこは二海と一緒に声を上げて笑いながら、心の中で願っていた。

　どうかどうか、明後日の芝居がうまくいきますように、と。
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「ねぇ、煙助。おそば屋の屋台が出てたっていう魚市はまだ？」

　みこは、百ひやく獣じゆう国こく橋ばしを渡わたって大通りを歩く煙助の背中に向かって、声をかけた。

「もうすぐやと思うで。せやけどみこも律りち儀ぎやな。騒そう動どう起こしたそば屋に謝りに行くなんて」

　煙助が少しだけこちらを向いて、肩を竦すくめる。彼がみこを訪ねてきたのは、昼食を作り終えて一休みしていた時だ。煙助と初めて会った時、うっかり血を流して狐きつねの化か妖ように襲おそわれてしまった。その時迷めい惑わくをかけたそば屋の主人に謝りたいとみこがもらしたのを聞いて、わざわざ百獣国橋近くの魚市で屋台を出していたそば屋を見付けてきてくれたのだ。

「だってあの騒さわぎはわたしのせいだもん。おそばの代金も払はらわないとって気になってたんだ。でもごめんね、ついてきてもらっちゃって。一人だと迷わず辿たどり着く自信なくて」

「そうやなぁ。彷徨さまよったあげくに、そば屋を見付けるどころか帰り道も判わからんようになって、泣きながら役人に連れて帰ってきてもらうってのがオチやな」

「ひどい！　否定はできないけどっ」

　頭を抱かかえて叫さけぶと、煙助がわははと声を上げて笑う。肩を竦めつつ、みこは足を速めた。

「ちょっと急ごう。二海達、稽古で忙いそがしそうだったから、邪じや魔ましちゃいけないと思って黙だまって出てきたんだ。今日は遅おそくまで稽古らしいから、夕飯も四十人分作らないといけないし。ああ、明日はとうとう奉納芝居だね。わたし、お芝居見るの初めてだから、すっごく楽しみ！」

「……せやけど、芝居が終わったら田舎に帰るんやろ。相方のみこがおらんようになったら、誰だれがわいのぼけにつっこむねん。ごっつい寂しいわ」

　珍めずらしくしんみりした声が聞こえて、みこも少しだけ俯うつむいた。よく考えてみれば、こうしてゆっくり煙助と話せるのも最後かもしれない。

「うん、わたしも寂しい。こうして煙助と歩いてると、最初に江え戸どに来た時の事を思い出すね。何だか懐なつかしい気がする。ついこの間なのに」

　それはほんの数日前の事だ。初めての江戸。初めて見るたくさんの化妖達。あまりに賑にぎやかな光景に、みこは興奮して我を忘れていた。

「わたし、あの時煙助に会えてよかった。最初は財さい布ふをすられそうになったっていう変な縁えんだったけど、でもわたし一人だったら、きっと右も左も判らなくて、江戸の町をうろうろして七日間が過ぎてたかも。……あのね、煙助。わたし捜さがしてた幼なじみに会えたんだよ。ちゃんと謝れたんだ。色んな偶ぐう然ぜんが重なって会えたんだけど、やっぱり最初の偶然は煙助と出会った事だと思う。二人に会えたのは煙助のおかげでもあると思うんだ。だから……ありがとう」

「なんや、急にしおらしくなって。気持ち悪いで。わいはそんな事言うて貰もらう資格ないし」

　照れているのか声が小さかった。先を歩く煙助は、こちらを向こうともしない。

「本当に煙助のおかげだって。煙助は江戸に来て、初めて出来た友達だよ。あ、そうだ。もう一つ言う事があったんだ。あのね、わたしの財布からとったお金、もう返さなくていいよ」

　立ち止まった煙助が、慌あわてて振ふり向く。目がまん丸になっていた。

「なんでやねん。まさか、いまさらわいを番屋につきだすんか？」

「違うって。わたし明日の芝居を見たら田舎いなかに帰るでしょ。だから返さなくていい。その代わり真面目まじめに働くんだよ。肉屋のおじさんも親切で雇ってくれたんだから、恩返ししなきゃ」

　ふいに煙助が涙なみだぐむ。驚おどろいたみこは、慌てて煙助に駆かけ寄って肩かたに手を置いた。

「ちょっと……煙助。どうしたの？　何で泣くのよ」

「かんにんな。かんにんな。みこ」

　何度も謝る煙助の顔は、涙でぐしゃぐしゃだ。みこは膝ひざをついて、煙助の顔を覗き込んだ。

「もういいってば。泣いてたら目立っちゃう……」

　みこはふいに言葉を止めた。周りを見ると、いつのまにか大通りから横道に入っていたようだ。右手には小川が流れ、左手には古ぼけた寺があった。正面には物置のような小屋があって、どうやら行き止まりのようだ。人ひと影かげもなく静かで、小川のせせらぎだけが耳に届いている。

「煙助。わたし達、もしかして迷ってるんじゃない？」

　魚市の喧けん騒そうどころか、人の声さえ聞こえてこない。煙助に目をやると、まだ泣きじゃくっていた。みこが煙助の頭に手を置いて撫なでてやろうとした、その時だった。

「今度は泣かせたのか？　本当に気の強い女だ」

　聞こえた声に、慌てて左手に顔を向ける。寺の寂さびれた門の脇わきで、数人の男たちが薄うすい笑えみを浮うかべていた。みこはすぐさま立ち上がって身構える。忘れもしない。数日前みこに難なん癖くせをつけて、二海に追っ払ぱらわれた浪ろう人にん達だ。しかもあの時は六人だったのに、今は十人に増えている。

「おじさん達……何でこんな所に」

「木挽町では分が悪いからな。町から出てくるのを待ってたんだ。町の外に出る時は、いつもあの三人組の誰かと一緒だっただろ。今日はどうやらいないみたいだな」

「何でわたしの行動をそんなに細かく知ってるわけ？　まるで見張ってたみたい……」

　そこまで言って、はっとした。まさか……と心の中で呟つぶやく。もし本当に見張っていたのなら、それなりの理由があるはずだ。そしてその理由には心当たりがあった。

「……ちょっと喧けん嘩かしただけなのに、ずいぶんと根に持つね。暇ひますぎるんじゃない？」

　口にしながら懐ふところに手をやった。なぎなたを取り出すと、浪人達が再び薄く笑う。探さぐるように聞いたみこの意図が判ったのか、浪人の一人がにやっと笑った。

「……ええ、暇で暇で仕方ありません。何しろ幕府の政策のせいで主君に捨てられた者ばかり。ああ、こんな事をあなたに言っても仕方ないでしょうが。さあ、こちらに来て頂きましょう。怪け我がはさせるなと言われてますので」

　言こと葉ば遣づかいが明らかに変わっている。みこは確信した。彼らは知っている、自分の秘密を。

「煙助、わたしが正面の男をなぎなたで払うから、その隙すきに逃にげて助けを呼んできて」

　こっそり囁ささやくと、背後に隠かくれた煙助がぶるぶる震ふるえながら、みこと浪人を交こう互ごに見る。

「あかんて。逆らったらあかんて。怪我するで」

　だがみこは首を振った。ここで彼らに捕つかまる訳にはいかない。自分の秘密を知っているのであれば尚なお更さらだ。みこはなぎなたを構えて、浪人達を睨にらみつけた。

「あんた達とは行かない！」

　みこはなぎなたを、下から打ち払うようにして、いちばん前にいた浪人の右脇を狙ねらった。手て応ごたえがあって、なぎなたは見事に浪人の右脇を直ちよく撃げきする。

「早くっ、煙助！」

　浪人達に囲まれる前にと、みこはすぐさま叫んだ。煙助がはっとしたように駆けだしたが、浪人の一人が前に立ちふさがる。みこはさっとなぎなたの向きを変えて、その男の頭を狙った。

「うぐっ！」

　がつっと音がして、浪人が倒たおれ込む。だが、その隙に他ほかの浪人達に囲まれてしまった。なぎなたをぶんっと振り回して彼らを遠ざけようとしたが、一歩遅かったようだ。煙助の小さな身体からだを、浪人の一人がひょいっと抱え上げた。

「煙助を放して！」

「そうはいかない。あなたに用があるんだ。一いつ緒しよに来て貰う。理由は判っておられるはず」

　みこを囲んだ浪人達が、じりじりと間合いを狭せばめてきた。煙助は浪人の一人に捕とらえられている。このままではまずい。自分のせいで煙助まで巻き込んでしまう。

（やっぱり、あれを使おう。できれば使わない方がいいって、危険だからって言われてるけど、煙助を助けなくちゃ！）

　みこはなぎなたを浪人達に投げつけた。彼らが怯ひるんだ隙をついて、袴はかまの腰こしに手をやる。そこには小さな守り刀が差してあった。それをすらりと抜ぬくと、浪人達が忍しのび笑いをもらした。

「そんな小さな刀で何ができる。大人しくしていた方が身のためだぞ」

「……あんた達は、きっとわたしの事を知っているんでしょ？　これはね、あの方に頂いたものなんだよ」

　小刀を抜くと、銀色の刃やいばが太陽に照らされてきらりと光る。〝あの方〟という言葉に、浪人達が一いつ瞬しゆん怯んだ。みこはそれを見み逃のがさない。

「おいっ、はったりに決まってる。もし本当だとしても、小こ娘むすめが小さな刀を持ったぐらいで、何ができるっていうんだ。さっさと捕まえるぞ！」

　一番年ねん輩ぱいらしい浪人が叫ぶと、他の者たちも俄が然ぜん勢いづいた。みこは大きく息を吸いこみ、小刀を浪人達ではなく、自分の腕うでに当てた。

「うっ……」

　すっと引くと、腕に赤い血が流れた。ぴりりと痛みが走ったが、どうにか堪こらえる。

「お前……一体何をして……ううっ！」

　流れる赤い血に、浪人達がすぐさま反応した。そしてみるみる内に本ほん性しようを出し始める。彼らはみんな山やま猫ねこのようだった。同じ猫でも小さくて可か愛わいらしい一陸の猫の本性とはまるで違ちがう。鋭するどい牙きばとみこと変わらぬ大きな身体。きらりと光る目で、みこを睨みつけていた。

　みこは血がついた小刀を、興奮してはあはあと息を荒あららげている山猫たちに向かって掲かかげた。

「わたしの血は、あんた達の本能を目覚めさせる。やっかいな体質だけど、うまく使えばあんた達を倒す事だってできる！　わたしはあんた達の獲え物ものには、絶対にならないんだからっ」

　叫さけぶと、血に染まった銀色の刃がまばゆいばかりに光り輝かがやいた。その瞬間、小刀から圧あつ倒とうされるような獣じゆう気きが辺りに放たれる。みこは息を大きく吸いこんで、山猫達を睨みつけた。

「神じん炎えん乱らん舞ぶ！」

　叫んだ瞬間、小刀から放たれていた獣気が、一瞬で火の玉へと姿を変える。火の玉はまるで生きているかのように空中を飛び、勢いよく山猫達に襲おそいかかった。

「うぎゃぁぁ！」

　辺りに山猫達の体毛が燃える嫌いやな匂においがただよった。のたうち回った山猫達が叫び声を上げて、近くの小川に飛びこんで身体にまとわりつく火の玉を消そうとする。

「ば、馬ば鹿かな！　獣気は身体から発する気の固まりだ。強い獣気に恐きよう怖ふは感じても、現実に怪我をするはずがない……！」

「その通りだよ。でもわたしが持つ獣気はあんた達とは違う。理由は判わかってるでしょ？」

　みこの一言に、山猫達が震え上がった。一歩近づくと、傷ついた身体で後ずさりする。

「わたし、まだこの力を使いこなせない。今の術は成功したけど、次は暴走するかもしれない。これ以上怪我させたくないから、だからもう向かってこないで」

　みこはそう言いつつ、浪人達の近くで腰を抜かしている煙助に目をやった。どうやら怪我もなくて無事のようだ。ほっとしたが、煙助がみこを見る目がいつもとは違うとすぐに気づく。

「じゅ、術ってなんやねん。何でそんなもんが使えんねん！　お前の本性は鶴つるやって聞いたで。草そう食しよく獣じゆうのはずやろ。なのに今の恐おそろしい獣気は、どう考えたって草食獣とは違うで！」

　煙助が目を見開いて、声を震わせていた。みこは唇くちびるをぎゅっと嚙かみしめる。

「……聞かない方がいい。聞いたら煙助も巻き込……うっ」

　声が途と切ぎれたのは、突とつ然ぜん後ろから何者かが口を塞ふさいだからだ。まるで真冬に吹ふき付ける吹雪ふぶきのように、冷たい声がみこの耳元で囁いた。

「……なるほど。小刀に神しん獣じゆう鳳ほう凰おうの獣気を宿らせているのか。あなたの特別な血を浴びせる事によって、小刀に宿った鳳凰の獣気を一時的に解放させる。小刀を持たせたのは、富士山に住む生き神様だろう？　ずいぶん器用な事を。だがもうおしまいだ。大人しくしてもらおう。神獣の血を引く炎華姫よ」

　聞いただけで、背筋が凍こごえるような声だった。二海のように低くて甘い声なのに、その響ひびきが持つのは夜の凍いてつく闇やみのよう。みこの頭に、ふいに〝あの方〟の声が聞こえた気がした。

〝蜘蛛くもの糸に搦からめ捕とられないよう気をつけろ……罠わなにかからないよう注意しろ……〟

（ごめんなさい……雅様）

　口元に布のような物が当てられた。息を吸いこんだ途と端たん、みこの頭がぐらりと揺ゆれる。

　暗い闇の中、蜘蛛の糸が張られた罠に落ちていく幻げん覚かくを、みこは見た気がした。




　　　　[image: ]




「まったく、みこの奴やつ、どこに行ったんだ！」

　二海は足早に部屋を後にした。外はもう日が暮れている。本当なら今いま頃ごろ夕飯の時間だった。それなのに、みこが黙だまって出かけたまま帰ってこないのだ。一陸が二海の後を追ってくる。

「二海さん、僕は神田明神まで見に行ってきます。みこちゃん、仕事はいつもきちんとするのに、食事の用意もせずに帰ってこないなんておかしいです。すぐに帰ってくるつもりだったのに、それができなくなった可能性もあるかと」

　声には抑よく揚ようがない。いつも浮うかべている笑みは消え、顔には表情がなかった。本来の仕事になると、一陸はいつもこうなる。

「ああ、頼たのむ。俺は木こ挽びき町ちようを見て回るから」

　一陸は、音も立てずに中庭の塀へいを飛び越こえた。猫は可愛いが、賢かしこいし尖とがった牙も爪つめもある。扱あつかい方を間ま違ちがえるなと言われたのは、確かこの町に来る前だったか。

　昔の事を思い出そうとした二海は、すぐに頭を振ふった。今はそれどころではないのだ。

　明日の芝しば居いを見てくれるとみこは約束した。二海は、どうしてもみこに見て欲しかった。その理由はまだ告げていない。みこがその約束を反故ほごにして、黙って故郷に帰ったとは思えなかった。それでもまさかまさかと心の中で呟く自分がいる。

「ちっきしょう。あいつが帰っちまったら……もう会えないじゃないか！」

　まだ一番言いたかった事を話せていない。神田明神の宝物庫で気を失っていたみこを見て、どれだけ自分が驚おどろいたか、そして、どれほど嬉うれしかったのかを。

「二海。大変です」

　空三に呼び止められて、二海は立ち止まる。空三が大変だと言う事は滅めつ多たにない。この蛇へびの本性を持つ男は、その体温と同じように常に物事にも冷静だ。その空三が大変だと言うのなら、それは相当の事なのだろう。

「お客様がいらしてます」

「客？　客なら後にしろっ。俺はみこを捜さがしに……」

　玄げん関かんに向かおうとすると、空三がさっと前に立ちふさがった。

「とても、大変なお客様がいらしてます。お会いになった方がいいかと。おそらく、師し匠しように関する事でいらっしゃったのだと思います」

　二海は思わず眉まゆを顰ひそめた。そこへ廊ろう下かを足音高く歩く音がした。

「みこを捜しに行くと言ったな。では、いなくなったのだな？」

　現れたのは、自分と同じくらいの長身の男だ。だが身体は自分よりいくぶんか細い。目ま深ぶかに笠かさを被かぶっていたが、その声だけで二海には彼が誰だれだか判った。

「あ、ちょっ、こんな所にどうして……」

　思わず声がひっくり返った。天地が逆さまになっても、こんな所に来てはいけない人物だ。だがあたふたしている二海をよそに、男は憮ぶ然ぜんとして一枚の紙を突つき付けた。

「……みこを守れと一陸に言付けたはずだぞ。これを読んでみろ！」

　どうやら文ふみのようだ。受け取って目を通した二海は、思わず息を吞のむ。

「空三。人手を集めろ。なるべく多くだ」

　二海は笠を被ったままの男に目をやった。そして唇を嚙みしめる。

「すまねぇ。俺の失態だ……」

　その言葉に込めた後こう悔かいは、二海の人生の中で最も重いものだった。
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　みこが目覚めたのは、見知らぬ薄うす暗ぐらい座ざ敷しきだった。慌あわてて起きあがると、頭がくらりとする。ずきずきと痛む頭を押さえつつ、障子に駆かけ寄ってがらりと開けたみこは、思わず絶句する。

「何っ、これ……」

　障子を開けてすぐの所に、みこの腕ほどもある材木が何本も重なって張り巡めぐらせてあった。どうやら座ざ敷しき牢ろうらしい。木き枠わくを握にぎりしめてみたが、押しても引いてもびくともしなかった。

「何なの、これ！　開けろーっ。開けないとこの木を嚙み切ってぼろぼろにしてやるっ」

　どんどん叩たたいて、思わず木枠にガシガシと嚙みついた。それでどうなるものでもないと判っていたが、むざむざと捕つかまってしまった自分に腹が立っていた。

「誰かいないのっ。どうして閉じこめたのよ！」

「みこ、あかんて。静かにしぃ」

　牢の外にある廊下に煙助の姿を見付けて、みこは目を見開いた。どうして外にいるのだろう。一いつ緒しよに捕まったのなら、牢の中かもしくは違う場所に監かん禁きんされているはずだ。

　ふいに捕まる前に、煙助が何度もかんにんと謝っていた姿が頭に浮かんだ。

「煙助……？　ちょっと、まさかあんた……！　またわたしを裏切ったの!?」

　びくっと身体からだを震ふるわせた煙助が、みこから視線をそらした。

「……かんにんやで。わい、お前の財さい布ふ盗ぬすんだやろ。中の金を使って遊んでたら、さっきの男たちに捕まってしもうて。それで財布取り上げられて、あのお守りも盗とられてしもうたんや。ほんで、あのお守りの持ち主を連れて来られたら、うんと金をはずんでやるって言われて」

「お金に目がくらんだの？　ひどいよ、煙助。お腹なかが空すいて、財布を盗んだのなら話はまだ判るよ。だけど、これは違ちがう。絶対にやってはいけない事だよ。煙助は今、わたしだけじゃなく、仕事を世話してくれた二海や、雇やとってくれた肉屋のおじさんも裏切ったんだよ！」

　怒いかりもあったが、同時に悲しい気持ちもこみ上げてくる。煙助が目に涙なみだをにじませた。

「こ、こんな大事やと思わんかってん。ただ、お守りの持ち主に用があるって言われて……。絶対傷つけたりせぇへんし、話を聞きたいだけやから協力してくれって。終わったらみこも無事に帰すし、それにちゃんと連れてこられたら、わいを侍さむらいに取り立ててやるって……」

　みこは思わず眉まゆ根ねを寄せた。煙助がずっと侍になりたいと話していたのは知っている。だが、草食獣である煙助が、侍に取り立ててもらうのは不可能に近い。

「そんなうまい話があるわけないじゃない。騙だまされてるって、煙助」

　何とか説得しようとすると、煙助がふいに顔を上げて、みこに食ってかかった。

「騙してたのはみこやろ。あいつお前の事を炎華姫ひめって呼んだやないかっ。ほんまなんか」

　怒ど鳴なられて、みこはきょとんと目を丸くした。そして座敷牢に響くような笑い声を上げる。

「あっはははは！　煙助。あんたあいつらが言った事を本当に信じてるの？　炎華姫っていったら、神様の眷けん属ぞくなんだよ。わたしがそんなお姫様に見える？」

　ひいひいと腹を抱かかえて笑うと、煙助が目をぱちぱちと瞬またたかせた。

「そりゃあ……見えへんな。行ぎよう儀ぎは悪いし気は強いし口も悪いし、何よりつっこみが速いし」

「あ、何かちょっとむかつく……。まあいいや。とにかく騙されてるんだって。あいつらも何か勘かん違ちがいしてるんだよ。ねぇ、ここから出して。助けてくれたらみんなには何も言わないよ」

　木枠にしがみついて見つめると、煙助が戸と惑まどうように目をきょろきょろさせた。

「……真面目まじめに働こうよ。肉屋のおじさんいい人でしょ。木挽町の人たちだって優やさしくしてくれたでしょ。今帰らなかったら、もう二度とみんなに顔向けできなくなるよ」

　その一言に、煙助がぴくんと身体を震わせた。みこはそれを見み逃のがさない。

「煙助、この座敷牢の鍵かぎがどこかにあるはず。お願いだから探してきて。そして一緒に帰ろう。帰ったらごちそう作るよ。煙助も一緒に食べよう。明日は奉ほう納のう芝しば居いだってあるんだし、二海に頼んで一番いい席で見せてもらおう。わたし……煙助を友達だって思ってる。もうすぐ田舎いなかに帰るのに、煙助との最後の思い出がこれじゃ嫌いやだよ」

　ゆっくりと話しかけると、煙助はしばらく考えこんで、そしてようやく顔を上げた。

「わか……」

「そこまでにしてもらおう」

　聞こえた冷たい声にはっとした。煙助が立つ廊下の右みぎ端はしからだ。顔を向けると、薄暗い廊下に男が一人立っている。その姿を見て、なぜかひやりと背筋が凍こおる気がした。段々近づいてくる男の顔を見て、目を見開く。整った顔に似つかわしくない頰ほおの傷には見覚えがあった。

「あなた……最初に江え戸どに来た時に、わたし達に話しかけてきた……」

　そう、あれは確か炎華姫の行列を見ていた時だ。あの時は優しそうな侍に見えたが、今は違う。目の前まで来た男に、みこは思わず後ずさった。圧あつ倒とうされるような獣じゆう気きが男から溢あふれていたのだ。煙助もびくびくしながら、廊下の隅すみまで逃にげ出した。

「さっき、わたしを気絶させたのはあなたね」

　浪ろう人にんに襲おそわれた時、背後から忍しのび寄った男は彼だ。間違いない。彼から感じる獣気は、今までみこが経験した事がないまがまがしさに満ちていた。触ふれれば切れそうな……いや、ばらばらに切り刻まれそうな、そんな獣気だ。

　それを隠かくす事なく全身から発し、男はすっと口角を上げた。

「名乗るのが遅おそくなりました。私は諒りよう影えい。軍学者です。よろしくお願いします。炎華姫」

「もうっ、炎華姫じゃないってば。炎華姫なら江戸城にいるはずでしょ。あなたも一緒に江戸城に向かう炎華姫の行列を見たじゃない。人ひと違ちがいされちゃ迷めい惑わくだよ！」

　両手を腰こしに当てて、ふんっと鼻を鳴らす。諒影は薄うすく笑って、懐ふところから出した鍵で牢を開けた。

「あっ！　間違いに気づいてくれた？　よかったぁ、まったくとんだ災難よ。……って、何で入ってくるの！」

　一いつ瞬しゆん帰してくれるのかと期待したが、そううまくはいかないようだ。

　諒影は牢に入ると、みこにゆっくりと近づいた。思わず後ずさりそうになったが、どうにかその場にとどまる。諒影が薄く笑ったまま、すっと右手を上げた。

「な、何？　いたっ！」

　頰にぴりりと痛みが走った。思わず手を当てる。うっすら流れているのは血だろうか。

「……本当にうまそうな匂においだ。精神力がよほど強くなければ理性を保てないだろう。神しん獣じゆう鳳ほう凰おうを宿す事ができる炎華姫の血は、強い獣気に溢れている。あなたが炎華姫だという証しよう拠こはその血。肉にく食しよく獣じゆうはその匂いを嗅かぐと、強い獣気を自分の物にしたくて〝食べたく〟なるんだ」

　みこは諒影をぎっと睨にらみつけて、すぐ近くにいる彼の腕うでをさっと摑つかんだ。

「違うって言ってるでしょ！　変な事ばっかり言わないでっ」

　そのまま背負い投げをしようとしたが、諒影の身体はびくともしなかった。逆に背後からはがいじめにされてしまう。逃のがれようと手足をばたつかせたが、諒影の腕ががっちりみこを押さえ込んでいた。そして、ふいに頰に熱い息がかかる。はっとした時には、赤い舌がみこの頰の血をぺろりと舐なめ取っていた。

「匂い同様、味も素す晴ばらしい。こんな甘かん露ろには出会った事がない」

　恍こう惚こつとしたため息とともに、諒影が甘い声で囁ささやきかける。みこはこのまま本当に食べられてしまう気がして身み震ぶるいした。だが、何とか声を絞しぼり出す。

「あ、甘く感じるのは、体質で……」

「体質といえばそうでしょうね。ゆくゆくは神獣鳳凰と同化して炎守の跡あとを継つぐ炎華姫は、生まれた時から獣けものの姿を持たない。そして特とく殊しゆな血を持つせいで、生まれてすぐに両親と引き離はなされ、富士山の社に住む炎守の元で世間から隔かく離りして育てられる。……ずいぶんと寂さみしかった事でしょうね」

「……でたらめばっかりだ。もううんざり。さっさと帰して！」

　押しのけようとしたが、かなわなかった。諒影に身体を抱えられるようにして向きを変えられる。目の前に迫せまった顔が、ゆっくりとほくそ笑えんだ。

「もう噓うそはつかなくていい。江戸城にいる炎華姫は偽にせ者ものだ。私はね、あなたが炎華姫の一行から抜ぬけ出した時から、ずっと見張らせていたんだ。あなたが一行から抜け出したのは、品川宿に泊とまっていた時だ。早朝に品川宿を出て百ひやく獣じゆう国こく橋ばしに行って、財布をすられそうになった。そして煙助と神田明神に向かっただろう」

　目を見張ると、諒影がぐいっと身体を引き寄せ、まるで抱だきしめるように両手を腰に回す。

「神田明神に向かう途と中ちゆうで私と話しただろう？　あの時はまさか、炎華姫が一人で抜け出したなんて思っていなかった。だが何かしら炎華姫に縁えんがある者だろうから、利用出来るかもしれないと思って、あなたに近づいて探さぐりを入れたんだ。だが話していておかしな事に気づいた。あなたはあの時、炎守の力を欲しくないと言ったね。そんな事を言うのは、その力の偉い大だいさ強大さ、そして恐おそろしさを本当に知っている者だけだ」

　確かにそう口走ってしまったのを覚えている。みこは諒影からさっと目をそらした。
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「だから気になって、あの後もあなたを尾び行こうさせた。神田明神で血を流して騒さわぎになったね。その話を聞いてもしやという気持ちが強くなった」

　微笑ほほえむ顔は、うっとりするほど優しくて甘い。だが、声こわ色いろは氷のように冷たかった。

「そうそう、あなたに会ったら聞こうと思っていた事がある。あなたが正式な炎守になったら、その血に神獣鳳凰が宿り、その強い獣気によってすべての化か妖よう達をひれ伏ふさせられるそうだな。そしてその神通力は江戸を救いもするが、破は壊かいする事もできるという。それに鳳凰は炎と再生を司つかさどる。炎守の血を飲むと、不老不死になるという話は本当か？　だがその割に炎守は代だい替がわりするな。不老不死になるのは血を飲んだ化妖だけか？」

「……ずいぶんと物知りだこと。それだけ知っていれば、わたくしに聞きたい事なんてないのではなくて？」

　心は恐きよう怖ふで満ちていたが、みこが出した声は静かなものだった。がらりと口調を変えたみこに、諒影はほくそ笑み、こちらを震ふるえながら見つめていた煙助が、目を見開いた。

「ようやく本題に入れますな。炎華姫」

　諒影が満足げに呟つぶやいて、声と同じく冷たい笑みを浮うかべた。




「放しなさい」

　ぴしゃりと言い放つと、諒影がやっと手を放した。みこはその場に正座して背筋を伸のばす。

「さすがに炎華姫は度胸がおありだ。これでようやくゆっくり話せる」

　ちらりと諒影に目を向けたみこは、つんと顔を背そむけた。だが背中は汗あせでぐっしょりで、心の中では叫さけび声を上げそうになっていた。しかしそれをおくびにも出さず、静かな声を出す。

「……わたくしを捕とらえてどうするつもりです？　わたくしは、まだ正式な炎守ではありません。炎守様から力を受け継がない限り、何の神通力も持たないただの化妖。それにたとえわたくしを人ひと質じちにしても、炎守様は言うことを聞くようなお方では……」

　みこの話の途中で諒影がくっと笑った。牢ろうに響ひびいた笑い声に、みこは目をすがめた。

「な、何がおかしい？」

「いいや、あなたが勘違いしているようだから。私には、あなたが炎華姫だなんて事は、本当はどうでもいいんだ」

（ど、どういう事？　てっきりわたしを人質にして、炎守様に何か要求するんだとばかり……そんな事にならないように、正体がばれないよう注意してたのに）

　みこが目を見開くと、肩かたを竦すくめた諒影が、ふいに真しん剣けんな表情になった。

「なあ、炎華姫ひめ。あなたは江戸の町を守る生き神である炎守の跡あと継つぎ。そこそこの教育は受けているはず。今の世の中をどう思う？」

　質問の意図が判わからなくて、みこは困こん惑わくした。諒影は一体何が言いたいのだろう。

「今の世の中は……泰たい平へいの世。戦国の時代が終わって、みんなが安定した暮らしを……」

「そうかな。みんな安定しているかな。では、幕府の政策で取りつぶしになった外と様ざま大名達は？　そこに仕えていた藩はん士し達は？」

　鋭するどく聞かれて戸惑った。そういえば、戦国の時代に敗戦した大名達が地方に追いやられ、幕府から手て荒あらく扱あつかわれているらしいというのは聞いていた。幕府に逆らう力を持たせない為ために、無理な普ふ請しん工事や参勤交代をさせられ、どこの藩も金銭的に苦しいようだ。そのせいで召めし抱えていた藩士達を養えず、侍さむらい達が次々に解かい雇こされているという。

　浪人になった者達が、幕府の政策に異論を唱えているとも聞いていた。

「……浪人が増えているのは知っています。ですが……」

「徳川家が豊臣家との戦いで勝利し、天下を統一したのだから、敗者である外様大名達が困こん窮きゆうした生活をするのは当たり前？　あなたも家密と同じく、そう思ってらっしゃるのか？」

　ぐっと口ごもった。確かに改かい訂ていされた武家諸法度の内容は、外様大名達にとっては苦しいものだろう。それを意見して、藩を取りつぶされた者もいるらしい。諒影が腕うで組ぐみをした。

「幕府の政策のせいで外様大名達は力を削けずられ、仕えていた侍達を養えなくなった。武士として藩に仕えていた彼らは、侍としての誇ほこりを持っている。今いま更さら町人に混じって暮らしたりはできない。だからといって、仕官の道を探るのはもっと難しい。どの外様大名も内情は逼ひつ迫ぱくしている。その結果、今日の食事にも事欠くような食い詰つめ浪人が増える一方だ。そこで炎華姫。どうしたら彼らを救えると思う？」

　突とつ然ぜんの質問に、すぐには答えられなかった。確かに浪人達の生活は苦しいだろう。だが彼らを救うには、今の幕府のあり方から変えなければならない。口ごもると、諒影がほくそ笑んだ。

「幕府を改革すればいい。そう思わないか？」

「それは……そうかもしれませんが、そんなことできるわけ……」

「いいや、できるさ。今の幕府の大きな問題の一つは、家密の傲ごう慢まんな政治だ。あいつがいなくなれば幕府は変わる。幕府の中ちゆう枢すうにも、私達に賛同してくれる大名はいるのだから。……だが江え戸ど城で暮らす家密には、なかなか手が出せない。そこで私は考えた。家密に弱点はないだろうかと」

　諒影がじっとみこを見つめる。何が言いたいのか判らないが、とてつもなく嫌いやな予感がした。

「炎華姫、私は情報を集めるのが得意でね。家密を探らせていたら、おかしな事が判った。家密は将軍になった五年前から、富士山の社に度たび々たび文ふみを送っている。最近その内容がやっと摑めた。それはな……〝炎華姫を江戸城で預からせてもらいたい〟というものだ」

　みこは一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとしてしまう。なぜ家密はそんな文を送ったのだろう。まさか自分が炎華姫だと知っていたのだろうか。だが先日会った時、家密は自分にひどい言葉を投げかけた。あの冷たい目は今でも覚えている。

「噓だよ……。そんな話は聞いてないって」

　驚おどろきすぎて、思わず口調が元に戻もどってしまった。だが諒影は気にした様子もなく話を続ける。

「本当に？　だが炎守は知っていたはずだ。今回の炎華姫の江戸城での挨あい拶さつも、その文を受けての事らしいからな。だから私は炎華姫の行列を見張らせていたんだ。妻も娶めとらず、大奥の絶世の美女達にも見向きもしない家密が、ずいぶんと炎華姫に執しゆう着ちやくしているようだから」

　話を聞きながら、みこは混乱した頭を整理するのに必死だった。だが、どれだけ考えても答えは出ない。諒影がそんなみこの様子を見て、ふっと笑う。

「だが、そこへおかしな情報が入った。あれほど願った炎華姫との対面に、家密は少しの興味も示さなかったそうだ。炎華姫の顔を見て、急に気がそがれたという。そこで一つの仮説が生まれた。江戸城にいる炎華姫は、やはり偽者ではないかと。だから見張らせていたあなたに罠わなを仕し掛かけた。そしてあなたを見事に私の糸で搦からめ捕とった」

　話を聞いて、みこはぞっとした。この男はどこまで鋭いのだろう。情報を整理して核かく心しんをつく能力は並ではない。自分はこの男の罠にまんまと引っかかってしまったのだ。

（あれ、今の話、もしかして……）

　諒影の言葉の最後が妙みように引っかかった。〝糸で搦め捕る〟という言葉を前にもどこかで耳にした。あれはそう、江戸に来る前、炎守である雅から聞いたのだ。

〝蜘蛛の糸に搦め捕られないよう気をつけろ……罠にかからないよう注意しろ……〟

　雅は時に未来の夢を見るという。真実かと聞いてもはっきりした事は教えてくれないが、夢に見た事は必ず現実となるらしい。

　あの時の雅の言葉は自分の特とく殊しゆな血のせいで興奮した肉にく食しよく獣じゆうを、蜘蛛くもの糸の罠に喩たとえたのだろうと思っていた。だがもしや、違ちがう意味だったとしたら……？

　その可能性に気づいたみこは、諒影の冷たい笑えみを見つめて、怖こわ々ごわと口を開いた。

「糸で搦め捕る……。それってもしかして……蜘蛛の糸？」

　聞いてはみたものの、みこはさすがにあり得ないと心の中で否定した。だが諒影は眉まゆをすっと上げて、感心したように息をつく。

「ほう、炎華姫はずいぶんと察しがいい。そう、私の本ほん性しようは蜘蛛だ。糸を張り巡めぐらせて、獲え物ものを搦め捕る。それが私のやり方だ」

　あっさりと肯こう定ていされて、みこは驚きのあまり息を吞のんだ。そして大きく首を振ふる。

「そんな……！　化妖は人と獣けものの二つの姿を持つ者だよ、蜘蛛の化妖なんているわけない」

「いいや、現にここにいる。そうだな、こういえば判りやすいかな。私の両親の本性は蛇へびだ。は虫類からはごくまれに、親とは似ても似つかない本性を持つ子供が生まれる。その子供に流れる血が猛もう毒どくだというのは、世間でよく知られている話だと思うが？」

　確かにその話は、みこも聞いた事があった。だが、まさか本当にそんな化妖がいるとは思えない。それでもみこは知らず知らずのうちに、彼からなるべく離はなれようと後ずさっていた。

　諒影がそんなみこを見て、くっと口角を上げた。

「私を怖こわいと思うのは当然だ。あなたの本能が、毒を持つ私を恐おそれるのだ。私はあなたとは、似て非なる存在。私達は同じように化か妖ようの親から生まれ、親と同じ本性を持てなかった者。私達の違う所は、この身体からだに流れる血だ。あなたの血は、肉食獣を狂くるわせ理性をなくさせる。だが私の血は毒を持ち、化妖たちを死に至らしめる」

「そ、そんなはずないっ。毒を持つ化妖なんて、子供を怖がらせる為の作り話だよ。は虫類の親から生まれたのに、まったく違う蜘蛛の本性を持つなんて……」

「あなただって、両親は炎守の一族である朱鷺ときの本性を持っていたはず。だが、あなたは獣としての本性を持たずに生まれた。人の姿しか持たないあなたの方が、化妖としてよほど恐ろしい存在だと私は思うが」

　その一言に、みこは唇くちびるを嚙かんだ。一瞬恐きよう怖ふを忘れて睨にらみつけると、諒影が薄うすく笑う。

「私が毒蜘蛛だと信じられないのなら、試ためしてみてもいい。……そこの猿さるに私の血を振りかけてみるか？　それだけで皮ひ膚ふは焼けたようにただれ、もがき苦しんで死ぬことになるが」

　腰こしを抜ぬかしていた煙助が、びくりと震ふるえた。みこは慌あわてて諒影の着物の袖そでを握にぎりしめる。

「やめてっ。お願い、煙助に手を出さないで。目的はわたしなんでしょ！」

「……そうだな、あなたを二度と人前に出られないような姿にしてやったら、あいつはどんな顔をするかな」

　綺き麗れいな顔にそぐわない、ぞっとするような暗い笑み。慌てて後ずさろうとしたが、それより早く諒影がみこの手をさっと摑つかんだ。そのまま顔が近づいてくる。

〝殺される！〟心が叫さけんだと同時に頭に浮うかんだのは、毒にまみれてのたうち回る自分の姿だ。みこの首筋に、諒影が顔を寄せる。ツキリッと痛みを感じて、喉のどの奥でひっと悲鳴を上げると、諒影がゆっくりと顔を離はなした。

「……ふっ。冗じよう談だんだ。少し私の跡あとをつけてやっただけだ。おふざけはこのくらいにしよう。……炎華姫、本音を言うと私はあなたにも炎守にも興味はないんだ。私が興味があるのは家密ただ一人。あなたを預かったと、家密に知らせたよ。助けたければ明日の祭りに一人で来いと」

「そんなっ。来るはずない！」

　みこは首筋を押さえて、ぎっと諒影を睨みつける。そう、家密が来るはずがないのだ。

　彼は自分の事を今でも怒おこっている。神田明神で冷たい態度をとったのがその証しよう拠こだ。

「来なくてもいいさ。どちらにしろ、明日の祭りで盛大な花火を揚あげてやる」

　ほくそ笑んだ諒影に、嫌な予感がした。盛大な花火、その言葉から連想される光景がぱっと頭に浮かぶ。

「まさか……。神田明神に爆ばく薬やくでも仕掛けるつもりなんじゃ……？」

　諒影は答えず、背を向けて牢ろうを出た。がちゃんと鍵かぎをかけ、無言のまま廊ろう下かを歩き出す。みこは慌てて牢の木き枠わくに駆かけ寄った。

「やめて！　恨うらんでいるのは幕府でしょっ。どうして町の人達を……！」

　必死で叫ぶと、諒影が足を止めて、少しだけこちらを向く。そこにはもう笑みはなかった。

「幕府に我々の本気を見せてやるんだ。家密が来れば、あいつごと神田明神を吹ふっ飛ばしてやる。もし来なくてもいい。祭りで甚じん大だいな被ひ害がいを出せば、幕府は私達を無視できなくなる。これを機に、我ら影かげ蜘蛛くも団は改革ののろしを上げるのだ。これで百ひやく獣じゆう国こくは変わる。私が変えてみせる。炎華姫ひめ、あなたも江戸の守り神である炎守の跡あと継つぎ。私の意志に賛同して、迷える浪ろう人にん達に救いの手を差し伸のべてもらいたい。そうすればあなたの安全は保証しよう。世の中を正す責任が、炎守の一族にはあるはずだ」

　自信に満ちた表情と、野心に溢あふれた瞳ひとみ。身体から発せられているまがまがしい獣気は、圧あつ倒とうされる程ほどの力強さを持っている。みこは恐きよう怖ふのあまり身が竦すくんでいた。こんな目に遭あったのも、こんなに怖い化妖に会ったのも初めてだ。うんと言わなければ、諒影はきっと顔色一つ変えずに、みこを死に追いやるだろう。

　それでもみこは、諒影に向かって大きく首を振った。目を眇すがめた諒影に一瞬怯ひるみそうになるが、心を奮い立たせて口を開く。

「……わたしはあんたになんか絶対協力しない！　あんたのやり方は間ま違ちがってる。言い分は判わかるよ。増えてしまった浪人達だって、何とかするのは幕府の役目。政策を考え直す必要はあると思う。でも、だからって爆破なんてしたら、たくさんの町人が犠ぎ牲せいになる！　あんたたち侍さむらいは町人達を守る義務があるはず。侍同士の争いに、町人達を巻き込まないでよ！」

　殺されるかもしれない恐怖より、怒いかりが先に立っていた。みこが言葉をぶつけると、諒影は少しだけ息をついて、肩かたを竦めた。

「……交こう渉しようは決けつ裂れつのようだ。いいか、炎華姫。改革に犠牲はつきものだ。その犠牲があればこそ、新しい世の中に生まれ変わる事ができる」

　諒影の信念はみこの説得ぐらいでは揺ゆるがないだろう。それでもみこは声の限りに叫んだ。

「やめてよっ。間違ってる！　あんたのやり方は間違っているっ。町の人達はみんないい人なんだよ。何の関係もない人達を傷つけないで！」

　だが背を向けてまっすぐに歩き出した諒影は、もう振り返らなかった。
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　ゆらゆら揺れる狭せまい駕か籠ごの中に聞こえてくるのは、太たい鼓こと鼓つづみ。そして笛の音。

　みこはこの音を聞きながら、母おも屋やで料理していたのを思いだす。歌か舞ぶ伎きの囃はや子し方かたの音が聞こえてきたという事は、きっと神田明神の近くなのだろう。

「お芝しば居い見たかったな……」

　縛しばられて駕籠の中に押し込められていたみこは、こんな状じよう況きようだというのに思わず呟つぶやいた。神田明神の境けい内だいには、歌舞伎の舞ぶ台たいが造られているはずだ。囃子に混じって人々の歓かん声せいもかすかに聞こえてきた。きっともう二海達の舞台が始まっているのだろう。

　この日のために、毎日毎日真しん剣けんに稽けい古こをしていた二海達。それを支える大道具や小道具、囃子方。そして応おう援えんしていた木こ挽びき町ちようの人達。みんな一いつ生しよう懸けん命めいだった。

「わたしは料理を作るぐらいしかできなかったけど、みんなに協力できて嬉うれしかったのに。こんな事になるなんてさ。ああ、今日は人生最悪の一日……。あれ、この間も言った気がするけど、でもあれは二海のおかげで最高の一日になったし。じゃあやっぱり、今日が最悪の一日だ。はぁぁぁぁ」

「うるさい、黙だまってろ！　独り言もため息も大きすぎだ」

　駕籠の外から男の声が聞こえて、みこはそちらに向かってべっと舌を出す。

「いいじゃない。独り言くらい。おじさん達、判ってるの？　わたしに何かあったら炎守様から天てん罰ばつが下るよ。炎守様の力を知らないでしょ。そりゃあ恐ろしい方なんだから」

　駕籠の外が一いつ瞬しゆん静かになった。どうやらこれは効果がありそうだ。みこは地の底を這はうようなおどろおどろしい声を上げる。

「神しん獣じゆう鳳ほう凰おうの神通力は、天を稲いな妻ずまで光らせ、海を荒あらし、地じ震しんで地上を破は壊かいする。今この時だって、炎守様は千里眼でわたし達の事を見てる。江え戸どを守るのが炎守様の務め。神田明神を爆破なんてしたら、その瞬間にお前達に天罰が下るよ～。それがどれだけ恐ろしいか……」

「黙っていろ。私はお前に怪け我がをさせたが、炎守様からの天罰とやらは下らなかったぞ」

　聞こえたのは諒影の声だ。みこは思わず内心で舌打ちする。

（やっぱりそう簡単にびびってくれないか。でも何とかして爆破を止めないと。竹次……ううん、家密様がくるはずないんだし。わたしが何とかしなくちゃ）

　みこは息を吸いこんで気を引き締しめた。みんなが頑がん張ばって創つくり上げた舞台を成功させる為ためにも、今は何とか爆破を止めたかった。だが縛られている上に、なぎなたも小刀も取り上げられている。どうすればいいかと頭を巡らしていると、ふいに駕籠の揺れが止まった。

「出ろ」

　簾すだれが上げられ、手が伸びてきた。引きずられるように外に出されたみこは、辺りを見回す。外はすでに暗くなっていて、周りには田んぼが広がっていた。神田明神のものだろういくつもの提ちよう灯ちんの明かりが、左手に見えている。どうやら神社から少し離れた川沿いにいるらしい。

　みこを囲む浪人達は、煙助と諒影を含ふくめて十数人。みな殺気だっているのが感じられた。

「煙助……こっちを向いて。お願い、みんなを助けて。木挽町のみんなもきっと見に来てる。だってみんな、二海達の舞台を楽しみにしてたんだよ。爆破したらみんな死んじゃうよ」

　近くにいた煙助に必死で囁ささやいたが、彼はこちらを向こうともしなかった。それでも呼びかけようとすると、先頭に立っていた諒影がふいに呟く。

「……やはり、私の目に狂くるいはないようだ」

　みこは慌てて前方に目をやった。暗いあぜ道の向こうに、男が一人立っていた。目ま深ぶかに被かぶった笠かさで顔は見えない。だが、白銀の着流しには見覚えがある。

「狼おおかみの匂においがしますぜ」

　呟いたのはみこの右手にいた浪人だ。犬の化か妖ようなのだろうか。鼻をくんくんと鳴らしている。

　みこは暗い中で目を凝こらした。本当に家密が助けに来てくれたのだろうか？　でもどうして危険を冒おかして来てくれたのだろう。神田明神で会った時は、あんなに冷たい態度をとったのに。

　薄く笑った諒影が、家密に向かって仰ぎよう々ぎようしく礼をした。

「よくぞ参られた。久しぶりだな、家密公。お前を見ると、この傷が痛むぞ。お前につけられたこの傷がな」

　顔は笑っていても目は笑っていなかった。頰ほおの傷に手を当てた諒影に、みこは目を見開く。

　家密はすらりと姿勢よく立ったまま、何も言わなかった。暗いせいで、家密の様子が判りづらい。浪人達が持つ提灯に照らされて、暗くら闇やみに白銀の着流しだけが浮かんでいるように見える。

　諒影がみこの縄なわを摑つかんで、家密に見えるように一番先頭に移動させた。

「……家密公。八年前、跡あと目め争あらそいに巻き込まれるのを避さける為に、乳母うばである春華かすがの局つぼねの手配で江戸城を逃のがれ、身分を隠かくして富士山のふもとの村に滞たい在ざいされましたな。そこで右みぎ腕うでに深手を負われた。噂うわさでは家臣が乱心したとか。ですが違ちがう噂も耳にしましたぞ。怪我をしたのは、その村で仲良くなった女の子を助ける為だったと。……将軍になられてからも、その女の子の行ゆく方えをずっと捜さがしておられると。ですからお連れしましたよ。さあ、どうぞ」

　ぐいっと身体からだを押されたみこは、自分の耳を疑っていた。それは本当の話だろうか。家密も自分を捜してくれていたのだろうか。気になったが、今はそれどころではなかった。

「逃にげて！　逃げて！　みんなに知らせてっ。爆ばく薬やくが境内に……！」

　駆け出そうとしたみこを、諒影が再び縄を摑んで引き戻もどす。

「もう遅おそい。家密、まずは町人達が犠牲になるのを見るがいい。お前を殺すのはそれからだ」

　諒影がたいまつを持った手を上げる。それが爆破の合図なのだろう。みこは思わず目を瞑つぶった。頭には、神田明神が燃えてたくさんの死者が出る光景が浮うかんでいた。

　だが予想した爆発音は、しばらくたっても聞こえてこなかった。みこは怖こわ々ごわ目を開ける。そこへぶんっと風が巻き起こった。

「うっ……！」

　何が起こったのだろう。みこの身体はあっという間に諒影の手から離はなれて、家密の腕の中にあった。見ると諒影が左手を押さえて、苦く悶もんの表情を浮かべている。家密は右手に持った木刀を諒影に向かって突つき付けた。

「え……あれ、何でっ？」

　腕に抱だかれたままみこは顔を上げ、そして目を疑った。なぜここに彼がいるのだろう。今も耳には鼓と笛の音が届いている。その音に合わせて時には舞まい、時には舞台せましと動き回り、台詞せりふを言って見み得えを切るのが歌舞伎だと一陸に聞いていた。

　そうやって、彼は今境内の舞台に立っているはずだ。

「爆破ならおこらねぇぞ。昼間の内に、木挽町のみんなと神社の巫女みこさんたち総出で爆薬を探して、全部取っ払ぱらったからな」

　聞こえた声は低くて甘い。舞台に立ったらさぞよく通るだろう。この声で台詞を言うと、女性客達の歓声が止まらないという。みこは思わず顔を綻ほころばせた。

「二海！」

　笠を外して顔を見せた二海が、みこの髪かみを優やさしく撫なでた。浪ろう人にん達が慌あわてふためいて叫さけぶ。

「誰だれだ！　お前はっ」

「俺か？　俺はそうだなぁ。牛うし若わか丸まるだよ」

　にやりと二海が笑う。その姿もまるで浮うき世よ絵えのように決まっていた。堂々とした二海に怯ひるんだのは浪人達の方だ。そういえば、とみこは思い出す。今日の奉ほう納のう芝居の演目は、牛若丸こと、源みなもとの義よし経つねが題材だったと。

「牛若丸……なるほど、兄の頼より朝ともに見捨てられても、まだ兄を慕したう。おろかな事だ」

　木刀で殴なぐられた手を押さえたまま、諒影が低く笑った。

「裏切られたわけじゃないかもしれないぜ。兄弟には兄弟にしか判わからないことだってある」

「そうかな。利用されただけではないのか。お前も気をつけた方がいいぞ。兄に利用されて、捨てられたのはお前も同じだろう？」

　二海と諒影の会話の意味が判らなかった。会話からすると、この二人もまったくの初対面のようには思えない。二海が肩かたを竦すくめて、みこを庇かばうように自分の背に移動させた。

「俺は捨てられたわけじゃねぇ。……なぁ、諒影。もうやめとけや。爆薬も回収したし、近くにいたお前らの手下もみんな捕つかまえたぜ。こんな事して何が楽しいんだよ」

　諒影の名前を知っているという事は、やはり二人は知り合いらしい。二海と諒影は睨にらみ合ったまま、微び動どうだにしなかった。

「楽しくはない。改革に必要だからやるんだ。お前が邪じや魔まするかもしれないと判っていたから、わざわざ芝居の最さ中なかに計画を実行しようとしたんだぞ」

「そりゃ残念だったな。でもよ、そんな改革、望んでるのはお前らだけだろ。ここはお江戸だ。江戸の町を作ったのは侍さむらいじゃねぇ。俺達町人だ。それを壊こわそうってんなら、容よう赦しやしねぇぜ」

「町人ねぇ。お前がいつから町人になった？」

　諒影の忍しのび笑いに、二海がむっとして木刀を構えた。

「うるせぇ。もういい加減引けよ。俺に敵かなわない事ぐらい判ってるだろ。お前が血を流すと、それを触さわった奴やつは死ぬし、血がかかった植物は枯かれちまう。こちとらわざわざ気を遣つかって血を流さないよう木刀持ってきたんだ。俺がまだこれを構えているうちに、さっさと帰れ！」

　二海の気き迫はくに、浪人達がたじろいでいる。そこへこちらに向かって駆かけだしてきた者がいた。

「お、遅いがな、二海！　わい、もう怖こわくて怖くて……。みこ、すぐ縄といたるからな。ほら、これもこっそり取り戻しておいたで」

　みこの縄を解ほどいてくれたのは煙助だった。そして取り上げられていたなぎなたと小刀を渡わたしてくれる。それを見て、諒影がふんと鼻を鳴らした。

「しょせん猿さるだな。侍になりたいと言ったくせに、世の中を正す度胸はないのか！」

　煙助が諒影をじっと見つめて、ぶんぶんと大きく首を振ふった。

「わ、わいはそんな大それた事はできん。みこかて、ただ話するだけやっていうから連れてきたんや。そりゃ金には目がくらんだけどな。でもわいはもうこんな恐おそろしい事に関かかわるの嫌いやや！　神田明神には親切にしてくれた人もおる。わい、もう真面目まじめに働く。侍になんかならんでええ。あんたらみたいにみんなを殺して平気なのが侍やったら、わいはならんでええ！」

　みこの必死の願いは煙助に届いていたようだ。きっと二海に事情を知らせてくれたのも煙助だろう。みこは嬉うれしくなって顔を綻ばせたが、すぐに気を引き締めて、諒影に向き直った。

「諒影。もうやめて。今なら被ひ害がいはないんだし、あんた達がやめてくれれば……」

「いいや、やめない。まだまだ手はある。その為には、こちらに戻って貰もらおうかな。炎華姫ひめ」

　びくりと身体が震ふるえた。二海にも今の言葉は聞かれただろう。江戸にいる間は普ふ通つうの女の子でいたかった。だから苦手な噓うそだってつき通したのに、こんな形で知られてしまうなんて。

　みこは恐る恐る二海を見上げた。だが、彼の表情は少しも変わっていなかった。

「みこは連れていかせねぇ。誰にも連れていかせねぇ！　俺だってもうガキじゃねぇんだ！」

　低く唸うなるような声とともに、二海の身体から獣じゆう気きが溢あふれ出す。間近でそれを感じたみこは、一いつ瞬しゆんで背筋が凍こおり付いた。そのまま両手で頭を抱かかえてしゃがみ込む。

　逆らうな！　そう本能が警告していた。強い化妖に逆らってはならない。ひれ伏ふし許しを請こい、怒いかりが収まるのを待て、と。

　怯おびえているのはみこだけではないようだ。煙助はひいっと叫んで腰こしを抜ぬかし、諒影以外の浪人達が、一いつ斉せいに犬や山やま猫ねこの本ほん性しようを顕あらわして、尻しつ尾ぽを丸めて震え上がっている。

　何が起こったのか判らなくて戸と惑まどうみこの目の前で、二海の変化が始まった。二海は自分を犬だと言っていた。だが変化しつつあるその姿は、犬とは似て非なるもの。

　まるで夜の闇やみに溶とけるような漆しつ黒こくの毛並み。鋭するどい牙きばも爪つめも、犬のそれよりも太くて尖とがっている。満月の光が、みこの身体の三倍にも膨ふくれあがった二海を照らしていた。力強い四つ足で立ち、どう猛もうな唸り声を上げた二海は、既すでに人の姿をしていなかった。

「……徳川の忌いみ子、闇やみ狼ろう。こんな所で本性を出していいのか？　闇狼は徳川家でもたった一人。今は病気でふせって、幽ゆう閉へい同然に江え戸ど城で暮らしているはず。江戸の町で歌か舞ぶ伎き役者をしているなんて知られれば、相当な騒さわぎになるぞ」

「……」

　二海は諒影の問いかけに答えなかった。その代わり、月に向かって遠とお吠ぼえをする。その闇を切り裂さくような遠吠えに、犬や山猫の姿をした浪人達が、更さらに身体を丸めて縮こまった。

　強い相手に逆らえないのが化か妖ようの本能だ。しかも二海からは、ひれ伏したくなるほどの強大な獣気が発せられている。それでも最後の意地とばかりに、彼らは二海に飛びかかった。

「ギャン！　ギャギャギャ！」

　二海一人に、浪人達は十人以上。もつれ合うように上になり下になり、獣けもの達の戦いが始まった。だがその取っ組み合いは、勝負がつくまでにそれほど時間がかからなかった。甲かん高だかい鳴き声を上げた犬や山猫達が、次々地面に倒たおれ込む。嚙かまれたのか身体からは血を流し、息も絶え絶えだ。最後に残ったのは、月の光を浴びて四つ足で立つ漆黒の狼おおかみだけ。

　狼が次に狙ねらいを定めたのは、みこの背後にいた諒影だ。だが諒影は、少しも慌てる事なく薄うすく微笑ほほえんだ。そして右手をさっと自分の口に持っていき、指の先を歯でかみ切った。

「闇狼、お前の獣気には確かに圧あつ倒とうされる。だが、私はお前ごときを恐れはしない。たとえ狼でも、毒を持つ私の前ではただの獲え物ものにすぎない」

　諒影の指先から流れた赤い血が、地面に流れ落ちた。その途と端たん、あぜ道に生えていたたんぽぽや雑草がみるみるうちに枯れていく。その光景にみこはぞっとした。やはり諒影の血は猛もう毒どくなのだ。彼が右手を振り上げると、指から流れる赤い血が、まるで鞭むちのように空を舞った。

「触ふれただけで死ぬぞ。気をつけろ」

　諒影が威い嚇かくするように、二海のすぐ目の前で血の鞭を地面に叩たたきつけた。二海がみこを背に庇いながら、ガルルルッと唸り声を上げて諒影を睨みつける。しばらく睨み合っていた二人だが、先に仕し掛かけたのは諒影だ。

「家密を呼ぶ餌えさにならないのなら、その女はいらん。二人まとめて毒におかされ死ぬがいい」

　血の鞭がびゅんとしなってこちらに襲おそいかかる。二海がとっさにみこを鼻はな面づらで突つき飛ばした。

「みこ、逃にげろ！……ぐぅっ」

　地面に倒れ込んだみこは、うめき声に驚おどろいて慌てて身を起こす。みこを突き飛ばしたせいで、二海が血の鞭を避よけそこねたらしい。ばたりと倒れ込んだ二海が、くぐもった唸り声を上げながら身体からだを丸める。黒い毛並みの胴どう体たいからは、赤黒い血が流れていた。

「きゃぁぁっ、二海……！」

　みこはすぐさま駆け寄った。身体に触れると、体温がどんどん冷たくなっているのが判る。

「炎華姫を守ろうとしたせいで動きが鈍にぶったな。……それにしてもお前達は役立たずだな」

　最後の言葉は、近くで倒れている山猫達に向かってだ。見ると、山猫達も血の鞭の攻こう撃げきに巻き込まれてしまったらしい。身体を痙けい攣れんさせ、嘔おう吐としながら喉のどを搔かきむしり苦しんでいる。

「何て事言うの！　みんなあんたの仲間でしょ」

「こいつらはただの手足だ。しかも取り替かえがきく便利な手足。どうしようと私の勝手だ」

　諒影が再び右手を振り上げた。みこはとっさに身構える。

（このままじゃみんな身体に毒が回って死んじゃう！……よし、こうなったら一か八ばちか！）

　みこは腰に差していた小刀をさっと取り出した。そしてそれを腕うでに当て、すっと引く。

「また妙みような術でも使う気か？　炎華姫。だが、お前はまだ正式な炎守ではない。神通力といっても、せいぜい火の玉を飛ばすことしかできまい。あの程度では私は倒せないぞ」

「……言われなくても判ってる。確かにわたしは炎守様から神通力を受け継つがない限り、何の力もないただの化妖。でも、わたしは炎華姫としての自分の血に賭かけてみる。神しん獣じゆう鳳ほう凰おうは、炎と再生を司つかさどる。鳳凰の獣気が宿ったこの小刀さえあれば、わたしにだってもっと強い神通力が使えるはず……！」

　腕から流れた血を、空に向かって飛び散らせた。そして祈いのりを込めて、みこは声を上げる。

「神じん炎えん浄じよう化か！」

　叫さけんだと同時に、飛び散った血が一瞬で無数の火の玉へと変わる。空を舞まった火の玉が向かったのは、諒影ではなく二海や山猫達だ。

　二海達の身体を炎が包む。だが、その炎は二海達の身体を焼く事はなかった。炎は柔やわらかな光に変わり、まるで昼間のように辺りが明るくなる。息も荒あらく痙攣していた山猫達の表情が、その光の中で穏おだやかなものに変わっていく。二海に目をやると、彼もどうやら楽に息が出来るようになったようだ。

「ち、治ち癒ゆの術が成功した……。噓みたい、雅様が術を使ったのを一度見ただけなのに……」

　みこは自分の腕を流れる血を見つめて、目をぱちぱちとさせた。小刀の力を借りたとはいえ、自分がこんなに大きな神通力を使えるなんて信じられなかった。だがすぐに気を取り直して二海に駆け寄る。いつの間にか彼の身体を包んでいた光は消え去っていた。

「大だい丈じよう夫ぶ？　二海」

　二海がゆっくりと立ち上がる。触れた身体は温かく、金色の目には鋭い光が戻もどっていた。

「……なかなか面おも白しろい見せ物だった。毒を消し去る神通力を使われては少々分が悪い。今日はこのくらいにしておこう。いい情報も手に入ったしな。それに……」

　背後で諒影がぼそりと何かを呟つぶやいた。聞き取れそうで聞き取れない声に、みこは慌あわてて振り向く。だがそこにはすでに誰だれもいなかった。

「い、一体、どこに……。ううっ！」

　辺りを見回していたみこは、ふいに強いめまいに襲われて呻うめいた。そのまま膝ひざの力が抜けて、がくんと地面に倒れ込む。頭がぐらぐらと揺ゆれて、吐はき気がこみ上げた。

（そういえば……雅様に無理して小刀の力を使うと、体力を消しよう耗もうするから気をつけろって言われたような……。調子にのって使いすぎると最悪死ぬぞって脅おどされたような……）

「みこ、しっかりしろ！」

　二海の声が遠くなる。薄れていく意識の中で、力強い腕が抱だきしめてくれたのだけは判わかった。




（温かい……ぬくぬくだ。気持ちいい～）

　ぽかぽか温かい感かん触しよくが身体を包み込んでいる。みこは無意識のうちに、その温かな何かにぎゅっとしがみつく。すると、息がかかるほど間近で低い声が囁ささやいた。

「起きたのか？　大丈夫か、みこ」

　はっと目を開くと、人の姿になった二海の顔がすぐ正面にあった。どうやら二海の膝に乗せられて眠ねむっていたようだ。大きな腕で抱きしめられていると知り、みこは一気に赤くなる。

「わ、わたしどうしたの？　あ、諒影は？　それに毒で苦しんでたおじさん達は？」

　慌てて辺りを見回した。夜空にあぜ道の光景は先さき程ほどと同じだ。だが見回す限り、二海と自分の他ほかには誰もいなかった。

「お前を襲った奴やつらは無事だ。煙助が呼んできた役人が連れてった。諒影は……逃げられた」

　二海が悔くやしそうな表情になる。みこはくらくらする頭を押さえつつ何とか立ち上がった。

「わたし、どれぐらい眠ってたの？」

「ほんの少しだ。たった今、役人があいつらを連れて引き上げた所だからな。それより……」

　立ち上がった二海が、みこの頰ほおにそっと手を当て、無事を確かめるように何度も撫なでる。

「無事でよかった。本当によかった。もうあの時みたいな思いはたくさんだ」

　そのまま身体を引き寄せられ、ぎゅっと抱きしめられた。突とつ然ぜんの事で驚いたが、その大きな胸の温ぬくもりにほっとする自分もいる。昨日捕とらえられてからずっと気を張っていた。諒影の得体の知れないまがまがしい獣気にさらされて、強がってはいても本当は怖こわくて仕方なかった。

「……二海、舞ぶ台たいは？」

　聞きたい事はたくさんあったが、まずはそれを聞いてみた。耳には今でも歌舞伎の囃はや子しが聞こえている。みこを抱きしめたまま、二海が苦く笑しようした。

「舞台よりお前が大事だ。あの時みたいにお前が血を流して、肉にく食しよく獣じゆうに襲われてたらって……」

　二海が言っている事が判らない。二海の目の前で血を流した事があっただろうか。

「あの時って何？　それに二海は狼なの？　狼は徳川の一族でしょ。二海はもしかして……」

　二海がそっとみこの身体を放して、困ったように頭をかいた。どうやら何か言いあぐねているようだ。黙だまって見上げていると、二海が決意したように口を開いた。

「あのな、ずっと言おうと思ってたんだ。えっと、まずはお前が捜さがしてる兄きよう妹だいの妹だが……」

「春ちゃん？　あ、二海って狼だし、徳川家に縁えんがあるんだよね？　だったら春ちゃんの事知ってたんでしょ。この間は顔を見られなかったけど、春ちゃん無事だよね？　元気だよね？」

　可か憐れんではかなげな春。殺されると泣いていた春。春の事が何より心配だった。家密にももちろん会いたかったが、みこが富士山に住む炎守の一族を説得して、無理を言って江え戸どに出てきた一番の目的は、春が無事か確かめる事だったのだ。二海が慌てたように両手を振ふった。

「いやいやいや、春ちゃんは元気だ。すごく元気だ。びっくりするぐらい元気だ」

「やっぱり知ってるんだね。何で教えてくれなかったの！　春ちゃんはとっても華きや奢しやでか弱くておしとやかで泣き虫で、わたし守ってあげたいってあの時思って……。そうだ。春ちゃんの事知ってるなら会わせて。もし無理なら遠くから一目見るだけでもいいから。今度水戸藩はんにお嫁よめに行くって聞いたよ。春ちゃんの花嫁姿、わたしも見たい！」

　頭には、成長して白い打ち掛かけを着てお嫁に行く春の姿が浮うかんでいた。先日お使いに行った時、木こ挽びき町ちようで花嫁さんを見かけたのだ。あの花嫁さんのように、幸せな顔をしていてくれればいいと心から願っていた。詰つめ寄ると、二海が慌てたように両手でみこを押しとどめる。

「いや、だから、お前がそんな事ばっかり言うから、色々と言い出せなくて……」

「何？　ま、まさか、春ちゃん政略結けつ婚こんとかさせられるわけ？　もしかしてご主人になる人がすごい乱暴者だったりとかするわけっ？　いやぁぁぁ！　か弱い春ちゃんに傷一つでもつけたらわたしが許さないーっ。水戸まで乗り込んでいってご主人けちょんけちょんにしてやる！」

　頭を抱かかえて絶ぜつ叫きようすると、二海の顔が思いっきり引きつった。

「お、落ち着け！　大丈夫だ。えっと、とにかく大丈夫だ。ちゃんと話をするから、お前はしばらく黙ってろ。いいか、口を挟はさむなよ。お前と話すといっつも調子が狂くるうんだから」

　渋しぶ々しぶ頷うなずいて口を噤つぐむと、二海がこほんと咳せき払ばらいした。

「あ、あのな。ええと、そうだ。俺は確かに徳川家に縁がある。それで、俺の名前は二海っていうが、これは役者の名前だ。本名はな…………」

　二海がそこで言葉を句切った。そしてみこの手を握にぎり、息を大きく吸いこんだ。

「俺の本名は『家いえ春はる』っていうんだ」

　二海の緊きん張ちようした様子が、握られている手から伝わってくるようだ。真しん剣けんな目で見つめられたが、みこは思わず首を傾かしげた。そして黙っていろと言われたが、つい口を開いてしまう。

「……だから？」

　二海ががくっと項うな垂だれる。握っている手がぶるぶると震ふるえていた。

「お前、一を聞いて十を知るって言葉を知らないのか？　全部説明しないと駄だ目めなのか？」

　二海は改めてみこを見つめ、ゆっくりと言い聞かせるように話を続けた。

「だからな、あの、俺は家春って名前で、徳川家に縁があって……」

　言い淀よどむ二海の浅黒い顔が、やや朱しゆに染まっている。彼が何を言いたいのかさっぱり判らないみこは、じっと口を閉じて彼の顔を見つめていた。

「それでさっき俺の本ほん性しよう見ただろ。黒い毛の狼おおかみ。大きさも普ふ通つうの狼の倍はある。俺みたいなのは闇やみ狼ろうって言われてて、徳川家の中でもまれにしか生まれない。闇狼が生まれるのは不ふ吉きつな事が起きる前兆だって言い伝えがあって、一族の中では忌いみ嫌きらわれてるんだ。生まれてすぐに殺すのが習わしだったんだが、春華の局ってばあさんがいて、そいつが助けてくれたんだ。殺されるのは男の闇狼だけだ。女の闇狼は見み逃のがしてもらえる。そこであのばあさんが……」

　そこまで言われてやっと、みこの頭にある仮説が浮かんだ。だがまさかそんなはずはないと、思わず自分の考えを笑ってしまう。

「あっははは。ありえない。絶対にありえないよ。だってわたし、神田明神で春ちゃんに会ったもん。それに春ちゃん……清春姫ひめは、今度水戸藩にお嫁入りするって聞いたよ！」

「……清春って妹は確かにいる。なんせ狼の一族だから子だくさんで、腹はら違ちがいの兄妹も入れたら二十人ほどいるからな。ちなみに今度水戸藩に嫁入りする清春は十五歳だ」

「ええっ、そんなのおかしい！　だってわたしより年下じゃない。春ちゃんは、どう見たってわたしより年上で……」

　段々と顔が青ざめてくる。二海の浅黒い顔を見つめ、みこはひくひくと盛大に顔を引きつらせた。そして闇を切り裂さくような絶叫を上げる。

「いやぁぁぁ！　噓うそでしょ。絶対にありえないってばっ。春ちゃんはすごく可か愛わいかったんだから。色なんて真っ白で、目だってぱっちりしてて。ちょっと叩たたいたら折れそうなぐらい細いんだよ。お嫁に行って優やさしいご主人と一いつ緒しよに幸せになるんだもん！　子供とかたくさん産んじゃってさ。いいお母さんになるんだよーっ。わたしの夢はそこまで進んでたのにうち砕くだく気？　二海なんて色黒でどこもかしこもごつくて、女ったらしじゃない！」

　思わず本音を叫さけぶと、二海がみこ同様ひくひくと顔を引きつらせた。

「嫁に行ってなくて悪かったな！　こんなごつい男、嫁にもらう馬ば鹿かはいねぇよ。それに俺は女ったらしじゃねぇ。あれは仕事なんだ！　俺は惚ほれた女にしか本気にはならねぇんだよ！」

　叫んだ二海だが、すぐにはっとしたように目を見開いた。

「あっ、でかい声だしてすまねぇ。とにかく、お前が俺のガキの頃ころを可愛いとか泣き虫だとか言うから、言い出しにくかったんじゃねぇか。女の恰かつ好こうしてたのも、今思えば恥はずかしいしよ。それに俺は徳川家に縁があるって知られる訳にはいかねぇし。どう話そうかずっと悩なやんでたんだ。この間隅すみ田だ川がわに桜を見に行った時に話そうと思ってたのに、結局言い出せなくて」

　二海は恥ずかしいのか、みこから目をそらして頭を搔かいている。彼が噓をついているとは思えない。それに噓をつく理由が見つからない。信じられない気持ちのまま、みこは口を開く。

「本当に……本当に本当に春ちゃん？　今いま更さら冗じよう談だんだって言われてもぶっとばしちゃうけど」

　二海がみこを見つめてふっと微笑ほほえむ。色黒で男らしいほりの深い顔。どう見ても春とは違ちがっている。それでも二海は小さく頷うなずいた。

「うん、久しぶり。みこちゃん。羽子板して遊んだよな。お前、羽子板ぶんぶん振り回して、俺に負けたら勝つまでやるって言い張って。俺、最後はわざと負けたんだぜ。お前頑がん固こだったからさ。にぎりめしも一緒に食ったよな。お前、外で飯食うの初めてだって言って、すごく喜んでた。雲一つない青空に桜の花びらが舞まってて、まるで夢見てるみたいに楽しかった」

　間ま違ちがいなかった。あの時の事を忘れた事なんてない。みこは思わず二海に抱だきついた。

「うわぁぁん！　春ちゃん春ちゃん春ちゃん！　会いたかったよ！　ずっとずっと会いたかった。あの時春ちゃん殺されるかもって言ってたから、ずっと心配してたんだよ……！」

　二海がみこの身体からだを抱きしめて、背中をさする。手も腕うでも身体もみこが知っている春ではない。それでも、この温かい手を知っている気がした。あの時、襲おそわれたみこを逃にがそうと引っぱってくれた温かい手。一人だったらきっと怖くて逃げる事もできなかった。

「ああ、あの時俺は男だってばれそうになっててさ。闇狼は、徳川家に不吉を呼び込む、生まれちゃいけない存在なんだ。現に今まで何度か生まれた闇狼は、必ず主君に逆らって成敗されてる。だから生まれたらすぐ殺す事になってた。でもさっきも言ったけど、女の闇狼は見逃してもらえる。闇狼の恐おそろしい所は、生まれつき獣じゆう気きが強い所だ。だけど女の闇狼はそこまで攻こう撃げき的じゃないし、強い子供を産む可能性が高いから許してもらえる」

　みこの身体を抱きしめたまま、二海が囁ささやくように話を続けた。

「でも大きくなるにつれて、さすがに隠かくしてるのも難しくなってきてて。それに跡あと目め争あらそいも絡からんで、色々と面めん倒どうな事になってな。それであの村に避ひ難なんしてたんだ。あそこは炎守様の神域に近い。春華の局があそこなら誰だれも手を出せないからって。あの時は江戸に帰って男だとばれたら殺されるって思ってた。小さな頃から、ばれたら殺されるって言い聞かせられてきたし」

　何だか自分と似ていると思った。血を流したら、侍さむらいに食べられると言い聞かせられてきた自分。そして男だとばれたら、殺されると言い聞かせられてきた二海。あの時、江戸に帰りたくないと泣いた春の言葉の意味がようやくみこにも判わかった。

「あの後、大だい丈じよう夫ぶだった？」

「ああ、結局男だってばれたけど、どうにか命は助かった。その代わり絶対に徳川家に逆らわないって条件で城を出たんだ。前にも言ったろう。俺は大人達の思おも惑わくに翻ほん弄ろうされて生きるのはうんざりだって。自分の生き方は自分で決める。俺はもう何にもできないガキじゃない」

　言葉が力強いと感じた。二海はきっと、この言葉通りに生きてきたのだろう。それは数日だが、一緒に暮らしたみこにも判っていた。

（春ちゃんを助けたくて江戸まできたけど……。でも春ちゃんは……ううん、二海はわたしの助けなんか最初からいらなかったんだ）

　もう泣き虫だった春はいない。ここにいるのは運命を切り開き、自分の足で地面を踏ふみしめて立っている歌か舞ぶ伎き役者の二海だ。この八年の間に、春は大人へと成長していた。

「……いつからわたしの事を知ってたの？」

「最初に会った時から気づいてたよ。お前、神社の宝物庫に隠れてた時怪け我がしてただろ。血の匂においがかすかにしたんだ。お前は気絶してたから知らないだろうけど、あの時俺は本性が出て狼になっちまってさ。危あやうくお前を食っちまう所だった。食いたくなるぐらいうまそうな血を持ってるのはお前だけだろ。炎華姫」

　問いかけられて俯うつむいた。最初から彼はすべて知っていたのだ。だから芝しば居い小屋に置いてくれたのだろう。そして炎華姫の自分が危ない目にあわないように、気を遣つかっていてくれたのに違いない。無言になってしまったみこを見て、二海がそっと肩かたに手を置いた。

「八年前のあの騒さわぎの後も、俺と兄貴はお前の事をずっと捜さがしてたんだぞ」

　その言葉にびくんとして顔を上げる。二海の顔がすぐ近くにあった。

「兄貴って……家密様だよね。じゃあ、やっぱり二人は本当の兄弟？」

「似てねぇけどな。みこを捜すために二人で手を尽つくしたけど、あの村にも近くの村にもみこはいなかった。それで、あの時錯さく乱らんした護衛がいただろ。そいつに話を聞いたら、血の匂いを嗅かいだら意識がとんじまったっていう。それで兄貴と考えたんだ。みこは特別な血を持つ化か妖ようなんじゃないかって。そして富士山には、特別な一族がいる。神しん獣じゆう鳳ほう凰おうの血を引く、炎守の一族。その跡あと継つぎの炎華姫はまだ幼いって春華の局に聞いたんだ。炎華姫に会いたいって兄貴と一緒に頼たのんだけど、駄目だって言われた。炎守の一族には将軍家の力も通じないって」

「捜したって……。噓だよ。だって家密様は怒おこってる。わたしのせいで怪我したから……」

　神田明神での家密の言動を思い出すと今でも震えがくる。だが二海はゆっくりと首を振ふった。

「いいや、違う。俺も兄貴も怒ってない。……そうだ。みこ、来いよ。証しよう拠こを見せてやる」

　二海に手を引かれ、戸と惑まどいつつもついていく。夜の風が背中を押すように力強く吹ふいていた。




　　　　[image: ]




　神田明神の境けい内だいには、芝居小屋と変わらないような立派な舞ぶ台たいが造られていた。違っているのは、その舞台が星空の下である事と、いくつもの篝かがり火びに囲まれている事だ。

　みこが二海に連れて来られたのは、舞ぶ台たい脇わきにある垂れ幕を下ろして仕切られた小部屋だった。きっと役者や囃はや子し方かたが準備する控ひかえの間だろう。衣い装しようや笛や鼓つづみがいくつも置かれていた。その衣装を竿さおにかけていたお琴が、入ってきた二海とみこを見つけて駆かけ寄った。

「みこ！　あんた無事だったのね、もうっ。あんたが攫さらわれたらしいって聞いて、木こ挽びき町ちようの町の人達総出で捜したんだよ。そしたらあんたじゃなくて煙助を見つけてさぁ。煙助の奴やつ、爆ばく薬やくとか何とか物ぶつ騒そうな事言い出して。だからうちの若い奴ら連れてきて、巫女みこさんたちとみんなで爆薬取り除いたのさ。祭りの邪じや魔まをしようとした奴がいたんだって？」

「え？　あ、そうそう。お祭りの邪魔する奴がいてね。でももう大丈夫。二海がとっちめてくれたから。それよりお琴さん、わたしの事を心配してくれたの？」

　みこは思わず目を丸くした。二海が好きなお琴は、事あるごとにみこが邪魔だと言ってはばからない。好かれていない事ぐらい、よく判っていた。

「べ、別に。そんなつもりじゃないよ。ただ、急にいなくなったから驚おどろいたっていうか……。ああっ、そうじゃなくて、別にいなくなってくれていいんだよ。清々するから！」

　口ではきつい事を言いながらも、お琴の顔がほんのり赤くなっている。それを見て、心がほんわかと温かくなった。ほんの少ししか木挽町にはいなかったのに、みんなこんなに親切にしてくれた。江え戸どの人々は本当に人情に厚い。それが身に染しみていた。

「よく言うぜ、お琴。みこを心配して、自分の所の若い衆しゆの尻しり叩たたきまくって捜させたくせに」

「やめとくれよ、二海。……もしそれが本当でも、わざわざ口に出すのは野や暮ぼってもんだよ」

　ふんっと鼻を鳴らしたお琴に、みこはぺこっと頭を下げる。

「あの、ありがとう。お琴さん。心配かけてごめんね」

「だからっ、わざわざ礼を言われたら照れくさいだろ。こういう時は黙だまってるのが粋いきなのさ。まったくあんたは、いつまでたっても野暮ったいね！」

　お琴が肩をいからせて、垂れ幕を潜くぐって出ていった。どうやら余計怒らせてしまったらしい。それでもみこの心は晴れやかだった。人との出会いは、みこに色んな事を教えてくれる。幼い頃から富士山の社で暮らし、滅めつ多たに外にも出られず、毎日決まった人達としか話をしないみこにとっては、それは新しん鮮せんで大きな喜びに満ちていた。

「みこ、ここから舞台が見える。見てみろよ」

　二海に言われて、お琴が出ていったのとは反対側にある垂れ幕を少しだけ開けて、舞台を覗のぞく。どうやら小部屋は舞台の下手に繫つながっているらしい。みこの目に、大入り満員の観客達が飛びこんでくる。

「わぁ、たくさんお客さんがいるね。みんな無事でよかった。本当によかった！」

　ほっとして舞台に目を向けたみこは、思わず首を傾かしげた。

「あれ？　二海はここにいるのに……あれは誰？」

　奉ほう納のう芝しば居いは、源義経についての演目が目白押しのはずだ。静しずか御ご前ぜんの舞まいや牛若丸の活かつ躍やく、そして源平合戦の演目などを朝から夜にかけて公演するのだと聞いていた。

　今行われている最後の演目は勧かん進じん帳ちよう。義経に扮ふんしているのが山やま伏ぶし姿の一陸、そして関せき守もりが肩かた衣ぎぬと長なが袴ばかまをまとった空三だ。どうやら勧進帳は始まったばかりのようで、関守が義経を詮せん議ぎしているようだった。

　だが、その二人のやりとりを跪ひざまずいて聞いているあの弁べん慶けいは誰だろう。主人公である弁慶は、二海が演じるはずなのに。

「見ての通り、あれは弁慶だ。義経が兄の頼朝と決別し、都落ちして弁慶と一いつ緒しよに奥おう州しゆうへ逃げるんだ。でも安あ宅たかの関って所で関守の富と樫がし左さ衛え門もんに見つかっちまう。弁慶は義経を守る為ために白紙の勧進帳をさも本物のように読んで、そして主君である義経を無礼を働いたっていいがかりをつけて、杖つえで打ち据すえるんだ」

「いや、一陸から台本貰ったから大体の話の筋は知ってるって。大事な主君なのに、わざと杖で打ち据えた弁慶を見て、関守のおじさんが騙だまされた振りして関所を通してくれるんでしょ。そうじゃなくて主人公の弁慶は二海でしょ。二海はここにいるのにあれは一体誰な訳？」

「あれは俺の影かげ武む者しやだよ。いいって言ったのに、じっとしていられるかって怒ど鳴なりまくってさ。みこを助けにいけないなら、俺が舞台に戻もどるまでの間、代わりをやるんだって」

「……ん？　ちょっと待って。まさかまさかまさか……」

　ふとある人物の顔が浮うかんで、みこはつい声を上げてしまう。二海が肩を竦すくめた。

「さあ、さっさと入れ替かわらないとな。影武者はさすがに台詞せりふを全部覚えてないだろうし」

　軽い調子で言われたが、みこの顔は真っ青だ。あまりの恐れ多さに、ひぃぃぃっと悲鳴を上げてしまう。

「どどどど、どうやって入れ替わる気？　弁慶は確かずっと舞台に出ずっぱりのはずでしょ」

「まあ、見てろって」

　苦く笑しようした二海が舞台の方でなく、お琴が出ていった垂れ幕を潜って外に出る。それを見送ったみこは、すぐに舞台に目をやった。

　義経を演じる一陸が、関守の空三に問いつめられている。芝居だと判っていても、みこはどきどきしていた。義経だとばれれば捕つかまってしまい、命はない。話の筋は台本を貰もらっていたので知っているというのに、一陸が演じている義経の緊きん張ちよう感かんが伝わってきて、みこははらはらしてしまう。舞台の両りよう端はしに座った囃子方の笛や鼓の音色が、余計にその緊張感を高めていた。

　一陸と同じ山伏姿の男達は、二海がよその芝居小屋から今日の為に集めた役者達だ。芝居が続くに連れ、彼らが殺気だっているのがどんどん伝わってくる。義経一行だと疑われたなら、関所を強行突とつ破ぱする、それが彼らの考えだ。

　一いつ触しよく即そく発はつの状じよう況きようで、事を荒あら立だてたくない弁慶はすっくと立ち上がり、はやる彼らを長い杖でぐっと押さえつけた。すると逆らった山伏達が弁慶を囲い込む。一いつ瞬しゆん、弁慶の姿が囲んだ山伏達のせいで見えなくなった。




〝ドンッ！〟




　緊きん迫ぱくした場面で、太鼓が響ひびき渡わたる。それと同時に囲んでいた山伏達が一いつ斉せいに倒たおれ込んだ。

「よっ、木挽屋！」

　その途と端たん、観客席から歓かん声せいと屋号を呼ぶ声が響いた。倒れ込んだ男たちの中から出てきた弁慶が、一瞬でその姿を変えていたのだ。

　黒かったはずの山伏の衣装の形はそのままに、色だけが目も覚めるような赤に変わっていた。その衣装には、金糸で唐から獅じ子しが走る勇ゆう壮そうな様が描えがかれている。隈くま取どりという歌か舞ぶ伎き独特の化け粧しようを施ほどこした顔には、先さき程ほどよりも赤い筋が増えていて、怒いかりを顕あらわにした様子が一目で判わかるようになっていた。その顔で一ひと睨にらみすると、山伏達がやっと大人しくなる。

　見事な早変わりを終えた弁慶は、関守の空三の元に進み出た。

「あれ……こんな衣装の早変わりなんて、台本にあったっけ？」

「いいや、台本にはない。あいつが帰ってくるまで場をもたせる為に、少々筋書きも変えてある。よくぞみなうまくあわせるものだな。さすがは江戸一番と言われるだけある」

　舞台に夢中になっていたみこに、誰だれかが背後から声をかけた。慌あわてて振り向くと、黒い山伏姿の男が立っていた。それが誰だか、みこにはもう判っている。今のは衣装の早変わりではない。衣装どころか役者そのものが一瞬で入れ替わったのだ。目の前にいるのは、たった今二海と交代した人物だろう。男が持っていた手ぬぐいで顔を拭ふく。すると化粧が落ちて、中から白い細ほそ面おもてが出てきた。みこは呆ぼう然ぜんとしたまま、目を瞬またたかせる。

「……竹次ちゃん。あっ、ごめん。将軍様だ。家密様……」

　もう自分が竹次ちゃんなんて軽々しく呼んではいけない。彼はこの百ひやく獣じゆう国こくの将軍なのだ。

「確かに竹次は頂けないな。あれは本名を名乗る訳にはいかなかったから教えた噓うその名だ。家密と呼び捨てでいいぞ。みこは特別だからな」

　ふっと微笑ほほえんだ顔が、幼い頃ころの竹次と重なった。みこは混乱したまま、目を丸くする。

「と、特別……？　あ、それより、どうしてあなたがここに……」

「みこを助けに行くと言ったら、春……いや、今は二海だな。あいつが絶対に駄だ目めだと言い張るんだ。二海が私の代わりに行くと言うから、私が仕方なくあいつの代わりをしてやった。だが、結構面おも白しろかったぞ。この姿も二海より私の方が似合うだろう」

　それなりに山伏の衣い装しようは気に入っているようだ。みこを見つめた家密が一つ息をついた。

「諒影に攫われたそうだな。あの男は私を憎にくんでいる。東北の外と様ざま大名の息むす子こだったが、幕府の決めた武家諸法度に逆らい藩はんを取りつぶされた。それに腹を立てて、江戸城まで私に意見をしにきた。そういう者は多い。いつもなら、私が直接立ち合って負ければ納なつ得とくする。強い者には逆らわない。それが化か妖ようの本能だから。だがあの男は違ちがう。あの男は強くて手加減できなかった。どうにか倒したが、顔に傷を負わせてしまった。諒影は私を恨うらんで、そして幕府の政策に異を唱える急きゆう先せん鋒ぽうとなった。……私のせいでお前を巻き込んでしまったな」

　頰ほおをそっと撫なでられた。そこには昨日諒影につけられた小さな傷がある。

「これは諒影の仕し業わざか？」

　ふいに聞かれて、みこは小さく頷うなずいた。その途端、家密の表情がかっと怒りに染まる。

「……みこに傷をつけるなど許さん、諒影はどこだ！」

　きびすを返そうとした家密の着物を、みこは慌てて握にぎりしめた。

「あ、あのね。逃にげられちゃったんだ。それにそんなに怒おこらなくてもいいよ。もう傷なんてほとんどないし」

　みこは空いている片手で襟えりをぐっとかき合わせた。ここには諒影の〝跡あと〟が残っている。これを絶対に見せてはならない。なぜだか本能がそう忠告した。だが家密はその仕草にめざとく気づいたようだ。ぐいっとみこの襟を摑つかんで首筋を顕わにする。

「この赤黒い跡は……。諒影め、あいつは八つ裂ざきにする。必ず見つけだしてこの手で殺す」

　静かな声が余計に恐おそろしく感じられた。みこは引きつった笑えみを浮かべつつ、首を振ふる。

「いや、あの、これはぶつけただけだって……」

「いいや。ぶつけてそんな跡はつかない。こうやればできる跡だろうが」

　家密が嚙かみつくように反対側の首筋に口を寄せた途端、ツキリッとした痛みがみこを襲おそう。

「な、何でわざわざ同じ事をするのよーっ」

「腹が立つからだ。私のみこに跡をつけるなぞ……！　他ほかには何をされた。隠かくさず言え！」

「何にもされてないって。本当にこれ以上は何にも……。だから怒らないで、お願い」

　部屋の中が家密の強大な獣じゆう気きで揺ゆれているように感じる。何とか怒りを静めてもらいたかった。あまり強い獣気を発せられると、そばにいるのさえ息苦しい。必死で見上げると、家密が憮ぶ然ぜんとした表情のまま、それでもふうっと息をつく。そして、ふいにみこの頰に顔を寄せた。

　ぺろっと頰の傷を舐なめられて、あっと声を上げる。慌てて身じろぐと家密がふっと微笑んだ。

「消毒だ。諒影は毒を持っているからな」

「舐めたからって消毒にはならないよ。い、家密……様はこの間だっていきなり……！」

「家密でいいと言っているだろう。江え戸ど……いや、百獣国の中でも私の事を呼び捨てにしていいのはみこだけだ。それにこの間の事だって私は謝らないぞ。大好きなみこを見て、つい我が慢まんがきかなかっただけだ。それは私だけのせいじゃない」

「はい？　言ってる事がおかしいって。この間って、この間はすごく冷たかったじゃない。訳の判らないこといっぱい言ってさ。あっ、それにあの時いた春ちゃんは偽にせ者ものだったんでしょ。あれは誰なの？　えっと、家密……さん」

「段々近づいてきたな。次は呼び捨てだぞ。……あの時いた〝春〟は一陸だ」

　みこは思わず耳を疑った。一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとしたが、すぐに家密に詰つめ寄る。

「一陸ぅぅぅぅ！　噓、だってわたし、あの直前まで巫女みこさんの恰かつ好こうしてた一陸と一緒だったんだよ。なのに、なんでそのすぐ後に一陸が……」

「衣装を一瞬で着き替がえるなんて、一人何役もこなす歌舞伎役者ならお手のものだろう。特に一陸は元々徳川家に仕える忍しのびだからな」

「し、忍びって……忍にん者じやって事？　あ！　もしかして空三もそうなの？」

「いや、空三は忍びではない。徳川家に剣けん術じゆつ指南役として仕える旗本の息子だ。二人とも、二海が城を出るときに護衛を名乗り出たんだ」

　そういえば、時々一陸は無表情になって有う無むを言わせない雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。空三も刀の腕うでは相当なものだ。護衛を名乗り出るくらいだから、二人ともかなりの手て練だれなのだろう。

「ちょ、ちょっと待って、わたし、頭が混乱してきた……」

　頭を抱かかえたみこを見て、家密が肩かたを竦すくめて苦笑した。

「そうだな。きっと訳が判らないのだろう。順を追って説明してやろう。……私はずっとみこを捜さがしていた。おそらくみこが炎華姫ひめだろうと判ってはいたんだが、富士山の社にはいくら将軍でもなかなか近づけなかった。だがやっと念願叶かなって炎華姫を江戸城に呼ぶ事ができた。心の底から嬉うれしかったよ。やっとみこに会える。きっと大きくなって、でも多分木登りするようなおてんばな所はそのままだろうと思っていた」

　みこはうっと言葉に詰まる。まったくその通りで何も言い返せなかった。見上げると、家密がふいに憮然とした表情になる。

「だが江戸城に来た炎華姫はみこではなかった。あの時どれだけ腹立たしかったか！……そのすぐ後に、みこを見付けたという二海からの文ふみを一陸が言付かってきた。今度こそ会えると喜んだのに、私の手の者からよくない知らせも入ってきた。……諒影が暗あん躍やくしているとな」

　家密が視線を鋭するどくして、もう一度みこの頰に手をやった。そして傷をそっと撫でる。

「あいつの手下が江戸城にいるらしい。それが誰だか判らなかった。判らぬままみこと再会を喜べば、あいつにみこの事を知られてしまう。あいつは恐ろしい男だ。蜘蛛くもの糸をどこにでも張り巡めぐらし、必ず獲え物ものを搦からめ捕とる。今の状況では、悔くやしいがみこは富士山にいるのが一番安全だ。だから一陸に命じて神田明神に連れてこさせた。そしてみこがすぐにでも富士山に帰るよう冷たい態度をとったんだ。みこさえ無事なら、また会う機会は必ずあるからな」

「さ、最初から仕組んでたって事？　ああっ、でもそうだよね。そうじゃなきゃ、あんなに簡単に将軍様に会えるはずないもんね。でも……」

　みこは顔を上げて、家密の金色の目を見つめた。そして思わず声を荒あららげる。

「だったら、最初に説明してくれればいいと思う！　わたしびっくりしたし、悲しかったし……とにかく、すごく辛つらかったんだよ！」

「判わかってる。最初はそうしようかと思っていたんだが、みこを見たらつい我慢が……ああ、いや、みこには心配をかけたくなかったんだ。許してくれ」

　家密がぎゅっとみこを抱だきしめる。温かい胸に抱いだかれて、みこは涙なみだが出そうになる。

「そうまでしたのに、みこを巻き込んでしまったな。諒影からの文ふみを見て、すぐに城を抜ぬけ出して二海の所に行ったんだ。役人を手配しようとしたが、二海に江戸の町の事は江戸の町人達が一番知っていると言われてな。……結局私は、みこの為ために何もできなかったな」

　みこは家密の胸の中で、ううんと首を振った。

「でもすごく立派だと思うよ。町の人達を守る将軍様だもん。わたし、諒影の話を聞いて思ったよ。確かに今の政治は外様大名達には厳しいかもしれない。浪ろう人にんもたくさん出るかもしれない。でもね、木こ挽びき町ちように住んで思ったんだけど、町の人達はとても幸せそうだよ」

　見上げると、家密が目を丸くしていた。そんな家密にみこはにっこり笑いかける。

「みんな毎日忙いそがしそうに働いて、そして毎日楽しそうに生活してる。侍さむらい同士が戦っていた戦国の時代にはありえなかった事。泰たい平へいの世を維い持じするのは大変だと思う。みんなが幸せになれればいいけれど、そうはいかないのが世の中だもん。戦いくさが起こらず、町の人達が平和に暮らせる世の中を作ってる、えっと、家密……は、すごく立派だとわたしは思う。誰だれが何と言っても、わたしは家密の味方をするよ！」

　言い切ると、家密がふっと笑みを浮うかべた。その笑顔は子供の時のように優やさしいものだった。

「やっと名前を呼び捨てにしたな。それでいい。……それにしても、みこは相変わらず浮うき世よ離ばなれしていると二海が言っていたのに、ずいぶんと鋭い事を言うな」

「わたし、江戸の町の事は何も知らない。でも、世の中を公平に見る力はあると思う。そう、小さな時から育てられてきたから。それがわたしの務めだから」

　家密がはっとしたようにみこを見つめた。何か言おうとしたのを首を振って遮さえぎる。

「あのね、ずっと言いたかったんだ。ごめんなさい。わたしのせいで怪け我がをさせてしまって。わたし、社の結界から出ちゃいけないって言われてたのに」

　そっと家密の腕を撫でる。着物の下の引きつれたような傷を思うと、苦しくなった。

「もう謝らなくていい。みこが結界から出たおかげで会えたんだ。文句を言う奴やつがいたら、私が成敗してやる」

　どうやら本気のようで、家密がきらりと金色の目を光らせた。苦く笑しようしたみこは、ようやくほっとして息をついていた。




　舞ぶ台たいでは、弁慶に扮ふんした二海が勧かん進じん帳ちようを読み上げる場面が始まっていた。白紙の紙をさも本物の勧進帳のように読んで、相手をだますのだ。弁慶の長なが台詞ぜりふの始まりだった。

「ううっ、どきどきする。心臓に悪いよ。二海、失敗しないといいけど」

　みこは思わず、はらはらした声を上げてしまう。隣となりにいた家密がふんっと鼻を鳴らした。

「失敗などするものか。あいつは度胸だけはあるからな」

　二人で舞台を見ていると、ふいに背後で垂れ幕が開く気配がした。振り返ると、おずおずと入ってきたのは煙助だ。煙助はみこと目が合うと、すぐに頭を下げた。

「みこ、かんにんな、かんにんな。わい……」

　目に一いつ杯ぱい涙なみだをためた煙助に、みこは慌あわてて駆かけ寄った。

「泣かないでいいよ。煙助が二海達に爆ばく薬やくの事を知らせてくれたんでしょ」

「うん。……あのな、みこの財さい布ふ盗ぬすんだやろ。ぎょうさん金が入ってて、奉ほう公こうしてるって言ってたけど、ほんまはどこぞのお嬢じようさんなんやろって思って。ほんで、みこは噓うそついてるって思ったら、なんや腹が立って。あいつらにみこに話があるから連れてこいって言われてつい……。でも、みこは盗んだ金を返さんでもええ言うてくれたやろ。ちゃんと親切にしてくれた町の人に恩返しせぇって。それでわい、やっぱりこのままじゃあかんと思って、すぐに二海に……」

　跪ひざまずいたみこは、懐ふところに入っていた手ぬぐいで、ぽろぽろ流れる煙助の涙を拭ふいてやる。

「ありがとう、煙助。煙助が知らせてくれたから、みんな助かったんだよ。煙助は偉えらくなるっていつも言ってるけど、地位や名めい誉よがある人が偉いんじゃないと思う。煙助がみんなを助ける為にした行動は、どんな人よりもずっと偉い。わたしはそう思うよ」

　頭を撫なでると、やっと泣きやんだ煙助が照れくさそうに笑う。

「……あのね、煙助。わたしも謝りたいんだ。ごめんね、噓ついてて。絶対に炎華姫だってばれちゃ駄だ目めだって言われてたんだ。もしばれたらその時点ですぐに戻もどるようにって。わたしね、富士山にある社で暮らしてて、そこから出た事もほとんどなくて、ずうっと友達もいなかった。江戸に来てみんなのご飯作ったり護身術の稽けい古こしたり、それに煙助のぼけに突つっ込んだりするのも楽しかった。だから少しでも長くみんなといたくて噓ついたんだ。本当にごめん」

　富士山に帰ったら、もう二度とみんなとは会えないだろう。隠かくし事をしているのは心苦しかったが、それでもみこは、みんなとの思い出を一つでも多く作りたかった。

　みこが頭を下げると、煙助がへへっと笑って肩を竦めた。

「噓ってなんやねん。わい、みこの事なんてなーんにも聞いてないで。昨日と今日あった事はみんな忘れてもうたからな。……みこは相方や。相方の秘密は言いふらしたりせぇへんで」

　みこは一いつ瞬しゆんきょとんとして、そしてすぐにこぼれるような笑え顔がおを浮かべた。思わず煙助の小さな身体からだを抱え上げ、そのままくるくると回った。

「ありがとっ。煙助、だーい好きだよ！」

「やめろや、みこ！　目ぇ回るやない……」

「離はなれろ」

　静かな声が室内に響ひびいて、みこはぴたっと動きを止めた。声がした方を向くと、腕うで組ぐみした家密が、触ふれれば切れそうな視線で煙助を睨にらみつけている。そして煙助の襟えり首くびを摑つかんでみこから引き離し、ぽいっと部屋の隅すみに放ほうり投げた。

「みこに勝手に触さわるな。私に触ってもいいか聞け。だが許可はしない」

「許可しないんだったら、触っていいか聞くだけ無む駄だじゃ？」

　あまりの不条理さにみこは突っ込んでしまう。煙助がぶるぶる震ふるえながら、立ち上がった。

「この兄ちゃん肉にく食しよく獣じゆうやな！　獣じゆう気きが怖こわすぎるで。わ、わい、もう行くわ。強い肉食獣と一いつ緒しよにおると、獣気にあてられて気分悪くなるし。あ、そうや、大事な事言い忘れとった！」

　煙助が、家密をちらちらと見ながら、みこに近寄って話しかけた。

「あんな、ちょっと知らせとこうと思って。さっき諒影が姿を消す時、何か呟つぶやいたんや。わい、それが聞こえた気がするねん。ほんで、聞き違ちがいかもしれんけど、なんや気になって」

　みこは思わず家密と目を見あわせた。先を促うながすと、煙助がおずおずと口を開く。

「あのな……。こういったように聞こえてん。〝まだ終わっていない〟って」

　みこが息を吞のむと同時に、家密の目にも鋭い光が生まれていた。

「……諒影は無駄な事は言わない男だ。それが本当なら、〝まだ終わっていない〟のだろう」

　真しん剣けんな家密の声は、夜の空気のように冷たくて、震えるほどに厳しかった。




　舞台があるちょうど裏手は、社務所になっている。煙助の話を聞いたみこは、いてもたってもいられず、家密と二人で神田明神を調べて回る事にした。諒影がまだ何か企たくらんでいるとすれば、人が大勢集まっているこの神田明神が怪あやしい。肌はだ寒ざむい外の空気にぶるっと震えながら、みこは辺りを窺うかがう。山やま伏ぶし姿の家密が、同じように辺りを見回した。

「神田明神は広い。普ふ通つうに調べたら時間がかかるだろう。みこ、空から捜そう」

「空？　空なんてどうやって……」

　聞き返すより早く、家密の身体から圧あつ倒とうされるような獣気が吹ふきだした。同時に月の光に照らされて、家密の身体がきらきらと銀色に輝かがやき始める。遠いあの日に見た銀色の光の正体を、みこはその目で確かめた。

「わぁ、綺き麗れい……」

　思わずため息がもれる。引き締しまった筋肉を覆おおう銀色の毛並み。口元から覗のぞく真っ白な牙きば。金色に光る瞳ひとみが、じっとみこを見つめていた。まるで夢物語に出てくるような美しい銀ぎん狼ろうだ。

　みこの倍ほどもある銀狼は、ゆっくりと身を屈かがめて、顎あごで背中を示した。どうやら背に乗れと促しているようだ。みこはおずおずと身体に触れてみる。

「家密の銀毛、見た目通り柔やわらかくてさらさらしてる。指の隙すき間まからすべり落ちちゃうよ」

　うっとりと呟いたが、すぐにはっとした。今はそんな場合ではないのだ。もう一度身体に触ると、体毛が薄うすいせいか、身体の熱が指に伝わってくる。みこは思い切ってその背に跨またがった。

　摑まる所がなくて、落ちないように身体を伏ふせる。家密はゆっくりと立ち上がり、音も立てずに走り出した。その速さは人間の比ではない。そのまま助走をつけ、空へと飛び上がる。

「うおぉぉぉぉ！　飛んでるっ、飛んでるよ！　わたし空を飛んでる！　すごーい！」

　どんどん遠くなっていく地面に、みこは思わず大きな歓かん声せいを上げた。

「いや、飛ぶというよりは跳はねているんだ。空からの方が辺りの様子が判りやすいだろう？」

　眼下には、舞台を見ている客達の姿がある。だが遠くて表情までは判らなかった。舞台では二海が弁慶の延えん年ねんの舞まいを始めている。力強い舞に、観客達は歓声をあげていた。

　家密の跳ねているという言葉通り、やはり長い時間は空中にはいられなかった。音も立てずに鳥居の近くに降りた家密は、もう一度助走をつけて飛び上がる。二回目で、やっと跳ねるという行こう為いに慣れてきたみこは、何か異状はないかと必死で辺りを見回した。

「あっ、あれ、何だろう。誰だれかいるよ！」

　みこは社務所の右手にある林に、たいまつを持ってうろつく浪ろう人にん達の姿を見付けた。そこを指さすと、家密がそのまま急降下する。突とつ然ぜん現れた銀狼に、浪人達は慌てふためいた。

「銀狼……家密か！」

　浪人達が、一いつ斉せいに本ほん性しようになろうとする。だが家密が遠とお吠ぼえを放つと、その動きが一瞬で止まった。家密が鼻筋を寄せ、牙をむき出しにしてガルルルッと唸うなる。
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「逆らうなっ。私は弟のように生ぬるくはないぞ。刃は向むかうならお前達全員この場で殺す！」

　その一いつ喝かつに怯ひるんだのか、浪人達が逃にげ出そうとした。家密と浪人達とでは獣気の大きさが桁けた違ちがいだ。みこですら、家密から溢あふれる獣気に怯おびえてしまっていた。

　百ひやく獣じゆう国こくの将軍は、その名の通り化か妖よう達の頂点に立つ。家密からは、それに値あたいするほどの獣気と気き迫はくを感じた。家密が悠ゆう然ぜんと浪人の一人に駆け寄って肩かたに食くらいつく。

「ぎゃぁぁぁぁ！」

　叫さけんだ浪人が倒たおれ込んだ。その背を家密がぐっと踏ふみつける。

「何をしようとしていた？」

　口を噤つぐんだままの浪人の背を、家密が容よう赦しやなく踏みつける。ボキッと骨が折れる嫌いやな音がして、浪人が耳をつんざくような悲鳴を上げた。

「早く言った方がいい。お前が死んでも、先さき程ほど逃げた男達に聞けばいいだけだ。お前の代わりなどいくらでも捕まえられる」

　家密の声が冷たく響いた。浪人が観念したのか、震える声を上げる。

「……諒影様に、もし家密公が来なくてもその女を見張っていろと……。その女が大事ならば、きっと家密公が近くにいるはず。家密公の姿を確かく認にんしてから、その近くに爆薬を仕し掛かけろと」

　その言葉にぞっとした。失敗した時の事まで、諒影は周しゆう到とうに計画していたらしい。二重の罠わなは蜘蛛くもの糸を思い起こさせた。もがいてももがいても、どこまでも執しつ拗ように絡からみついてくる糸を。

「上様！　お捜さがししましたぞっ。今、空を飛んでいたでしょう」

　そこへ駆けつけたのは、見覚えのある侍さむらいだった。確か、神田明神で家密と再会した時に一緒にいた、信津名という男だ。信津名は数人の男達を連れて、こちらにやってきた。そしてすぐに着物を銀狼の身体に羽織らせる。

「昨日から行ゆく方えをくらまして、何をなさっていたんですか！　捜しましたぞ。絶対に行かないと仰おつしやってましたが、もしや家春様の舞ぶ台たいを見に行かれたのではと思い来てみれば……」

　いつの間にか人の姿になった家密が、仏ぶつ頂ちよう面づらを浮うかべて着物の帯をきゅっと締める。

「きゃんきゃん吠ほえるな。うるさいぞ。信津名、お座り！」

　その言葉に信津名は素す早ばやく反応した。さっと口を閉じ、手を地面についてしゃがんだのだ。

「お前は忠誠心は厚いが、無む駄だ吠ぼえするのが玉に瑕きずだ。私がいいと言うまで黙だまってろ」

　叱しかられた信津名が、きゅんきゅんと小さく鳴いた。家密を見上げる茶色い目が、怒おこらないでと言いたげに揺ゆれている。その姿を見て、みこは信津名の本性にすぐに気づいた。

（犬だ。しかもご主人様大好きの忠犬だ！　人の姿なのに、ご主人様に怒られて項うな垂だれて尻しつ尾ぽを丸めた犬の姿が見える気がするっ）

「反省したか、信津名。よしっ、立っていいぞ。さあ、こいつを連れていけ。諒影の手下だ」

　嬉うれしそうに立ち上がった信津名が、地面に突っ伏ぷして呻うめいている浪人を見て顔色を変えた。

「諒影……では奴やつが江え戸どに戻ったという噂うわさは本当で？」

「ああ、江戸城にも奴の手下がいるらしい。忙いそがしくなるぞ、信津名。蜘蛛退治だ。まずは江戸城にいる蜘蛛の手足を見つけださねば。猟りよう犬けんらしくしっかり働けよ」

　一緒に来ていた侍に浪人を引き渡わたした信津名が、家密のそばにいたみこに目を向ける。

「……どこかで会ったかな？」

「会った事があるだろうな。昔、お前が私にこの傷をつけた時にいたあの女の子だ」

　家密が袖そでの上から右みぎ腕うでを押さえる。信津名とみこは同時に目を見開いた。

「え、あの時の犬の化妖がこの人なの？　でも、あの人は一新て名前じゃ……」

「それは幼名だ。あの時はもう元服していたが、私も二海もまだ子供だったから、慣れている幼名で呼んでいた。元服後の名は松平信津名という。怖がる事はないぞ、みこ。二度と逆らわぬよう、しっかりしつけをしたからな」

　確かにしつけは万ばん全ぜんのようだ。いくら犬の化妖とはいえ、お座りを覚えさせるなんて、よほどの事がない限り無理だろう。一体どんな方法でしつけをしたのか気になる所だった。

　信津名が、慌あわてたようにみこの前に進み出た。そして深々と頭を下げる。

「あの時は本当に申し訳ございませんでした。なぜあんな事をしてしまったのか、未いまだに判わからないのです。上様は何か知っておられるようですが、何も教えてくれません。自分で言うのも何ですが、私は上様と違って温おん厚こうな化妖なのに、なぜあんなに興奮してしまったのか……」

「──信津名、私を怒らせたいのか？」

　冷たい視線を向けられて、信津名がひぃっと悲鳴を上げた。

「もういい。お前達はさっさと行け」

　片手で追い払はらう仕草をされて、信津名がそそくさと役人達とその場を後にする。それを見送っていたみこの耳に、ピュルルル～と何かの音が聞こえた。驚おどろいて音がする空を見上げると、大きな爆ばく発はつ音とともに、夜空を七色の花火が彩いろどった。

「わあっ、あれが花火だよね！　わたし、花火見るの初めてだよ。綺麗だなぁ」

　両手を上げて目を輝かせると、微笑ほほえんだ家密がみこの肩に手を回す。

「花火は祭りの最後を飾かざるもの。つまり滞とどこおりなく祭りが終わったという事だ。二海達の芝しば居いも無事すんだのだろう。……みこ、お前のおかげで祭りに来た人々は本物の花火を見る事ができた。よく頑がん張ばったな」

　そっと抱だき寄せられて、みこはやっと大きく息を吐はきだした。

「もう少しで諒影の仕掛けた〝花火〟が爆発する所だったんだよね。……みんなが無事で本当によかった。でも頑張ったのはわたしじゃないよ。二海とか一陸とか空三とか町のみんなとか、それに家密だって助けてくれた。みんなが頑張ったから、本物の花火を見られたんだよ」

　微笑むと、家密が両手をみこの肩に置いて、正面から見つめた。

「みこ、話がある。富士山に戻もどったら、もう外には出られないのだろう？」

「うん……もう無理だと思う。多分これが一緒にいられる最後の機会。でも会えてよかった。春ちゃんも……二海も無事だったし。本当は三人でまた遊びたかったけど、もう無理だね。だって将軍様と、江戸一番の歌か舞ぶ伎き役者だもん」

　微笑んだが、うまく笑えなかった。せっかく会えたのに、明日にはもう帰らなければならない。寂さびしいが仕方ないと諦あきらめかけていたみこを、家密が首を振ふってぎゅっと抱きしめた。

「いや、また三人で遊ぼう。それが約束だったろう。みこ、富士山にはもう戻るな。後の事は私に任せるといい。炎守様にも私が話をつけよう。もう私は何の力も持たなかった子供ではないのだから。みこは子供の頃ころ、友達もいなくて寂しいと言っていただろう。だから私がみこに自由をやる。江戸で友達を作れ。そして……ずっと私のそばで笑っててくれ」

　何より嬉しい言葉だった。木こ挽びき町ちようで出会った町の人達、そして二海や一陸や空三や家密と一いつ緒しよに江戸で暮らせたらどんなにいいだろう。きっとその生活は楽しいに違ちがいない。

　家密ともっと話もしたいし、二海達の舞台もちゃんと見てみたい。お琴に粋いきな江戸っ子になる方法を教えてもらいたいし、煙助のぼけにもっとうまくつっこめるようにもなりたい。そうやって、好きな事をして生きていくのが自由なのだろう。

　夜空を彩るいくつもの花火の下で、自分は一番何がしたいのかと考えていたみこは、家密の腕うでの中で少しだけ身じろいだ。

（家密が守ろうとする江戸。二海達が役者として活かつ躍やくする江戸。仲良くしてくれた町の人達が住む江戸。みんなが住む江戸がまた危険な目にあうのは嫌。そうならないように、わたしにも出来ることはある）

　好きな事をするのが自由。ならば、みこは好きな人達の為ために役に立ちたいと思った。

　その決意は、神田明神の境けい内だいで満開になっている桜の花のように、みこの胸に大きく咲さき誇ほこっていた。
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　富士山の社の周囲は、昼でもうす暗い樹海だ。この樹海には炎守である雅の結界が張られている。許可なく入ったせいで樹海を彷徨さまよい、命を落とした者がかなりいるとみこは聞いていた。

　鬱うつ蒼そうとした森の中に、選ばれた者だけが辿り着ける社がある。赤い鳥居の傍かたわらには二匹ひきの狛こま犬いぬ。その鳥居をくぐれるのは、草食系の化妖だけ。社はそう広くはない。炎守である雅と、炎華姫ひめであるみこ。その世話をする炎守の一族が数人住んでいるのみだ。

　この社と周りに広がる樹海が、みこが物心ついた時から知っている世界のすべてだった。

「何でわたし、帰ってそうそう掃そう除じさせられてるんだろ……」

「お前が土産みやげを買ってこないからだ」

　みこが雑ぞう巾きんで畳たたみを拭ふきながらぼやくと、部屋の奥にある御み簾すから男の声がした。

「だって色々忙しかったんだもん。雅様へのお土産なんてこれっぽっちも思い出さなかった」

「そうだろうな。……どれどれ〝江戸について一日目。今日は散々。すりには遭あうし……〟」

「ちょっと、雅様！　それわたしの日記でしょ。何で持ってるのっ」

　慌てて御簾に駆かけ寄った。だが、これ以上先には進めない。幼い頃から雅の顔を見てはならぬと言い聞かせられていた。神しん獣じゆう鳳ほう凰おうと一体となった時から、炎守は人の姿を失うという。そしてその姿は誰だれも見てはならないのだ。

「持ってはおらん。お前の部屋にある日記を、千里眼で透とう視ししてるだけだ」

「何でそんな無む駄だな事に神通力使うわけ？　とにかく、もう透視するのやめて！」

「嫌いやだ。私は何十年も社から出た事がない。このくらいの楽しみがあってもいいだろう。土産もなかった事だしな」

　ふんっと鼻を鳴らした雅に、みこは思わず拳こぶしを握にぎりしめる。

「うぅぅ。どうしてわたしにだけいつも子供っぽいいじわるするの？　他ほかの人には立派な生き神様らしく振る舞まうくせに。大体、今回の事だって雅様のせいでややこしくなったんだよ。将軍様がわたしを捜してるって何で教えてくれなかったの？　知ってたらわざわざ江戸の町に出なくてもよかったんだよ。炎華姫として江戸城に行けば、すんなり家密と会えたんだから！」

　ぎろりと睨にらみつけると、御簾からくっくっと含ふくみ笑いがした。

「笑ってる場合じゃないしっ。それに蜘蛛の話だってそう。雅様は未来の夢を見るっていうし、蜘蛛の糸に搦からめ捕とられないようにっていうのも予言だったんでしょ？　何でもっとはっきり言ってくれなかったの。わたしもしかしたら、殺されてたかもしれないんだよ！」

「殺されてたかも、だろう。殺されてないではないか」

　あっさり言い返されて、みこはもう一度拳を握りしめる。だが何とか震ふるえる拳を収めて、大きく息を吐き出した。雅にいくら抗こう議ぎしても無駄だ。のらりくらりかわされるのは経験上よく判っている。みこは腰こしに両手を当て、一番聞きたかった事を口にした。

「……雅様。今回の事はすべてあなたが仕組んだ事でしょ。わたしが一人で江戸に行く事を許したのは、未来を予見するあなたの〝夢〟がそうせよと命じたから。わたしが一人で江戸に行かなければ、諒影はもっと違う方法で家密を狙ねらったはず。それはもしかしたら成功して、江戸の町にも大きな被ひ害がいを及およぼしたかもしれない。……わたしは何にもしてないけど、でも色んな事が重なって、結果諒影の計画は失敗し、江戸の町は救われた。それはすべて、江戸の町を守る生き神、炎守様の思おも惑わく通りなんじゃないの？」

　雅の手の平で転がされただけ、みこには今回の出来事がそう思えてならない。そうでなければ、炎華姫であるみこを危険を承知で一人で江戸に行かせたり、家密がみこを捜さがしている事を黙だまっていたりするはずがないのだ。

「さあ、どうだろうな。……だがお前がちゃんと帰ってきたのには少し驚いたぞ。隔かく離りされた社とは違って江戸は楽しかっただろう。帰ってこないのではないかと心配していたのだが」

「七日間だけなら自由にしていいって言ったの雅様でしょ。ちゃんと約束は守るよ」

　そう言いつつも、頭には二海や家密の顔が浮うかんでいた。別れたのはつい数日前だ。別れといっても、みこは何も告げず祭りが終わって帰る人々に紛まぎれて神田明神を抜ぬけ出した。そして炎華姫の一行と合流して夜半のうちに江戸を出立し、この鬱蒼とした樹海に帰ってきたのだ。

　ここには肉食系の化か妖ようは近寄る事すらできない。今までだって、家密は自分の事を捜してくれていたようだが、直接ここには来られなかった。ここからみこが出ない限り、もう家密にも二海にも会えないのだ。そしてみこは、もうこの社を出るつもりはなかった。

「……雅様。わたし、決めたの。この結界から出られなくてもいい。雅様の跡あとを継ついでこの身を神獣に捧ささげる。そうして陰かげから江え戸どの町を守る為に頑張ろうって。それがわたしに親切にしてくれた町のみんなにできる恩返しだから」

　外の世界は楽しいが、みこのような体質の者には危険だ。もし自分に何かあったら炎守の跡継ぎがいなくなってしまう。江戸を……いや、百ひやく獣じゆう国こくを守るのが生き神である炎守の役目。今回の事だって、雅の思惑が諒影の計画に勝ったのだ、そうみこは思っている。みこも雅のように百獣国を守りたかった。たとえそれで、二度と家密や二海に会えなくなったとしても。

「ずいぶん神しん妙みような事を。それが本音か？　建前だけではこの長い孤こ独どくには耐たえられないぞ」

　その言葉に、胸がツキリとうずく。決心していたはずなのに、うずいた箇か所しよからみんなに会いたいという気持ちが溢あふれてくる。それでも必死にそれを抑おさえ込んだ。

「判わかってる。でも雅様だってその孤独に耐えてるんでしょ。……一人にはしないよ」

　江戸に行くまで、みこは町の事を何も知らなかった。浮うき世よ絵えや物語を読んで、町の様子を想像するのが唯ゆい一いつの楽しみだった。それは御簾の向こうにいる雅も同じ事。どんなに強い神通力を持とうとも、どんなに崇あがめられようとも、社から一歩も出られない雅は誰よりも不幸なのではないかと思う時がある。そして何年後かは判らないが、自分もその運命を辿たどるのだ。

「さあ、また雅様のお世話の毎日だね。掃除に洗せん濯たくにご飯作り。働かざる者食うべからずって雅様の教育のおかげで江戸では助かったよ。みんなわたしのご飯おいしいって喜んでくれたし」

　雑巾をほうきに持ち替かえて、みこはてきぱきと掃除を続けた。そこへ廊ろう下かから慌あわただしい足音が聞こえる。襖ふすまを開けて顔を出したのは、みこの影かげ武む者しやをして江戸城に行った弥生やよいだった。

「あの、大変です。炎守様！　あのあのあの、お、お客様が……あの、大変です。お客様が」

　泡あわを食ったように話す弥生に、みこは首を傾かしげる。お客なんて、今まで数える程ほどしか来た事がない。たまに幕府の使いが来て、雅に予言や政策についての意見を聞いたりする事もあるらしいが、みこは会った事がなかった。雅が御簾の向こうでふんっと鼻を鳴らす。

「みこ、珍めずらしい客だぞ。社に強い獣じゆう気きを感じる。これは肉にく食しよく獣じゆうだな。よくぞここまで辿り着いたものだ。肉食獣には辿り着けないよう目くらましがしてあるのに」

（肉食獣って、まさか……）

　みこの胸に、ある光が宿った。まさかそんなはずはないと思いつつも、期待に胸が膨ふくらんだ。

「弥生、通していいぞ。久しぶりに楽しめそうだ」

「すまんな、勝手に入らせてもらった」

　聞こえた声に振り向いて、自然と笑えみがこぼれてしまう。入ってきたのは、ほりの深い顔に笑みをたたえた二海だ。一度みこに目をやって頷うなずき、御簾に向かって仰ぎよう々ぎようしく頭を下げる。

「旅の役者でございます。炎守様に芝しば居いを見て頂きたく」

「役者？　いつから役者がそんなに強い獣気を放つようになった？」

　御簾から聞こえる雅の声が一段低くなる。まるで頭に直接響ひびくような威い厳げんを持った声。その声を聞くと、ずっと一緒に暮らしているみこでさえ、膝ひざをついて頭を下げたくなる。

「その漆しつ黒こくの闇やみのような獣気は……徳川の闇やみ狼ろうか。闇狼は世の中に混乱を招く。闇狼が生まれた時には必ず戦乱が起こるのだ。もし生まれたら殺せと春華の局に言ってあったはずだが？」

　二海がふいに目を眇すがめた。そして御簾に向かい、堂々とその自じ慢まんの低い声を張り上げる。

「俺は兄貴を裏切らない。徳川家とも今は関係ない。万に一つ俺のせいで戦乱が起きた時には、この首を自分で切り落としてやる」

「そうだ。弟は私を裏切らない。それは私の命をかけても言い切れる」

　二海の後ろから現れたのは、すらりと背筋を伸のばした家密だった。二人は部屋に入り、御簾の前に並び立つ。みこは慌てて二人に駆け寄った。

「ななな何で？　どうやってここまで来たの？　肉食獣は社には近づけないのに……」

　家密が懐ふところから何かを取り出した。目をやると、それはみこが家密に返したお守りだった。

「私達が子供の頃ころ、この樹海の近くにある村に滞たい在ざいしたのは、跡あと目め争あらそいに巻き込まれない為ためだ。これはその時春華の局が持たせてくれた物。春華の局はこのお守りがあれば、きっと炎守様が守って下さると言った。……その時はただの気休めだと思っていたが、江戸に帰った後に本当の事を聞かされた。もし私達が何者かに襲おそわれても、炎守様の神域に近いあの村なら、このお守りを通して炎守様が守って下さる手はずになっていたと。……そうでしょう。炎守様」

　御簾の向こうから忍しのび笑いが聞こえてくる。雅はなぜだか楽しそうだ。

「その通りだ。春華の局は旧友だ。彼女だけは幕府との連れん絡らく役を兼かねて、この社に入る事を許している。そのお守りは、いわばこの社に入る〝手形〟。それを持っていれば、肉食系の化妖でも迷わず社に来られるのだ。それに他の使い道もある。この神域の近くなら、そのお守りを持っている者を私の神通力で守ってやれる」

「これがあればもっと早くここに来られたのに、兄貴がみこにやっちまうから」

「うるさい。あの時はみこが炎華姫ひめだなんて知らなかったのだから、仕方ないだろう」

　言い合いを始めた二海と家密の間に、みこは割って入った。

「二人とも、もめてる場合じゃないって。ここに長くいちゃ駄だ目め。結界が張られてるから、肉食獣は具合が悪くなるの。早く出ていって」

　だが家密は首を振ふって、その場にあぐらをかいた。

「いいや、出る時はみこも一いつ緒しよだ。それまでは動かない」

　その隣となりに、二海が同じように座る。そしてみこに向かって口を開いた。

「俺もみこが一緒じゃねぇと帰らねぇ。お前、勝手にいなくなっただろ！　俺がどれだけみんなに責められたと思ってる。一陸と空三はお前の飯が食えるまで舞ぶ台たいに立たねぇって言うし、町のみんなはみこは見つかったかって毎日聞きに来るし、お琴は煙助と一緒になって、俺が悪さしたんだろうってきぃきぃ怒ど鳴なるしよ。故郷に帰ったんだって言っても、連れ戻もどして来いって矢のような催さい促そくをされるんだぜ」

　憮ぶ然ぜんとしていた二海だが、ふいに目を伏ふせ声を低くした。

「それに……お別れも言わねぇで帰るのはずるいぜ。俺だって、心の準備ってものがあるだろ。お前がそんな勝手をするなら、俺だって勝手をしてやる。お前を江戸に連れて帰る。それで心配かけたみんなの分の飯を作らせてやる！」

　訳の判らない理り屈くつだ。それでもみこはその言葉が嬉うれしかった。みんな自分の事を待っていてくれる。ほんの短い間のつきあいだったのに、みんな寂さびしいと思ってくれている。

　必要とされているのだという感覚は、みこの心にほんわかと温かい光を灯ともした。

「炎守様、挨あい拶さつが遅おくれたが、私は徳川家密だ。私達はみこを迎むかえにきた。みこは江戸城で預からせてもらう。この事は以前から文ふみで申し入れをしていたはず。炎華姫に見あう最高のもてなしをさせて頂く」

「なるほど。お前が銀ぎん狼ろうだな。獣気が眩まぶしいぐらいに輝かがやいている。亡なき家安公の獣気にそっくりだ。だがお前達、大事な事を忘れていないか？　みこにはお前達肉食獣の理性を狂くるわせる特別な血が流れている。江戸城など肉食獣の侍さむらいばかり。血の匂においに引かれた者達にみこが襲われたらどうする？」

　みこの脳のう裏りに、江戸で血を流して襲われた時の光景が蘇よみがえる。確かに肉食獣ばかりの江戸城で生活するなんて無理な話だった。それでも家密は視線を鋭するどくして、不敵な笑みを浮かべた。

「みこは私が守る。必ずだ」

　力強い言葉だった。思わず家密と一緒なら大だい丈じよう夫ぶではないかと思ってしまうくらい。そこへ二海が身を乗り出した。

「待ってくれ。江戸城は確かに危険だ。だから俺がみこを預かる。江戸の町にも肉食獣はいるが、江戸城にいる侍ほど強い奴やつは滅めつ多たにいない。兄貴じゃなくて、俺がみこを守る！」

「何だと！　二海、みこは私が預かる。お前は弟だろう。兄の言うことを聞け」

「今は兄とか弟とか関係ないだろ。冷静になれよ、兄貴。江戸城じゃ本当にみこは危険だ。兄貴だってずっとそばにいられるわけじゃないだろ」

「いるさ。昼も夜もこの腕うででみこをずっと抱だいている。それならどんな敵も近づけまい。それに、江戸の町にいたって諒影に攫さらわれたではないか。お前には任せられない」

　みこが再び言い合いを始めた二人を止めようとすると、雅の低い声が聞こえた。

「お前達、どちらがみこのそばにいるのにふさわしいか決める、いい方法があるぞ」

　同時に、みこは風のようなものを右手に感じた。何だろうと思う間もなく、ぴりりっと痛みが走る。慌てて見ると、右手の甲こうに小さな傷ができていた。そこからうっすら赤い血が滲にじむ。

「うっ……」

　呻うめいたのは、家密と二海だ。うずくまった彼らの姿がみるみる変わっていく。庭から差し込む太陽を受けて輝く銀色の狼おおかみと、太陽を受けてもなお、漆黒の闇を作り出す狼に。

　二匹ひきの獣けものは同じ金色の目。その四つの目で見み据すえられ、みこは恐きよう怖ふにかられて後ずさった。

「い、今の雅様の仕し業わざ？　何でこんな事……？」

「お前の血の匂いを嗅かいでも、食いたくなる本能を抑おさえて理性を保てるか試ためす為だ」

「だ、だからって、わたしを実験に使わなくてもいいでしょーっ」

　みこはそのまま襖を背に、じりじりと近寄る狼たちと間合いを取る。逃にげなければと思ったが、身体からだが動かない。銀狼と闇狼の圧あつ倒とう的な獣気は、みこに身じろぐ事さえ許さなかった。

　先に部屋を揺ゆるがすほどの遠とお吠ぼえを上げたのは、銀狼の家密だ。家密は畳たたみを蹴けって飛び上がり、みこに襲いかかった。

「きゃぁぁぁ！」

　熱い息づかいが、倒たおれ込んだみこの頰ほおをなぶる。前足で器用にみこの身体を押さえつけた家密が、その白い牙きばを剝むいた。みこは思わず目を瞑つぶる。頭に浮うかんだのは、がぶりと嚙かみつかれて真っ赤な血を流した自分。そして流れた血をなめる銀狼の姿だ。

　だが予想した痛みはこなかった。代わりにどすんっと音がして、地じ響ひびきがなる。

「二海！」

　どうやらみこに嚙みつこうとした家密を、二海が身体をぶつけて止めたようだ。二人とも狼の姿のままもつれあい、襖を突つき破って庭へと転がり出る。

　砂すな煙けむりを上げて二人がもみ合っていた。比べてみると二海の方が身体が大きい。だが地を蹴る力は家密の方が強いようだ。一度離はなれると、家密は見上げるほど高く飛び上がった。それに必死で続こうとした二海だが、届かず真っ逆様に地面に落ちる。滞たい空くう時間が長かった家密が、落ちた二海の身体にのし掛かかった。器用に手足を押さえつけ、二海に嚙みつこうとする。それを見て、みこはすぐさま庭に飛び出した。そして銀色の身体にぎゅっとしがみつく。

「もう落ち着いて！　どっちと一緒にいるとか、そんな事わたしを無視して勝手に決めないで。わたしは自分の事は自分で決める！」

　声は届いたのだろうか。牙を剝いた家密が一いつ瞬しゆん動きを止めた。二海はそれを見み逃のがさない。身体全体を使って家密をはねとばして立ち上がる。家密にしがみついていたみこも、その勢いで思いっきり尻しり餅もちをついて倒れ込んだ。

「いたっ！」

　叫さけび声を上げると、二匹の獣がはっとしたようにこちらに顔を向ける。互たがいを牽けん制せいしあうように放たれていた獣じゆう気きがふっと消えたのが、みこにも判わかった。雅がため息混じりの声を上げる。

「つまらぬ。もう終わりか。みこ、そこの着物を持っていってやれ」

　雅の言う通り、二人とも理性を取り戻したようだ。証しよう拠こにその姿がみるみるうちに人のそれに変わっていく。それを見て思わずきゃっと悲鳴を上げた。当たり前だが二人とも裸はだかなのだ。

「あ、あの、着物……ここに置くね」

　彼らから目をそらしつつ着物を置いて、部屋に駆かけ戻る。しばらくして振り向くと、二人が帯を締しめつつ座ざ敷しきに上がってくる所だった。二人とも憮然として目を合わせようともしない。

「今の失態はどう弁解する、家密。あの程度の血で理性を失うようではみこは預けられぬ」

　家密がかっと目を見開いた。そして御み簾すに大おお股またで近寄る。

「今のは油断していたのだ！　急な事で心構えが……」

「近寄るな」

　雅の低い声とともに、家密が突とつ然ぜん呻うめいた。苦しそうに顔を歪ゆがめて、がっくりと膝ひざをつく。

「兄貴！……うっ」

　二海が駆け寄ろうとしたが、どんっと音がして、まるで見えない壁かべにでもぶつかったように背後に倒れ込んだ。御簾の向こうから、雅の凜りんとした声が聞こえた。

「私もみこも同じように特とく殊しゆな血を持っている。私には神通力があるからお前達には負けないが、みこはまだそうはいかない。いいか、生き物は生きる為ために様々な力を得る。姿を周りと同化させる者。毒を持つ者。強い個体に寄生して生きる者。それはすべて生き残る為の手段だ。みこが隠かくれ住むのもまた、生き残る為の手段なのだ。ここから連れ出すならそれなりの安全を保障して貰もらわねば。家密、みこの血で簡単に理性を失うお前がどうやってこの子を守る？」

　家密がぐっと言葉を詰つまらせた。それでも何か言おうと口を開きかけたが、それを遮さえぎるように雅がまた話し始める。

「だが私も少々事情がある。できればみこを江え戸どに行かせたい。もちろんみこが望めばだが」

「ど、どういう事？　雅様」

　みこは耳を疑った。炎華姫であるみこが江戸に行くのは危険だといいながら、江戸に行かせたいという。雅の真意が判らない。

「みこ、お前はさっき、私の思おも惑わく通りに諒影とやらの企たくらみが失敗したと言ったな。私も昨日まではそう思っていた。実はな、私は今年に入ってから、何度も嫌いやな夢を見ている。毒どく蜘蛛ぐもが江戸の町に糸を垂れる夢だ。その糸が江戸を搦からめ捕とり、町を壊かい滅めつさせる」

　やはりと心の中で呟つぶやく。雅は知っていたのだ。毒蜘蛛である諒影の存在を。だからそれを匂わすような忠告を与あたえたのだ。家密がやっと落ち着いたのか、腕うで組ぐみをして御簾に目を向けた。

「確かに諒影は神田明神に爆ばく薬やくを仕し掛かけたが、それは解決している。もう大丈夫だ」

「いや、毒蜘蛛の夢は今朝も見た。まだ終わっていない証拠だ。私の夢は必ず現実となる」

　声がいつにもまして重かった。みこはその重みに押し潰つぶされそうな気がした。雅の力は一緒にいるみこが一番よく知っている。御簾に一歩近づいた家密が、真しん剣けんみを帯びた声を響ひびかせる。

「必ずだと？　その夢を覆くつがえす方法はないのか？」

「方法は……ある。一つだけ」

　雅が言葉を句切った。その方法とは何だろう。みこも息を吞のんで雅の言葉を待った。

「それは、みこだ」

　突とつ然ぜん名前を呼ばれて、みこは目を瞬またたかせた。家密と二海が一いつ斉せいにこちらを見つめる。

「わ、わたし？　わたしがどうして？」

「みこ、炎守の夢を変えられる可能性があるのは、同じ特殊な血を持つ者だけだ。私もまだ炎守になる前、当時の炎守様が見た夢を覆したことがある。当時の炎守様は、天下分け目の合戦で、豊臣方が勝つ夢を見ておられた」

　息を吞んで目を見開いたのは、みこだけではなかった。家密や二海も眉まゆ根ねを寄せている。

「だが私は社を出て外の世界に行き、家安公に味方した。その時はまだ炎守としての力は持っていなかったから、大した事はできなかった。しかし私が家安公に会った事で、当時の炎守様が見る夢に干かん渉しようする事ができた……のだと思う。現に、その合戦では徳川方が勝利した。炎守の見る夢が現実にならなかったのは、後にも先にもそれ一回だけだ」

　豊臣方が勝利した夢は、確かに現実にはなっていない。徳川方が勝利したからこそ、今ここに家密たちがいるのだから。だが話を聞いただけではとても本当の事だとは思えなかった。

「私が神しん獣じゆう鳳ほう凰おうから神通力を与えられているのは、江戸の町を……いや、百ひやく獣じゆう国こくを様々な災さい厄やくから守る為だ。今回みこに江戸行きを許したのは、毒蜘蛛の悪夢を現実にさせない為だった。だがみこは帰ってきたのに、私はまだ悪夢を見る。まだまだあの毒蜘蛛は糸を吐はき続けている。もう一度、みこには江戸に行ってもらわねばならなくなった。……そこでだ、今の様子を見て思ったが……闇やみ狼ろう。お前の協力が欲しい」

　突然呼ばれて二海が面めん食くらっている。戸と惑まどう二海をよそに、雅は話を続けた。

「炎華姫ひめであるみこが江戸に行き、何らかの形で諒影の企みに関かかわれば、私の未来の夢を変える事ができるかもしれない。だが江戸は危険だ。誰だれかがみこを守らねば。そこで闇狼、お前がみこを守ってくれないか？」

「どうして二海が。それなら私が……！」

　家密が食ってかかったが、雅はそれをぴしゃりと遮った。

「いいや、家密。お前は駄だ目めだ。みこを江戸城に閉じこめたら、夢を変えられない。私の夢は、江戸が壊滅する夢だ。みこには江戸の町にいてもらわねば。それに……お前は修しゆ行ぎよう不足だ。力では弟に勝っても、精神的には弟の方がやや勝っている」

　先さき程ほどみこの血の匂においを嗅いで、家密が二海よりも先に襲おそいかかったのはまぎれもない事実だ。家密がぐっと言葉を詰まらせると、二海が肩かたを竦すくめた。

「別に兄貴が精神的に未熟な訳じゃない。俺がさっきかろうじて理性を保ったのは、毎日みこの飯を食ってたせいだと思うぜ。こいつの飯を食うと、あんまりうまくて本ほん性しようが出かかるんだ。それを毎日堪こらえてたから、耐たい性せいがついたのかもな」

「何だと！　みこの料理を食べたのか？　なぜ私を呼ばないのだ。私も食べたいだろうが！」

「呼べないだろ。兄貴将軍なんだから！」

　それでも家密は不満らしく、ぶつぶつと文句を言っている。二海がふうっと息をついた。

「とにかく、俺はみこと生活してたけど、その間みこの前で理性を失った事はない。俺がみこを預かるよ。こんな狭せまい社の中に閉じこめたくないんだ。こいつは色んな物を見るのが好きだ。俺も色んな事を教えてやりたい。それに江戸では、みんながこいつの帰りを待ってるんだ」

　二海の言葉に涙なみだが出そうだった。悲しいのでもなく、悔くやしいのでもない。嬉うれしくて。ただただ、嬉しくてたまらなかった。一つ息をついた二海が、まるで舞ぶ台たいに立つ荒あら事ごとの勇者のように、男らしくて自信に満ちた笑えみを浮かべた。

「俺は必ずみこを守る。それに諒影が江戸を狙ねらうなら俺も戦う。俺は自由と引き換かえに、徳川家とは関わりを持たない事になってる。だが江戸の町に生きる者として、町を危険にさらす奴やつがいるなら容よう赦しやしねぇ。それに……俺はみこを食ったりしない。本能になんて負けない！」

　言い切った二海に、雅がふうっと満足そうに息をついた。

「いいだろう。ではみこ、後はお前次し第だいだ。江戸は危険だ。危ない目にもあったのだろう？　怖こわいならここにいてもいい。江戸の町が壊滅してもここだけは安全だからな。それにお前が行ったとて、本当に夢が変えられるのかは判らない。あくまで可能性があるというだけだからな。……お前は自分の事は自分で決めるのだろう？」

　問いかけられて、みこは大きく頷うなずいた。そして家密と二海に交こう互ごに目をやる。

「そう、わたしは自分の事は自分で決める。さっきも言ったけどわたしを無視しないで。わたしはもう子供の時みたいに守って貰わなくても、この身を守るくらい自分でできる！」

　きっぱりと言い切ると、家密と二海が慌あわてたように目を伏ふせた。みこはその場に正座する。そして雅がいる御簾に向かって頭を下げた。

「雅様。わたし江戸に行きます。わたしが江戸にいる事で、雅様の夢が変わって町の人達を救えるかもしれない。諒影の蜘蛛くもの糸を断たち切れるかもしれない。その為だったら何でもします。それにわたし、江戸で色んな事を学びました。ここにいたら一生判らなかった事ばかり。人とのふれあいも大事だと思ったし、何より……町のみんなと一いつ緒しよにいるのは楽しいんです」

　正直な気持ちだった。家密と二海、そして一陸や空三たちが住む江戸に戻もどりたかった。危険かもしれないが、みんなを救える可能性があるのなら、みこは自分にできる事をやりたかった。

「どんな危険があろうとも絶対に挫くじけません。もう肉にく食しよく獣じゆうは恐おそれない。わたしにだって、誰にも負けない力があるから」

　取り出したのは雅にもらった小刀だ。これには神獣鳳凰の獣気の一部が宿っている。みこの血を浴びせれば、この小刀はその獣気を実体化して神通力をふるう。

「いざとなれば小刀を使うか？　だがそれは両もろ刃はの剣つるぎだ。血を浴びせて術を使っても、もし失敗したら反対に興奮した肉食獣に襲われるぞ。それに使いすぎるとお前の体力がもたない。最悪死ぬ事になるかもしれないと言っておいたはずだ」

「危険は覚かく悟ごの上。でもわたしは負けない。必ず諒影の企みを潰してみせる！……大だい丈じよう夫ぶ、雅様に育てられたんだよ。簡単にはやられない。見苦しくても最後まであがいてみせるよ」

　ふっと笑みを浮うかべていつもの口調で話すと、くっくっくっと雅の笑い声が響いた。

「……いいだろう、みこ。お前に使命を与える。家密たちと協力して、毒蜘蛛の企みを阻そ止しするのだ。必ず江戸の町を救え。よいな」

　雅の凜りんとした声に、みこは大きく頷いた。怖い気持ちもあったが、隣となりにいる家密や二海を見ると、不思議と気持ちが落ち着いた。

（もう一人じゃない。江戸に行ったらたくさん友達もいる。きっと大丈夫）

　考えると、心がほんわかと温かくなる。そこへ雅が少しだけ意地の悪い声で呟いた。

「そうそう家密と闇狼。一つ念を押したい事がある。みこはこれでも可か愛わいい私の養い子だ。それに私の身体からだに宿っている鳳凰は、女の好みにうるさい。炎華姫が炎守になるには乙おと女めでなければならないのだ。だからくれぐれも違ちがう意味でも〝食べる〟でないぞ」

　みこは思わず首を傾かしげる。違う意味の〝食べる〟とはどういう意味だろう。そういえば、江え戸どで家密に襲われた時も、食べる意味が違うと言われた。だが未いまだに、それがどう違うのかがみこには判わからない。家密と二海が明らかに狼ろう狽ばいした様子で、同時に声を上げた。

「判ってるよ！」

「それは約束できない」

　肯こう定ていした二海と否定した家密。二人は同時に顔を見あわせる。

「ええっ、兄貴……。ここは判りましたって言わないと、みこを連れていけないだろ！」

「だが、噓うそはつけぬ。江戸城に連れていけたなら、大奥に入れようと思って……」

　真面目まじめに答えようとした家密の口を、慌てて二海が塞ふさいだ。

「炎守様、兄貴の事は気にしないでくれ。みこが住むのは俺の芝しば居い小屋だし。兄貴は一応将軍だから、そうそう町には出てこられないし……」

「放せ、二海！　みこがお前の芝居小屋に住むなら毎日でも行くぞ。そうだ、芝居小屋の隣に私が住む離はなれを造らせよう。そうすればすぐに会いにいける」

「離れって、どんだけ江戸城から離れてんだ。それに毎日来られたらすっごい迷めい惑わくだよ！」

「もういい」

　二人の言い合いを止めたのは雅だった。低い声には珍めずらしく、怒いかりの色がある。

「お前達の本音はよく判った。……いいか、お前達、よく聞け」

　ぴんっと空気が張りつめる感じがした。さすがの家密達も、その空気に押されるように一歩引く。御み簾すの向こうで雅が立ち上がる気配がした。そしてがばっと御簾が取り払はらわれる。

「何だ、その姿……！」

　声を上げたのは、二海だった。家密も目を丸くしている。御簾から出てきた雅は、二海とかわらぬ大おお柄がらな身体つきをしていた。手足には筋肉がほどよくついて、若々しい印象がある。長くて赤い髪かみを後ろでゆるく結び、高貴な印象を受ける紫むらさきの着物をまとっていた。

「……雅様、今日の気分は鬼おになんだね」

　その顔に目をやって、みこは思わず呟つぶやいた。雅は、二つの角のある口が耳まで裂さけた鬼のお面を被かぶっていた。本来姿を人に見せてはならない炎守。だが雅は、どうしても御簾から出なければならない時は、こうしてお面を被って姿を見せる。そしてお面は、その時の雅の気分でころころ変わる。そのお面の下の顔は、ずっと一緒に暮らしているみこでさえ見た事がない。

「ああ、私は今、かなり怒おこっている。いいか、家密と闇狼。これだけは覚えておけ」

　低い声と同時にゴゴゴォッと地じ響ひびきがした。社がぐらぐら揺ゆれ始め、みこは思わず蹲うずくまる。

「み、雅様！　むやみやたらに怒っちゃ駄目だってばっ。富士山が噴ふん火かしちゃうよ！」

「お、おい、みこ。それって冗じよう談だんだよな？」

　激しい揺れのせいで、二海や近くにいた家密も膝をついている。みこは顔を引きつらせた。

「いくらわたしでもこんな時に冗談なんて言わないよっ。わたしが子供の時だって、勝手に社に忍しのび込もうとした奴らに雅様が本気で怒ったせいで、富士山が噴火しかけて大おお騒さわぎに……」

「そう、神しん獣じゆう鳳ほう凰おうの本体は富士山の火口深くで眠ねむっている。鳳凰の神通力を持つ私を怒らせると、富士山に眠る鳳凰も真っ赤に焼けた溶よう岩がんという怒りを吐き出す。もしみこに手を出したら、その溶岩が向かうのは江戸城だぞ。燃えさかる炎で徳川家全体を根絶やしにしてくれる！……冗談だと思うな。諒影の蜘蛛の糸なぞあやとりにしか思えないような目にあわせてやるぞ」

　ぞっとする程冷たい雅の声に震ふるえ上がったのは、みこだけではないようだ。家密と二海もさすがに顔色を変えている。みこは三人がなぜもめているのか今ひとつ理解できないまでも、これがとてもまずい状況であることだけは判った。だから無理に作り笑いをして胸を叩たたく。

「大丈夫！　ちゃんと雅様の言いつけを守って、えっと……乙女でいるから。乙女って、女の子って事でしょ？　わたしが男の子になるはずないし。絶対に大丈夫だって！」

　言い切ると、ぴたりと地じ震しんが止まり、辺りが急に静まりかえった。二海も家密も啞あ然ぜんとしたまま動きを止めている。

「……少々純じゆん粋すいに育てすぎたようだ。だがみこはそれでいい。面おも白しろい……いや、炎華姫ひめにはそれがもっとも必要な事だからな。お前達、この純粋さを汚けがすなよ」

　やっと怒りが収まった様子の雅だが、今度は肩かたを震わせて笑いを堪えているようだ。みこが首を傾げると、二海と家密が大きなため息をつく。

「浮うき世よ離ばなれにも程がある」

　呆あきれたような二海の呟きが、静けさを取り戻した部屋に響ひびいていた。
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「諒影、お前の言う通り、家密は炎華姫にご執しゆう心しんのようだぜ。何しろ炎華姫を連れ戻す為ために、供も連れずに富士山の社に向かうくらいだからな」

　諒影は、上座であぐらをかいた男にゆっくりと微笑ほほえんだ。十畳じようほどの部屋には夕日が射さし始めている。目の前には、この高級料りよう亭てい自じ慢まんの膳ぜんが並べられ、男が料理に舌した鼓つづみを打っていた。

「はい、御ご前ぜん様。あの傲ごう慢まんな男の唯ゆい一いつの弱点をやっと見付けました」

「ふっ、だが、神田明神での事は惜おしかったな。もう少しで家密を殺やれたのに」

　口くち振ぶりは悔くやしそうだが、表情には余よ裕ゆうが窺うかがえる。諒影は薄うすく微笑んだ。

「いいえ、あれは失敗してもよいのです。元々あれぐらいの仕し掛かけで家密を殺せるとは思っておりませぬ。目的は家密の弱点を明らかにする事。以前から家密が炎華姫を江戸に来させるよう手配していたのは、御前からの情報で知っておりました。その炎華姫が家密にとってどれだけ大切な存在なのかを知りたかったのです」

　諒影は顔にある大きな傷を撫なでた。この傷を受けた時の痛みは一生忘れない。どんな手を使ってでも、幕府の政策で苦しむ浪ろう人にん達の叫さけびを、家密に聞かせてやるのだ。

「毒どく蜘蛛ぐもの知ち恵えには恐れ入るな。その知恵でこれからも俺を楽しませてくれるんだろう？」

　くっと杯さかずきを呷あおった男が、にんまりと笑う。よれた着物と長いざんばら髪がみ。年はいくつなのか、それは諒影も知らない。

「ええ、御前が私に情報を下さっている間は」

　答えを聞いて、男がひょいっと眉まゆを上げた。そして声を上げて笑い出す。

「食えねぇ男だな、諒影。俺も気をつけねぇとな。お前の毒が、知らず知らずのうちに身体に回ってたなんてことになったら、えらいことだ」

　笑いながら杯を傾かたむけてはいるが、男からは普ふ通つうの化か妖ようなら本ほん性しようを出して逃にげまどうほどの、強い獣じゆう気きが放たれている。鋭するどい視線を感じて顔を上げると、一いつ瞬しゆん男と目があう。そこから見えない火花が散った気がした。しばらく睨にらみ合っていたが、やがて諒影はふっと笑って視線をそらす。彼は敵ではない。そう、今の所はだが。

「……それにしても、家密に加勢をしたのは弟の闇やみ狼ろうらしいじゃねぇか。あの闇狼を侮あなどるなよ。獣気だけなら、兄の家密をしのぐかもしれねぇ。あれに邪じや魔まされると面めん倒どうだ。さっさと殺しておけばよかったのに、春華の局が余計な事をしやがって」

　頭に、漆しつ黒こくの狼おおかみが浮かんだ。確かにあの獣気は自分ですら恐おそろしいと感じた。家密とならどちらが強いのだろう。それはどちらとも相対した事のある諒影にも判らない。

「大丈夫です。闇狼は治世に混乱を起こすと言われています。我々にとってはむしろ吉きつ兆ちよう。あの男を利用することだってできます。なにしろ、あの闇狼の弱点も炎華姫のようなので」

「いつの世も男の弱点は女か。しかしその炎華姫はよほどいい女なんだろうな。会ってみたいもんだ。だが、富士山の社にいるんじゃそう手は出せねぇな」

「いいえ、あの傲慢な家密の事ですから、必ず炎華姫を江戸に連れて帰るでしょう。お会いになるのは十分可能です。彼女にはこれからも色々と役に立ってもらわねば。御前、私に協力してくだされば、家密が苦しむ姿をいくらでも見られますぞ。私の糸はいたる所に張り巡めぐらせてあります。幾いく重えにも張った罠わなで必ずや家密を搦からめ捕とってごらんにいれます」

　満足げに頷うなずいた男を見つめ、一礼して部屋を後にした。廊ろう下かを進みながらふっとほくそ笑えむ。

「本番はこれからだぞ。家密」

　塀へいの向こうからさあっと吹ふいた夕暮れ時の風が、諒影の藍あい色いろの髪を揺らめかせていた。
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　富士山の中腹にある村は、みこが家密と二海に初めて会った場所だった。あの時三人で遊んだ場所にあった桜は今も健在だ。桃もも色いろの花びらはそろそろ散り始めているようだった。

　八年前のあの時もやはり桜さくら吹雪ふぶきが舞まっていたと、みこは懐なつかしい気持ちになる。桜の枝が欲しくて木登りをしていた所に声をかけてくれたのが、春ちゃんだ。

「ここの桜は相変わらず綺き麗れいだな」

　あの時の春とは似ても似つかない大柄な身体からだ。色黒でほりが深くて江戸の女性達が熱ねつ狂きようする二枚目役者。それでもあの頃ころの春と同じ優やさしい目で、二海が桜を眺ながめていた。

　隣となりに立っていた家密が手を差しだすと、桜の花びらが意志でもあるかのように集まった。

「ほら、みこ。桜の花びら好きだろう」

　数枚の花びらを手の平に載のせられて、満面に笑みを浮うかべた。みんな姿も立場も変わってしまったけれど、変わらないものもある。二人の優しい友達は、今もみこに笑いかけてくれる。

　家密は信津名にだけ訳を話して、二海と二人だけでやってきたらしい。本性を出せば大した距きよ離りではなかったと、先程みこに笑ってみせた。だが将軍である家密にとって、それがどれだけ無む茶ちやな事かは判わかっている。みこはずっと疑問に思っていた事を口にした。

「あの……何で来てくれたの？　それに八年前のあの時から、ずっとわたしを捜さがしてくれていたんでしょ？　たった一度会っただけのわたしを、どうして？」

　みこが家密達を捜していたのは、怪け我がをさせた事を謝りたかったから。そして殺されると泣いていた春が心配だったから。だがなぜ二人は自分を捜してくれていたのだろう。

　みこが問いかけると、家密と二海が苦く笑しようして、目を見あわせる。先に口を開いたのは家密だ。

「八年前、この桜の木の下で出会ったのは、不思議な少女だった。外に出た事がほとんどないと言い、普通の子供がする遊びも何も知らない。それに一人も友達がいないという。あの時私達には……その少女の姿が自分達と重なって見えていたんだ」

　二海が頷いてこちらに歩み寄った。そしてみこの右手をそっと握にぎって言葉を繫つなぐ。

「俺達はさ。跡あと目め争あらそいで揺れる江え戸ど城で幼い時を過ごした。兄貴だけが俺を男だって知ってて、ばれないように気を遣つかってくれてた。その秘密のせいで、俺達はいつも二人だったんだ。俺なんていつ殺されるか判らないからびくびくして落ち込んでてさ。……みこは俺達が初めてできた友達だっていうけど、俺達にとってもお互たがい以外で初めてできた友達がみこだった。それで、江戸に帰ってからもまたみこに会いに行こうって、兄貴と約束してたんだ。でも……」

　言い淀よどんだ二海に、一つ頷いた家密がみこの左手を握った。

「あの後捜させたが、みこはどこにもいなかった。後になってみこが炎華姫ではないかと気づいて……。それで私達はやっとみこが言っていた意味が判った。外に出た事がほとんどないとみこは言った。それはそうだろう。炎華姫は結界が張られた社で生活している。大人ばかりの生活で友達がいないのも本当だろう。親とも引き離はなされ、寂さびしい思いをしていたのだろう」

　家密が二海に視線を向け、少しだけ微笑んだ。

「……私達は友達はいなくてもお互いがいた。大きくなれば、自由だって得られる可能性もある。だが炎華姫はそうはいかない。成長して炎守様の跡あとを継つげば、もう二度と社から出られなくなる。……恥はずかしかったよ、寂しいなんて思っていた自分達が。みこの方がもっともっと寂しかっただろうに。だから私達は、その孤こ独どくな運命からみこを救いたいと思った。その為に、二人である誓ちかいを立てた」

　二人が同時に、みこの手をぐっと握りしめた。大きな大きな手は、頼たよりがいがあって温かい。

「必ずもう一度みこに会う」

　左手を握った家密がゆっくりと笑みを浮かべた。そして顔をみこの手に近づけて、口付けをする。突とつ然ぜんの事に顔を赤くしたみこの右手を、今度は二海が引き寄せた。

「そして二度とみこに寂しい思いはさせない」

　もう片方も二海に口付けられて面めん食くらう。それでも心にはゆっくりとした波が押し寄せてきていた。喜びと嬉うれしさと新たな希望。その波はみこの身体を巡って目の辺りで波打った。

「泣くなよ。江戸を案内するって約束しただろ。帰ったら色んな所に連れていってやる」

　二海がみこの顔を覗のぞき込んだ。ぽろぽろと涙なみだを零こぼすと、家密が指で拭ぬぐってくれる。

「私達は、みこがずっと江戸にいられるように最善の手を尽つくそう。これは新しい約束だ」

「……ありがとう。ありがとう」
















　嬉しくて嬉しくて何度も頷きながら礼を言う。家密がみこの頭を撫でてくれた。

「さあ、みこ。江戸に戻もどろう。そして私の側そばにいてくれ。私はな、ずっとお前の事が好きだった。その気持ちは再会してから、より強くなった。お前は私の事を立派な将軍だと言ってくれただろう。私の厳しい政治を理解してくれた。嬉しかったよ。私の事を傲慢だ、独裁者だと言う者も多い。だがみこは真実の私の思いを理解してくれた」

　微笑ほほえみはとろけそうな程ほど甘くて優しかった。隣にいた二海が顔を真っ赤にして声を上げる。

「おい、兄貴。ずるいだろ。俺だって子供の頃からみこの事が……。俺が江戸に帰ったら殺されるかもって泣いた時、みこは絶対に会いに来るって約束してくれたんだ。俺はあの時、嬉しくて嬉しくて……。ずっとみこに会えるのを楽しみにしてたのは兄貴だけじゃねぇ！」

　二人の気持ちが嬉しかった。その思いに応こたえたくて、みこは勇気を振ふり絞しぼって口を開く。

「わたしも……わたしも好き」

　二人が一いつ斉せいにみこの顔を見つめる。そして二人同時に詰つめ寄った。

「「どっちが？」」

　みこは思わず面食らった。どっちとはどういう意味だろう。考えたみこはすぐにはっとした。

「どっちも好きに決まってるじゃない！　二人とも同じくらいに好き。それに江戸の町のみんなも好き。一陸も空三もお琴さんも煙助も。みんなとっても大事だもん！」

　途と端たんに家密はがっくりと項うな垂だれ、二海が頭を抱かかえた。みこは目をぱちくりとする。好きといって貰もらえたのが嬉しくて、気持ちに応えたつもりなのに、変な事を言ってしまっただろうか。

「だから……お前はどうしてそう浮うき世よ離ばなれしてるんだっ。それは友達の好きだろうが！」

　二海が叫さけぶと、家密が顔を引きつらせつつ、みこの目を覗き込む。

「いいか、みこ。この場合の好きはそういう好きではなくて……」

「待てよ、兄貴。ここはまだ炎守様の神域の近くだ。この会話も聞かれてるかもだぜ。せっかくみこを社から連れ出したんだ。時間はあるんだし、まずは江戸に戻ろう。話はそれからだ」

「お前は一いつ緒しよに住むのだからそれでいいだろう。だが私は不利だぞ。みこになかなか会えぬ」

「だから、それはしょうがないだろう。将軍様なんだから！」

　家密はどうやら納なつ得とくがいかないらしい。眉まゆ根ねを寄せている家密に、みこは微笑みかけた。

「同じ江戸にいるんだもん。これからは会えるよ。わたし、家密ともう一度独楽こま遊びがしたい。家密より長く独楽を回せなくて悔くやしかったから練習したんだよ。その成果を見せてあげる！」

　憮ぶ然ぜんとしていた家密が、まんざらでもない様子で笑みを浮かべた。

「そ、そうか。そうだな。もう手が出せない社にいる訳ではないからな。だが、私はそうそう城を抜ぬけ出せん。……やはり二海の方が有利だ。大体お前は私をさしおいて、みこと花見をしたのであろう。着物を見立ててやったと自じ慢まんしたではないか」

「自慢したわけじゃねぇよ。兄貴がみこの江戸での様子を聞かせろって言うから……。あっ、それを言うなら、兄貴だってみこに口付けしただろ、そっちの方がずるいぜ！　おい、みこ」

　ふいに声をかけられて、みこは二海の方に顔を向ける。それは一瞬の出来事だった。

　二海のほりの深い顔が間近に迫せまり、ちゅっと音を立てて、みこの唇くちびるを奪うばった。

「な、何をしているっ。二海！」

　怒ど声せいを上げた家密が引き離そうとする前に、さっと二海が後ずさった。そしてふふんと笑う。

「兄貴だってしただろ。これでおあいこだ」

　その言葉に言い返そうと家密が口を開きかける。だが先に声を上げたのは、みこだった。

「あ、あんたたち……乙おと女めの唇を何だと思ってるのよーっ」

「い、いや、でも兄貴が……」

「馬ば鹿かを言え。今のは二海が悪い。みこ、可か哀わい想そうに。大だい丈じよう夫ぶか？」

「どっちも悪いに決まってるでしょ！　大体ね、二人がわたしに興味を示すのは、きっとわたしの血のせいよ。家密も二海もわたしからいい匂においがするって言ってたでしょ。この体質のせいで理性が緩ゆるくなってるの！」

　みこはぷんぷん怒おこりながら、背を向けて腕うで組ぐみした。二海が慌あわててみこの前に回り込む。

「でもみこの血に反応するのは大人の肉にく食しよく獣じゆうだけだろ。俺達の気持ちは子供の時から……」

「言い訳は結構！　今度やったら絶交だからねっ」

　ぷんっと顔を横に向けると、背後で家密のため息が聞こえた。

「そう怒るな。……だが、みこ。これだけは言っておきたい。私は狼おおかみだ。欲しいものは力ずくでも手にいれる。お前が何と言っても、もう逃にがさないからな」

　振り返ると、家密が甘く微笑んで、また右手をぎゅっと握った。

「逃がさないって……？　えっと、社には帰さないって意味？」

　首を傾かしげると、二海が慌てたようにみこの左手を握る。そしてうんうんと頷うなずいた。

「そうだよ、帰さないって意味。そうそう俺は兄貴に一つ言いたいことがあるんだ。……俺だって狼なんだぜ」

　くっと口角を上げて笑う二海に、家密がほくそ笑えんだ。

「いい度胸だな、二海。だがこれは譲ゆずれないぞ」

「ああ、奇き遇ぐうだな。俺もこれは譲れない」

　まるで牽けん制せいしあうような獣じゆう気きが二人から放たれて、みこは何事かと目を丸くした。

「どうしたの、二人とも。二人が狼だなんて、言われなくてもよく判わかってるよ」

　慌てて問いかけると、睨にらみ合っていた二人がこちらに顔を向け、苦笑した。

「お前のその浮世離れをまずなんとかしねぇとな」

「そうだな、今のままでも愛らしくていいが、話が進まん」

　両側に立った二海と家密が、笑いながらみこの手を引く。みこは訳が判らなかったが、どうやら危なげな獣気は感じなくなったので、ほっとして笑みを浮うかべた。

　橙だいだい色いろの夕焼けが、三人で手を繫ぐみこ達の姿を照らしていた。八年前のあの時は、日が暮れたら帰らなければならなくて、夕焼けが恨うらめしかった。だが今は違ちがう。明日も明後日あさつてもずっとずっと三人でいられる。その為ための第一歩を、みこは二海と家密と一緒に踏ふみ出した。

「さあ、みんなが待ってる江戸に帰ろう！」

　みこの胸は、幼い頃ころの思い出のように甘あま酸ずっぱい気持ちで一いつ杯ぱいになっていた。







　あとがき







　初めましての方も、お久しぶりですの方も、こんにちは。伊藤たつきです。

　色々とありましたが、やっと新刊を皆みな様さまにお届けできました。すっごく嬉うれしいです！

『あやかし江戸物語　妖よう狼ろうたちにご用心！』いかがでしたか？

　タイトルに江戸とついていますが、化妖たちが住むなんとなーく江戸の世界なので、皆さんがご存じの江戸とは異なる点もあります。あまり歴史など気にせず気軽に読んで頂けると嬉しいです。学生の読者の皆さんは、テストで三代将軍徳川家密とか書かないでくださいませ～。漢字間ま違ちがいで点数が減ってしまいます。紛まぎらわしい事をしてごめんなさい。

　江戸の世界観で和風ファンタジーを書こうと決めて、でもよく考えたら日本史は学生の時に習っただけだと気づき、慌あわてて資料を買い込み勉強したりしました。歴史は奥が深くてまだまだ判わからない事も多いですが、学生の時の授業では習わなかった事など新しく知る事ができて楽しかったりもします。

　私の好きなものがいっぱい詰つまっているお話です。皆さんにもそれが伝わって楽しんで頂けたらいいなぁと願っています。




　イラストの音中さわき様。可か愛わいいイラストをありがとうございます！

　この物語を凝ぎよう縮しゆくしたような表紙も華はなやかで大好きです。音中さんには、２０１１年１月27日に発売の『Ｔｈｅ　Ｂｅａｎｓ　ＶＯＬ．16』にもこの本のダイジェストマンガを書いて頂きました。可愛らしくて楽しかったです。本当にありがとうございました！

　今回から担当さんが変わりました。前担当様、デビュー前から色々と面めん倒どうを見て頂きました。苦しい時も辛つらい時もいつも励はげましてもらいました。本当にお世話になりました！

　現担当様、このお話が時々とんでもない展開になってラブラブ光線がでまくるのは、あなたのせい……いや、あなたのおかげです。ラブに対するあなたの攻せめの姿勢を見習って頑がん張ばります。これからもよろしくお願いします。




　最後に、この本を手に取って頂いた皆様に最大の感謝を。

　楽しんで読んで頂ければ、それが私にとって一番の喜びです。よかったら、読んだ感想などのお手紙を頂けると、とても励みになります。




　ではでは、また皆様に出会える機会がある事を祈いのって。


伊藤たつき　　


















カバー・本文イラスト／音中さわき

カバーデザイン／須貝美華










あやかし江え戸ど物もの語がたり




妖よう狼ろうたちにご用よう心じん！








伊い藤とうたつき
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